
同時に 



ことを無視することは出來なぃのでぁ 0 0 



を引くょぅにな 0 たのは.例0五 * 1 
動史の上からは極めて授近の事象 ^ \》/*?^ 
象 もそう であるよう に •あ 
では 決してない 。社# 主袭 的な 
動が 有力に 篷頭 する に 至つ た 理由と 
のも亦それ自身の緣由を持ってゐる 
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る 一 上 W& S V} 



序 



從來の 社會 運動 史に は、 國家 主義 社 金 運動の 部分が 缺け てゐ た， 



少 



とも 極* て 不充分で あ 0 た0運動そ 0 ものが植めて微ヵであつた時代 
には それ も 誠に 尤もで あるが、 今や これを 一 無視す る ことは 客觀 的に ィ可 
能で ある。 し 1 も 近来 雨後 QS 如く 輩出して ゐる 有意義 無意 速の 類 
* に， 筆 尙 «. 滿足すること能はず*偶々新光閣主人の媒 1. 丨會して ^ 
んで筆をとつた次第である。 

诲炫 、本 * Q 成る について は， 岡 見齊 氏の 「國家 主義 運動 大観」 S 光 S 行〕 
を 始め 稗 益せられ たる 諸 著に 感謝し なければ ならぬ が， 七れ と共に 友人 
蒲 池 5 君の 电 接の 按 助を 得た る こと 至大なる ものが ある。 併せ 記し 
て 厚 4感謝の意を表する次第で 2> る。 

明 和 九 年 八月 一日 

著 著 識 
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第一 萆國家 主義 社 # 運動の 基礎 理論 

第一 節社會 改革 運動の 原理と しての 班 家社會 主義と 日本 主義 

V 

• ，蒙 

■ 國 家主 遂は元 來國際 主義に 封して R 別され たもので— 。だから、 例へ ば、 明治 維# t 
* 前の 我® の 様に、 封鎖 的な 社會 生活の 行 はれた 場合には、 H 家 主義と i ものは そこに 於 
| 在す る 除# はない。 何故なら 、■は それに 1 鑫 つて 居らない から、— の 
S 親 一を 張 調す る 意味がない 0 

f 尤も H 家主 乾を 意味す るナシ m ナ リズムと いふ 言葉は、 同時に 民族主義と いふ 童 味を 
afll 持つ てゐる そして そォ には 又 ！^ 史的な 理由が ある 0 すなは ち、 ッバでは 近 t 明 
* S 成立は、 同時 5族 の 統一を 意味して ゐ た。 民族 较 一の 運動は、 一方では 分植 割_ し 
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て ゐた封建諸侯》の铳：運動であり、他方では異民族の統治者に對する民族獨立、民族解 
放3運動であった0たとへば獨逸 « 尖の成立を見ょ0プ"シャが獨逸帝_統ー (〇 大業を * 
成す るまでに は、 ザクセンと か バィエル ン とか バー デンと かその 他 大小 多<の封雕旗侯 « 
を聯ねる關稅同盟から出發し、これら諸侯面を支配して皇帝の稱»を冠したオースト9ア 
とー載を交へねばならなかつたのである0ィタリ|の 1| 家統ー^^本闻じである* 
m - B ッパで は 民族主義 卽ち面 家 主義で ある。 特に それは、 世界 大戰後 民族自決の 麻 則 
にょつ て创設 された 小國 、例へ ばポ ーランド—チエコス”ヴアキヤ’够トアーーア’フィン 
ランド、ハンガ？等々の、かつて被壓迫民族として民族解放運動の适んであった5を 
兑る と、 一目瞭然で ある。 

これは 諸 外 3"特にョーヲソバ €> 國家主義である。我 « の國家主義は、しかし、これと 
は 全く 搛子が 違 ふ。 

我 « には古來过族鬪 -]<-- _ いふものがなかった。 » 内には支配的民族もなければ被 « 迫民 



族もなかつた。，だから尺族主義といふ劣へヶは尤來甚だ現實味が少かつたので 2> る0叫治 

維新の前後、所謂黑船の渡來以後、縝國の夢を破られて、 « 鱉 |» の熾烈な《家對立、國家 
航爭の場»に投げ込まれ、通商條約の締結でぁるとか、修好使簕の交換でぁるとか © 平和 
的 折衝から 始まつ て、 支那 又は ！|シアとの現實の武ヵ»爭に當面するに及んでは*圖家の 
生存 » 爭、卽ち國家主義が昭然七して國民を鼓舞せざるを得なかつたのでぁる。 

從 0 て、我國の國家主義は*1ッパ流の民族主義ではない0 » 米諸强國の*ヵに對 
-*■ する 自己 防 術と いふ 意味は 多分に ぁるけれ ども •民族 解放と いふょりも むしろ、 日^ 

*■ を强化し、歎米諸强國と肩纪並べ、世界列强のー3:としての堆位を確保したいといふ積楣 
Si 的な 意思の 方が 多分に 含まれて ゐたと 言は ねばならない 0 

■# しかしながら、 今 我々 が 問® にしょぅと する 躪家主義は、かぅいふ意味の嚙家主義では 
$ ない。 今日 W 家 主義が 社 # 的に 注目され てゐ る點 は、 そぅい ふ點 ではなくて、 それが 社 # 
■* 運動の指導原理とな 0 てゐるといふ*でぁる。3:家主咨の本筲は依然として持つてゐな 
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がら •同時に それが 阈內改 迨.社 # 改革の旭動ヵとして働いてゐるといふことでぁる。 

社 # 改革 運動と いへ ば、 卽ち廣 い 意味の 社會 主義で ぁる。 社 # 主義とは 何ぞ や、 とい ふ 
ことになれば、それはまたそれでー 0 の大きな問趙でぁるが*かりにこ1では、ッガン* 
バラノフ X キ ー(註〕に從 0 て、「社俞主義とは人に依る人の揀取を棑し、範人をして努働 
に從事せしめ、萬人をしてその勞働の果實を享受せしめんがために、生產機«の公有を實 
現せん とする 主張で ぁる」 とい ふ 定義に 從 つて置くことにしょぅ。 

. 0 ッガ ン*パ，ノプスキーは革惫前の”ンァ0大學敎«で艟濟學者でぁ & が、 '» , ル夕ス主義の« 
濟竃篇 を供本的に批约し粑ので有名でぁる* 

こ©ッガン*パラノフスキーの定義そのものが、實はマルクス主義からの借物でぁるこ 
とに ょつ て も 容易に 推知し 得る 通 0、 社 # 主義の 理論と して鷇 も 整備して ゐ るのは ►ル ク 
ス主義でぁり、また社會通動として世界中に最も有カな實磨勢カを持つてゐるのもマルク 
ス主_の社會通動でぁる。しかるにマルクス主義は、こ-*に窠說の耍はないのでぁるが、 
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在来 一切の 臑史は險級_爭の隱史でぁり、現代資本主義社 # は資本家階級と勞働§級と 
の 相 敵 對 する 二つの 基本的 格 級から 形成され、 資本家は 勞働 者を 榨取 する 植ヵ 機構と して 
■ 家 «8 刨を形成するのだと說明してゐる0從つて、>-ルクス主義にょれば、社會主義の * 
现、蒡働者の解放といふことは、先づこの國案機構の否定を前提とする。マルクス主義に 
と 〇 ては、勞供者格 » は_捷を越ぇて 0 際的に國結し、以 〇 て賫本家»絞の打倒に逢まね 
ばなら ぬ 0 「萬國の勞働者、 9| 結せょ、得るものは全世界にして、失ふべきものは||嫌の 
み。」 —— これがマルクス主義の合言葉でぁる。 

勿膾、國家主義は"か 16 マルクス主義に對して、正面から挑戰する。國家を否定する 

4のは、«家主義にとつて不俱戴天の仇敵たること、いふまでもない0 

1方、現實の社 # を見る時、そこには凡ゅる不平不滿の種がぁる0現代社會は、ー方の 
秤 « に窗贵と植勢を載せ、他ガの秤血には貧困と窮乏とを載せた天柙でぁる。资本«は努 
働 者の！ t 取に ょつ て 宜»の畜を东穣しながら、路傍 </> ルンべンには_もひつかけない0資 



*- a 本家的社會秩序の確立した今ロに於ては、天稃縿一本から叩き上げた太贪軎八郞や安則杏 
■次郞 の 立志 傳は 、桃 太郞の 鬼ヶ島 征伐 ほどの 現實味 しかない 0西 姓の 子、 蒡働者 の 子、 小 
» 商人の 子は、 ついに 「立身出世」 の 雲の 嫌 子を 捉 へる 機會 はない ので ある 。しかも 揀取© 
■* 上には顔宫#士の牧贿があり、雎贿があり、漬 «| がある。 

se 殊に最近に於ける大賫本の獨占進行は、中小商エ業者を底なしの泥泪に叩き込み、«ん 
■• や農民の生活を絕望の底に沈ました。 

榨取 なき 社 # の實現 —— それこそは望むところの％のである、しかし、踽农 |; »め、_ 
1義の上に立つて、この社會改造を断行することは出來ない©か -,? 。 

出来る、 と 先づ 答へ たのが 故髙 裏 素 之 氏で ある。 高 壅 氏は、 ►ルクスの 取 理 に基いてマ 
ルタス主義の國家論を批判し*國案の永久性を主張した。國家を基本とし，11家主義の上 
に立 0 肚 # 主義、卽ち我*の國家社 # 主義の理翁は、高裹氏にょつて創改されたといふこ 
とが 出来る。 






.尚 高 氏が £： ら明 if して ゐる通 り， 國家社 付主袭はマルクス主爲の修正である。 

「マルクス 主 SI — 的、 宿命的*— 的 • i 觀的傾 向を f 入れて、 而も その 

到 速すべき 於 終 結に 徹底せ しめる も s 、 q ち 我々 の 機能的 國家 社命 主義で ある。 

社會主 f 想 0 現® 主義 的 傾向は、 我* Q _ 社堇 S 於いて、 そ St れ たる 究 
極の 運命に 到着した ものと いひ 得る 0 」 

0 家 社會主 _ v . it ? 原 が、 社'#; 改造 運動 Q 原理と して 正當 であるか どぅかと いふ 議論は 
別として、それは社#改造といふ點、社會主義といふ點に、全カ 1![ を笸いてゐることを認め 
なければ ならぬ。 ►ルク K 主義に 對す 接の 批判と して 出て 來 たも Q である 以上、 それ 
は 何も 不 1 とす 1 ことでは ない？ —。 1 社— f 於いては、 E 1 
W 値が f られ 、永久性が 承 f れ ては t が、 そ S ■含む しろ 社會 1 に 調和せ 
しめられてゐるとい 0 てもょい0國家社 # 主袭に於いては、國家主遂そのものは、社 # 改 
造 運動 s 票と して S んど蠢 を 有して，！ 2 な 5。 •§ 氏 Q 如きは、 社 S 靈 動 心原观 
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としてマルクス主義を殆んどそのま1採り入れたことをむしろ誇りとしてゐるカのやぅに 
思は れるの である。 

純 粹の國 家 主義は、 國家の 意義が その 程度に しか 認められない ことに 對 して、 非常な 憤 
激を 感ずる。 だから、 「國家 社 # 主義は 共産主義の カム フラ ージで ある、 共 產主菝 にた r 
國 家の シ ヤツ ポを冠 したに すぎぬ 云 ことい ふ 非難の 生ずる 所以で ある。 これに 反し、 純 
粹の國 家 主義 —— 所謂 日本 主義 または 皇道 主義は、 た r 國家を 認める、 もしくは 國家を 中 
、： 一とす る、 とい ふだけ で 終れり としない。 日本 國家 そのものの 本質が 資本主義と 矛盾す る 
こと、 國家 主義 そのものが 捭 取な き 社會の 莨 現を 含む ことを 强調 する。 

「日本 主義とは 何 か。 

萬 世 一貫の 皇統を 中心として、 皇運の 天 壊 無窮を 確信し、 政治的には 君民 同 治、 一 君 
萬民の本義に則りて、個人主義と辏壓政治とを排し、經濟的にはー 9 ー家の原則に哗據 
して 押— 不平等と— 胞 Q 間 に絕無| しめ、 萬 代不 i 兆 一心に 斯 SWS 精 f 
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內に 發揚 すると 共に、 外に 光 被せし め 行く 決意 並に 實踐の すべてを 指して 日本 主義と い 
ふので ある 0」 (律久井館雄「日本主義の基#理論」：> 

「我等が 則る？？ <は純 乎と して 純なる 日本的 理想で ある。 日本的 理想を 行 ふべき 地は、 い 
ふまでもなく日本國である。然るに現實の日本國家は、断じて日本的理想の具體的現實 
でない 。それ故に、 吾等は 是の 如き S 家の 改造 革新に 拮据す る 〇 從 つて行地運動は ^ 岽 
改造 運動で ある。」 (大川 用 明 「行 地肚 の辭し 

行 地 社の 正嫡 神武 舍の 綱領 中に 日く、 「一 君 萬 民の 國風に 基き、 私利を 主として 民： 蝴を 
從と する 資本主義 經濟の 搾取を 排除し、 全國 民の 生活を 安定せ しむ 可き 皇_經 濟組織 の* 
現を 期す」 と。 

資本主葙的搾取を棑除する所以は、國家社會主茺が勞慟者的立場に立 0 に反して「ー界 
萬 K の！ €風」すなはち=: 4: 主袭そのものに基づく0日本主蔟が闪で、搾取の排除が菜であ 
る。 E 2 家が 主で、 社 會改不 が 從で ある 0 
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何故か。 

國尜主袭は、阈粜の內部的結束、全體的調和を同尺各個人 0 打山の-^に尥く。阈{¥の令 
的 的 調和を 柰す ものは、 斷 乎と して彈 梢され ねばならぬ。 たと へそれ が 個人 v> p 山を 榀度 
に朿縳し、個人の權利を制約するものであつても。しかるに、资本主莪の本竹は例人主遂 
であり、 そして 個人の 自 111 主義で ある。 資本主義 社侉の 掠 則は、 自中 八の 行動は 結 {水 
全 鼎の 調和に 一致す る、 とい ふに ある。 しかし、 その 原則は あてには ならぬ。 現に 調和は 
破れて ゐる 。そこで 阈尜 主義は、 國家の 全體的 結束と いふ 立場から、 社# 改ホの 運動に 出 
發す るので ある。 

園家社會主義も、實は、詮じ訪めれば、この點に於ては1致するのであ 0 。後に述べる 
様に、® 家 社 # 主義は、 资本主 滴 批判に 於て は マルクス主義を 採り 入れて はゐ るの だが" 
マルクス主義の 精 K ともい ふべき 防 級 闘 爭理淪 、ブ » レ タリア 的 立場と いふ ものは これを 
排斥し、 國家の 全體的 立場と いふ も C を 七の 立論 0 土杀に 持つ て來， 7 からで ある。. 母す る 
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に 國家 »,*-. 會主筅 は、 名 訟 C 性、 s 宗主 義と社 會 主義との 折衷に 外なら ない 0 

访ニ 節阈家社會主義のマグクス主義批判 

闷 ^ 社 # 虫尨にマルクス主義に對する修正として出て來たものである0しからば、阑尜 
社 # 主義の マルクス主義 批判は、 どんな 風に 行 はれて ゐる か。 

第一に 来る 3 は、. ^ふまでもなく、マルクス主遂3家論の批判で|0エンゲルスまた 
はレ丨_ーンの說く所にょれば、國{水の本抒は搾取といふことにある、從つて劳蚴各が政治 
權ヵを 常 握して その 搾取 關係 を廢止 すれば、 國家は 死滅 するとい ふので あるが、 しかし こ 
の 國家 論は 無政府主義 的、 H 1 トビ ァ的社會主義の殘浮でぁつて、まだ典に科學的でぁる 
とはいへ ない。 その 證據に は、 現に ブ 0 レ タリアが 政 植 5: 掌握して ゐ るゾヴ H 1 ト嫌 邦に 
於て、 共淹莬 は 新たな 支配 # 群と な 0、 そ 0 他の 闽 民 は 舊ブル ジ ri T たると プロレタリア 
たるとを則はず’すべて被支兜各群でありゝそれは祺 ^- 上 ^ 然たる闲 ^ ではたいか^その 
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プ •レ タリア 國 家が 「死： g して 行く」 とい ふことは、 お人好しの 樂-人 主 雀 者 ハ 疼 想なら ば 
知らぬこと、實際には少しもその徴候は現はれてゐないではないか。 

これが 先づ 疑問の 提出で ある。 次いで、 更に 一歩前進して、 それは その 莕で ある、 鼷家 
は 死滅す る ^ はない ので ある、 何故なら、 國家の 本锊は 搾取と いふ 點に あるので はなく 
て、 支配と いふ 點に あるから だ、 とい ふ 積棰 的な 國家 理論を 建設して ゐる 。高 臬氏は 次の 
如く貢つてゐる。 

「我々 は國家 の 第一 本質を 支配に 求め、 第二 本質を 支配 機能の 分化獨 立に 求める。 …… 
阈家 とは、 分化 獨立 せる 公的 權カに ょつ て 統制され た •一つの 地域 社 ^ である。」 

人間は 本来 利己的な ものであるから、 社會が 統一的な 組織と して 存在す るた めには、 そ 
の エゴィズムを 抑制し 調節す る 支配 機能が 必要で ある。 これは 凡ゆる 社 # にと つて 共通す 
る本質的なものだ。然るに社會が分化し複雜化するにつれて、この支配機能が公權カとし 
じ分化獨立する。これが國家の本質である。勿論、現莨の媵史上の國家は、種族！£爭にょ 
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つて征服種族がこの公權ヵを獨占して支配階級を形成し、また抻取關係と結含してこの公 
權ヵを搾取のために役立たせもしたのである。しかしながら*その階轾對立とか押取とか 
いふことは、國家の本質とは何にも關係のない供然的なものであつて、だから、その供然 
的な ものが® 止された からと て、 國家 そのものが 變動 する わけでは ない。 搾取が 廢 止され 
たら、國家はむしろその本然の、純粹の面目たる政治的支配關係が確立されること汇なる 
ので ある。 

第二は、 從つ て、 ィンタ ー ナショナリズムの 批判で ある。 赤松 克 » 氏は 「新 ■民* 勳の 
基調」 とい ふ パンフレットの 中で、 社會 主義の ィンター ナショナリズムを 痛烈に 批判して 
ゐる0卽ち日く、マルクスは資本主義が自由主義的發達を遂げ 0 1ある時代に生きてゐ 
た。だから彼は單ー世界經濟の到來といふことを夢想し、社會主義が1國だけで賁現する 
ことは あり 得ない と考 へたので ある。 然るに 現 赉は 如何。 草 一世 界經濟 の 到來 とい ふが 如 
きは 畢竞 夢想に 止まつ てゐ る。 今日の 資本主義は すでに 獨占 資本主義で、 自由 贸易主 義は 
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すでに 死滅し 去つ た。 世 S 濟は 5 化されず して、 幾つかの 國裝 S 翌抗？ 現出 
して ゐる 0 

獨 «*1 資本主楽の激烈なる國際狡爭の結果は、各國の » 民生活水準を不平均にした0强大 
尺 族の 生活水準は 弱小 民族の それょりは 高度と なつた 。イギリスの 勞働 者險級 li M 民 地 搾 
取の 分 i HI に 與つ てゐ るから、 國內 的には 資本家と 對 立抗爭 して ゐ ょうと も、 對 外的には 资 
本家と 國民的 運命を 共に する。 例へ ば 印度 叩 捜で ある。 印度の 獨 立は 印度の 國 M 活 を 向 
上せし める であらう が、 イギリスに とつて は 致命的で あらう 。資本家 だけでなく 勞働 者に 
とつても 致命的で ある。 だから、 の努働 者 も インドの 勞働者 も、 おのおの 國民 主義 的 
とならざる を 得ない 。そこには イン 夕— ナショナリズムは 何にもない 0 

もしも 我國 Q •社 盡繫 、相 も f — 際 主義 Q 立場 I ? 1 1。 I クス 主義 
者の いふ 様に、 日本は 帝阈 主義 國家' た、 支那は 被隳迫 民族 だ、 だから 我國は 、滿 蒙から 
も朝鮮からも、棗 9| からもー切手 5: 引いてしまつたらどうなる0資.源の « 弱なる我 « 



_ 瑁 職 基の 動 S # 社 ■主家 H «— 節 



は、如何に資本主義を打倒して社會主範を珐設したところが、勞_者の生活向上どころか 

國民は 乞食の 生活を しなければ なるまい。 

镄 

第三の點は階級 |9|! 爭の批判、所謂ブ11レタ9ァートのへゲモ|11に對する反较でぁる0 
マルクス主義は 生產 者の 立場から 出發 する。 そして 現代 社 # の 基本的 階級と して 近代 資 
本家 辟 級と 貨銀勞 働 者 ^ 級と を 舉 げてゐ るが、 阈家社 會主筘 の 消 # 者 的 立場から すれば、 
こ の兩 者は 決して 國 K - の 多數を 占める ものでは なく、 從つ てまた 決して 其 本 的な もので も 
ない。 特に 我國に 於て は、 この 兩者は 極めて 借 かな 數 しかな く、 それ 以外に、 農民、 作 給 
生活 者、 獨 立小營 業者 等 極めて 尨大な 國民 群が 生活して ゐ る。 マル タスは、 資本主義が 崩 
壞に 達する 前に、 凡ゆる 國の 凡ゆる 生產 一 業 も 含んで ！ が资本 主義 化し、 國 民の 大 
多 救が プ B レ タリア 化する ことを 豫定 して ゐる 。なる 程、 マルクスが その 研究の ?! 象と し 
た ィギリスでは そぅい ふ 過程が 進行した が、 し 力し それは 決して 世界史 的な 進行では なか 
つた。 現に その 赴 も 典 ^! 的な 駁淪の材料となるものは我國でぁる0資本主莪が ^ 入さ1€ 
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殆んど半世紀を經過した今21に於ても、阑民 (/> 過半數 4: 包详する農付に於ては、農 1| 5资 
本 主 t 我 化は 少しも 進行し ない。 國民 人口の プ n レ タリア 化は 殆んど 目に a ぇない 程度に し 
か行はれない。それにも拘はらず、资本主義そのものは、もはや完全に行詰つてゐる。こ 
れはマルクスの階級理論の最も大きな破綻のーであるといはねばならぬ。のみならず、マ 
ルクスは、赉本主義を打倒するものはた «' プ |1 レタリァートのみだと斷定してゐるが、事 
實は、各國社會民主黨の中堅勢ヵである勞働贵族は、すでに_志を失つて資本家と妥«し 
て ゐ る。 反對に 、サラ リーマ ン 、農民、 窮乏せ る 中小 商工業者の 急進 化が 著る しく 目立つ 
てゐ るでは ないか 。ブ B レ タリアー トの へゲモ -I — とい ふことは、 今日では マルクス主義 
の 理論的 破綻の 悲鳴と 化して ゐ る。 

逆に 獨占 資本主義 時代の 基本的 對 立は、 1 方では 金融資本、 他方では _| 全國 民で あ 
る。 ►ルクス 主義が 依つ て 立たぅ とする のは 國 民の 少数者た るブ n レ タリアで あるが、 國 
家 社會 主義が 某 礎と する のは 全國民 —！ 少數の 財閥を 除く I である。 こ 、 に國家 社 會 主 
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義の强 味が ぁる。 

第三 節政黨 政治 排擊論 

國 家 主義 的 社 # 運動は、 沿革 的に 考 へても、 ►ル タス 主義に 對する 反對、 左冀勞 働 運動 
に 對す る反對 として 起つ て來 たもの だが、 昭和 六、 七 年 以来 大衆 的な 支持を 得る 樣に なつ 
て來たに 0 いては、莪成政黨に對する批判排擊が與 0 てヵがぁる。 

帝國憲法の解釋論としては、政黨政治論に對する反對は棰めて古い淵源を持つてゐる。 
穂_八束博士以降上杉愤吉博士に至る帝！1憲法の正統的解釋論は、山縣有朋公以後の宵僚 
軍閥の政治論でぁつた。そぅいふ意味では甚だ古めかしいものでぁる。翁近の國家主義運 
動の 政黨 排擊論 も それと 全く關 嫌がない とい ふことは 言へ ない。 — 例へ ば 赤松 克胯 氏の 
著 「日^* 法と 政策 政治」 を 見ょ。 しかしながら、 現今の 政 黨 政治 排擊 論は、 すでに デモ 
タラシーに對する批判が完了した時代でぁるといふこと、それに先行してー聯の政满播敗 
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C -*1 &が铳出したといふこと、國家主義者に對する政黨の祧戰があつたといふことだけを 

U て も 古めかしい 起然 主義とは 著しく 性 . ft を 異にする とい ふこと を 推知し ^ るで あら 
ラ 0 

,15 述津久 井龍 雉 氏の 「日本 主義の 基礎 理論」 にょると、 政黨 政治は 次の 如く 揉擊 されて 
ゐる 0 

「政治を 見ょぅ。 淺薄 かつ 欺瞞的な デモ クラ 主 遂に 基調した 政黨 政治の 獨栽 がそ こには 
ノサ ばり 返つ て、 上は 不持 1 Q 大權 を蠢 し、 下は 費 大衆 2 寒を 齧して ゐ 
る。 天皇の 较も 重大なる 大槽 事項た る 統帥 權は近 頃 次第に 輕視 され 來 y 、 E 人の 陸海 軍 
大 ^ 职まで高喝され來つてゐたが’ついにー咋年^ンドン會議に於いては：全に統帥 
權 、帷握 上奏 權が XX され おはつ た。 加 藤 軍令部 霁悲壯 I 引退、 审別 少佐 s 刘馨 
はことごとく斯の不詳事件に基闪せるものであつて、五*ー /|: 壤件その他於近の少壯眾 
人の 動きは すべて a ンドン會議までさかのぼることなしには、その打相に觸1ることは 






m 来ない。 

政黨政 治とは、 利權漁 0と政權爭奪とがその全内容であ 6 。國案のあらゆる梏構と$ 
業とが彼等の庵乎にょつて蠤盆濫用3れ、ついに、陛ド至高の名饗を象徴する位記動萆 
までが、 黃金に ょつ て赍質 せられて あやしまれざる にいた つた。 

m fr ic 多數を 制する もの 政 fv 獨 .' T し、 陛ド tj 意志 寸逢 も政櫬 の 推栘に 介在す ベから 
ずとする「憲政常道淪」が、いまや政治上の笫ー公式たらんとするに至つて、阐骶の無 
说蹂讕また棰まると云はなければならぬ。：人下 0 志十.切餌诹慨して政赘政治打倒のため 
に 起てる の もま ことに 常 然の ことと せねば ならぬ。 

天皇と 阈民 との 間に 介在して、 政權 を荞斷 し、 3 :政を溢毐する旣成政贫を打倒せょ、 
而 して ー濟萬 找の本義を基礎とする皇政維新を斷行せょ！」 

五*ー五事件2勃發にょつて、政莬政治排擊2 ^ 螝は、陸淘祗货¥將校の閗にも9々乎 
として ^ 潤し. つ 1 ある ことが 判明した けで あるが、 そ： ；拟2:が、政 » |にょ <: !^::縮小ノ、就 
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中 rv トン # 議 0 海軍 比率に 關 して 政 黨內閣 當事者 と ^ 軍 軍令部との 間に 紛爭を 生じ、 た 
めに 統帥 橄千 犯と いふが 如き 事態を 惹起した にある ことは、 今日す でに 明瞭と なつて ゐ 
る。 若槻 ?| 相が 加 藤 軍令部 長の 同意を 得て 讓步の 訓令を 發した か、 それとも 加 藤 軍令部 長 
は全く同意を與へなか 0 たか、といふことは、今日に至るまで、解き_き謎である0又0 
ンドン會議を成立せしめたことが我國の國家政策として、果して正しかつたか、もしくは 
誤つ てゐた かとい ふこと に 關 しても 議論の 餘地は ある。 しかしながら、 た でこ の 一事 だけ 
は 明白で ある。 海軍 部內に は B ンドン 條約反 對の氣 運が 著しく 强く 漲つ てゐた 、しかるに 
政府 —— 卽ち 政黨を 意味す る —— は、 手技の 正 不正、 政策の 庭 不良は 別と して この 海草 部 
內の反對論を押し切つたといふこと、少くともそぅ見ぇたといふこと、これである。^}- 
将校の 政黨 排擊 の极 本には、 この 事 夜 —— 政府が 軍備 縮 少を强 行した とい ふ 事實が 橫はつ 
てゐ るので ある。 

以上の 如く、 日本 主義 もしくは 純然たる 國家 主義の 政 黨 政治 排擊 論は、 帝 碑 憲法の 穗 粮 
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的 もしくは 上 杉 的 解 釋に某 くもむ でなければ、 統帥 權千 犯で あると か、 利椎漁 りで あると 
か、 1 小橋一太、小川平吉、三木武吉等政软の最高幹部が、政民の何れを問はず、醜惡 
極まる 疑獄 事件に 連座した なまなましい 記憶を 想起せ ょ —— に對する愤激に莊いてゐるの 
である。 從 つ て、 もしも 政黨政 治 家が 淸廉潔 白の 國士で あり、 政 黨が私 E でなくて K の 公 
黨であるならば"間«は解消しなければならぬ。また、帝國憲法の解摊として、政黨政治 
でなければならぬといふ立論は無理であるとしても、それと全く同じく*政黨政治であつ 
ては ならぬ とい ふ 議論 も 無理な ものと なつて 來る 。帝！： 憲法が 議會 にょる 政治の 運用を 明 
記してあることは爭ふ餘地がない。朽閣大臣の任命は、これ大權の發動であるが、首相が 
政黨 首領で なければ ならぬ とい ふ 原則が 明記され て も 居らず、 習 侑と して 確立 3 れても 居 
らぬと 同じく、 政 S 首領で あつて はならぬ とい ふ 原則 も 憲法には 明記され て 居らない。 そ 
れは 全く 大權の 發動 あるの みで ある。 とすれば、 以上の ロ 本 主義 もしくは 純然；.： ろ W {永 主 
蕤の政黨排擊綸は、政茲政治に釘する极本的棑擊論であるとはいへないのである。從つ 
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て、 それは、 謓#機_0上に立つ_>::旣成政视排擊といふことにな〇,それを簡 ?- に卒也 3 
に 表現した のは、 明 倫 侍の 綱領 だとい ふこと になる ので ある。 

しかるに 國汰 社會 主義の 政 鋩 排擊 論は、 それだけに 止つ てゐ ない。 勿へ 1、 君民' 如、 も 
しくは 君民 同 治、 一 君 萬 民と いふ 根本 思想から 浚 足して、 政 ® を その 中間に 於て 政治を® 

斷 する 姿 黨で あると なす 考へ方 もないで はない が、 更に 一步 進んで、 議會そ の ものに 對す 
る枳本 的 批判が なされて ゐ る。 

かつて存在してゐた「日本社會主義研究所」 —— 現在の 大日 本 S 家 社 i の 前身 —— の 
機關紙「日本社#主義」にょれば、讅會主義はプチ*プルジョァ生產樣式に適八 1: したもの 
であ0、從 〇 て赍本主義の播頭期に於ては、議#に全ての椎ヵが集中され、 »| 奴じ通家樣 
力の m スガと なつて ゐた 、しかし、 大工 業 —丨 金融 赉本 主義 時代の 到 米と 共に、 1 5# 的 立 
法權 ょりも 執行 權の 方が 強くな 0、今まで議會をョスガとしてゐた阈采檨ヵは議.符から脫 
け 出して しまつた、 換 t すれば、 執行 權力こ そ 阑 家 * 力と 目 さるべき ものと なり、 それは 
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全く 金融資本の 手中に 牧め られ てゐ るの だ、 とい ふ。 も 一度 換言すれば、 議 # は、 もはや 
實際 政治 上の 力 ある 制度では なくなつ てゐ る、 從 つて議 會 を 改革し ようと か、 議 會によつ 
て 社 # 改革を 行は うと かいふ ことは、 この 考へ 方に よれば、 全く 馬鹿げた ことにな つて 來 
るので ある。 

これは 雄 #- 制度に 對する 考へ方 の 极本的 批判で ある U 自分自身 でも 言つ て fe るよう に、 
それは たしかに レ ー -一ン 主義の 靖張 再生 產で ある o ( だから 日本 主義者が、 阈家 社 # 主義を 
目して H セ 共產 主義 だとい ふので ある 0 ) 

日本 主義者の 考へ 方から すれば、 獨栽 とい ふ考へ 方は 理論的には 出て 来ない。 — i 譫理 
的に 出て 来な くと も、 弗 常時の 權道 として 軍政府の 樹立と か、 戒嚴 令の 布吿 とか、 乃至 憲 
法の 一時停止と かとい ふことは 相當 まじめに 考 へられて ゐ たもの らしい 0五 •一 五市 件 被 
吿の公判に於ける陳述を新聞で讀んでも、その點は明白である。例へば、海軍の古贺中尉 
は、 「我々 V , •戒嚴 令を 布 かれる が 如き 狀態に 持つ て 行けば、 荣木 陸相を 遺 腦と する 軍政府 
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が梅立され、改迆の段陏に入るものと信じた」と陳述してゐる。(《和八年七月ニ十六日の寒家 
期日新_ょ”〕けれども、この弗常手段は、||^するに宑常手段に止るものであり、又4し 
この «を强調することが餘りに强ければ、却つて日本主義者の側から、强カ論者として * 
離されなければならない運命になつて來るのである。 

第 四 節 統制 經濟論 

國 家 主義 的 社 會運 動の 政治 上の 原則は、 積極的には a 家 主義 丨丨 これは 一面には 國除 主 
義に 對 立し、 他面には 辟 級 主義に 對立 する —— の 原則で あり、 消極的には、 或 ひは 當面の 
任務と しては 政黨 政治の 排擊 である。 その 內容に 於て は、 前述の 槺に 、或 ひは 保夺 的、 或 
ひは 急進的の 相違が あるけれ ども、 根本的には 一致す る ものの ある ことを 承認し なければ 
ならない。 しかしながら、 今日の 如く 社 # の 分業が 發 達した 段 除に 於いては、 國家 も、 政 
治 も、 保守 も 改革 も、 いづれ も經濟 生活を 外にして これを 論ずる ことは 筢對に 出来ない の 
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である。 もしも 阈 民の轾 濟生活 もしくは 國家の 經濟 政策を 外にして 國家改 造 或 ひは 社 會改 
革を 說 くもの ありと すれば、 それは 痴人 夢を 說くの 類で あらぅ。 

そもそも 阈尖 主義が 社 # 運動と して 發足 する に 至つ た 所以は、 一般 社會 運動と 全く 同じ 
く、 賫本 主義 經濟に 對する 反抗と してで ある ことは、 これ 明 な 事 莨で ある。 商 A 素 之 氏 
は、 「眞の K 家 主義 客は 社 # 主義者たら ざるべからず」 とい ふこと をモツ トー として ゐたの 
である。 從 つ て それが、 資^ H 義の 無政府 的、 無 計 畫的瓤 濟 原則に 對 して、 また 資本家の 
利己的營利主義に對して、國家にょる統制經濟の原則を對置したといふことは、何等不思 
議とするべきものはない。統制經濟といふ言葉は，本來社會主義經濟といふ言葉と同義箝 
に 用ゐ られ たので あるから。 

しかし、 阈家 主袭 者は、 では 何故 社# 主義經 濟とい ふ 言葉を 使は ないで 統制經 濟とい ふ 
言莱を好むのであるか。これを裏からいへば、統制經濟といふ意味を、國家主茏名は、社 
# 主義經濟といふ場合とは違つた窓味に使つてゐるのではないだらぅか。 
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社 # 主義の 統制 經濟 とい ふ 場合には、 そこには 努傲者 の 生產 管理と いふ 考へ方 が 必ずは S 
いつて ゐる 。ところが これは 阔家 主義者の 最も 排斥す る考へ 方で ある 0 赤松 克縻 氏は 「日 
本精神と勞働運勘」なる小册子に於いて、マルクス主義者が「勞働組合の淹業管理」を主 
張することは、プルジョアジーの產業支«權に對して正反對の立場に立 0 ものであるが、 
此の兩 者は いづれ も 部分 主義であって 全 賭 主義で なく、 國家產 業の 本質を 全厢 的に 理解し 
ない ものであると なし、 經營者 も 技師 も勞働 者 も、 凡てが 正しき 淹戈 人と しての 自 i rc 立 
ち、ー致協カして天皇の產業大插を輔芻し奉る產業形態が、理想的な產業形態であると主 
張して ゐる 。この 考へ 方は、 日本 精神の 精® であると いつて い i であらぅ 0 
勿論 國家社 # 主茬 在は、 その場合には、 金融 寡 頭 制 (財 閿) *: 打倒す る ことが、 その 理 
想 形態に 到達す るた めの 前提 條件 として どぅしても 必要で ある ことを 主張す る。 そして そ 
の » で、日本主義の統制經濟論と、國{水社僉主義の統制經浒淪とは雲泥の相違のあること 
を主張し、從つて前者郎ち 0 本主義はブルジョア，フアッショに外ならぬと断定するので 




論理 鍵％ の 動鬣會 cai 主家 ■ 第 



ある。 しかし、 それ もそぅと ばかりは 貧へ ないだら ぅ。 金融 ^ 頭制は.*日ぶ，. 112 ^ の謙 ^ ヵ 
ら M . て も、 これは 非 § 者 とい ふこと になつ てゐ るの だが、 それが もし、 眞に全 W 的な、 
«家的な立場に立 0 とすれば、卽ち利予奴隸制を«止するとすれば、それをも加へた敍 <1:] 
輕濟は 決して 不可能では ない 苦で ある。 もし また、 國 家社會 主義の 側が、 搾取の # する こ 
とがあくまでいけないと主張するのであれば、金融資本の搾取だけ 5: 廢して產業資本の搾 
取をそのま1にして » くといふことは自己矛府である。 « 家社 # 主義の主张する如く、今 
日の 階級 對立の 最大なる ものは、 金融資本と 全國 民との 對立で あると いふ 定一 VT を かりに 承 
謀す ると しても、 期 次 的な 對立で は あるか も 知れぬ が、 產 _ 本が 產業勞 働 者を 搾取す る 
といふ事實は、金融寡頭制の打倒にょつては少しも解消されないからである。 

今日までのと ころ、 如何にして 統制 轾濟を 紙 織す るかと いふ、 具 A 5 的な ni - 畫 は 成熟して 
ゐ ない。 一二 提出され た 私案は あるけれ ども、 それは あくまで 私案に すぎない。 

た^、世界情勢を見るとき、各$帝阔主蓰の經濟戰はも |1 やかつての自山贾易の原則を 
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許容し ない。 ソヴ H — ト •ブ P ッタ 、大英 帝國ブ 0 ック 、アメリカ •ブロック 等々 の 對立 
は、 獨立國 家を していょ いょ 益々 自足經 iff の 方向へ と驅 o 立てざる を 得な くな つて ゐる 0 
今日まで、その資海の關係に於て、その市場の關係に於て、國際經濟骽系に可なり ^ しく 
依#して居0、また依#せざるを得なか 〇 た我國が、か„る世界のブ„ック經濟化傾向の 
進行に 際して、 いかに 大な る犧牲 を 拂は ざるを 得ない か、 この 事 實は 、國家 主義者で あら 
ぅとな からぅ と、 ひとしく 認めざる を 得ない 事實で ある 0 

國際 經濟の 對 立の 激化は、 勢 ひ國際 外交の 危掸を 意味す る。 況んや 一九 一 ニ 五 年 前後には 
國 際 軍縮 條約の 改訂 期が 近づく。 

社會 主義の 立場からで はなく、 圉家存立0立場から、弈常時國策として、統制經濟樹立 
の 必要が ヒシ <と痛感されて來る0況んやその際、國內に社 # 不安がありとするなら 
ば、 舉國 一致の 大事 業を 可能なら しめる ためには、 先 づ國內 改造、 社會 改革が 前提 條 件と 
して 要求され ざるを 得ない ので ある。 
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第五 節 農 本 自治 主義の 槪要 

國家 主義 的 社 裏 S 、 社 裏 動と いふ 彥 から f 限 0、 1 的には、 所謂 日本 主義 
も、所 ») « 家社會主義も、板本的な相違といふものは發見し得ない。當事者は相互に、い 
たく相排斥し合 0 てゐるが、これは同«相斥ける電氣の原理と類似する。 

しかるに權藤成_氏に激源を發する農本自治主義は、以上に述べたものと全くその額を 
異にする。 SS 、 鐾主義 的 社會運 S 範奪 S 属し 5?— 考 へられる の 
であるが、® 111 的 社 塞 sf 精彩 t 雷奚 持つ た 人 之 中に、 蠢 氏の 影響 
を 受けた 多く Q 人* が あり、 类 現に 一つの 社會 運動 として 可な りの 影響力を 持つ てゐる 
長 野 朗氏等 の 農村 自治 描 # が ある 以上、 これを 無 規 する わけには 行かない ので ある。 

農 本 自治とは、 生 民 共存の 成 俗を 基調と して、 螂民 結束の 力に ょり 衣食住 物資を 調 資す 
る ものであると いふ。 檫藤 氏には 特有の テク ー|丨クがあつて甚だ難解であるが、生民共存 
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とは、 一言に していへ ば 勞働 民衆の 社 # 嫌 帶で ある。 成 俗とは、 社 # 生活に 基づく 社 # の 
習慣、 傳統 、不文律で ある。 成 俗は、 決して 社 會の 外部から 加へ られ る强權 によつ て 左右 
せられる ものでは なく、 自然にして 治まる ので ある。 植藤 氏に よれば、 我國で は 太古 以來 
成 俗に 基く 自治 制度が 行 はれ 来り、 大化の 革新の 如き 大變 革と 見 ゆる もので も、 實 は 成 俗 
に 適應 すると ころ 極めて 多い ので あるが、 天武 天皇の 時代 始めて 官治 制度が 創設され た。 
「官治 制とは、 都て 官に依 0國 政を 統制す る ものにして、 至上 權 を 天と 傚し、 官 司を 公正 
f の 者と して、 生 我 輿 奪 都ての 支配に 任じ、 其 至上 權を 代行せ しむる も 0 である 。彼の 
近世の獨逸式國家組雄の簡單なる者とも見らる1。故に自治制の、專隨を誠め、朝野相親 
しみ、 官民の 共 治を 以て 主眼と する ものとは、 全然 別種 別 質で ある。 」こ れは權 藤氏 自身の 
說明で あるが、 從 つ て、 官治 制は、 有司 役人に その 人を 得れば それは それなりに よろしい 
のであるが、稍々もすると民衆の成俗と背離し易い。所謂宵僚主義の弊である。天武朝以 
後我國の政治は全て官治制を基本とするに茧.0、丙弊ために生ずるに至つた。 
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しかしながら、火衆の成俗はついに亡滅せられず、阈內の諸地方にはそのま1持嫌せら 
れて近 代にまで 及んで ゐ る。 權藤 氏は、 從 o て國 家の 强植 主義、 1¢ 家に ょる 强カ 統制、 換 
言 すれば 所謂 國家 主義 もしくは 國家 社會 主義には 筢對に 反對で ある。 その 意味から して、 
農 本 自治 主義を 國寂 主義の 麻® に 入れる ことは 間遠つ てゐ る。 

權藤 氏の 理論は、 同じく 國家 主義は a 家 主義で も、 スバ ルタの 專制で はなくて アテネの 
デモ クラシ ーで ある。 權藤 氏は 成 俗の 起源を 太古に とる が 故に、 太古の 生產 としては 唯一 
©もので あつた 農業を 本旨と する ことは 止む を 得ない。 これ その 說が 極めて 復古 的に 見え 
る 理由で ある。 しかしながら、 成 俗の 理論は 何も 農業* 農民に のみ K られる ことは ない の 
であつ て、 農業から 商業へ、 更に 近代的 工業へ と、 勞働 民衆の 生活が* 化する と共に、 成 
俗 も 亦 その 邊 化する ところに 移らざる を 得ない わけで ある。 農 本 自治 主義と いへ ば、 後 古 
的で あ 0、 固定 的で あり、 保守的で あるが、* は 民衆 生活 そのもの を 基礎と すると ころの 
日本的 デモ クラシー に 外ならぬ。 
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この立場から «. る時、政治は君民共治でなければならぬ。竹 \ 政治であつてはならぬ。 
況 んや拯 君 政 台で あつて はならぬ。 有司專 制で あつて はならぬ。 しかも 我 W の 皇道 政治 
は、 本來成 俗に 同化した ところの もので あつたと いふ ことを* 權藤 氏は 論 a して ゐ るので 

ある。 政黨 政治、 財閲專 横は、 固ょり 自治では ない。 血盟 圈 、五 •一 五 事件の 常事 # 

が權 藤說に 共鳴した 所以は こ i にある とい ふこと が 出來 るで あらぅ。 

第二 章國 家主 義社會 運動の 沿革 及發展 

第 1節國家主義團»の沿革的分類 

勞働 組合 運動に 4 ょ無產 1 に 4 ょ、 一 切 Q 社會 i が、 政治 經嚣 情勢の 變 
動 1 客觀的 情勢の 動きを 無視して は 正當に 理解され 得る ものでは ない。 國家 主義 運動 も 
亦，决してこの公理から逸耽し得るものでないことは首ふまでもない。 
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現在我國に於て1舣に阐家主義團體と呼稱2れてゐる團體の數は、後揭の如く丙以上に 
も 上つ て ゐ るが、 之 等の 團 « は 理論的に も •技 K 的に も 決して 規を 一にせ る ものでは なく • 
その 中には、 從來 「反動 團體」 の 名を 以て 呼ばれて ゐた ものから、 最近、 滿洲事 變 前後 か 
ら擡 頭し 來つた 急進的 改造 意見を 保有す る ものまで が、 一し ょくた に 包括され てゐ るので 
ある。 

國家主義團«の現狀は、組嫌的にみればかく雜然たるものであるが、夫々の國«につい 
て、 それの もつ 指導 精神 乃至は、 それが 如何なる 社 # 情勢の 下に 發 生した ものである かを 
觀る と、 自然 その 本質 も 明かになる。 

要するに、我國に於ける圃家主義團«の分野をその發生事情にょつて分類すれば、大« 
次の三 0 に分ち得るであらぅ0 

(1) 對外 問® に 關聯 して 發 生した る 民族 K 爭主義 の 團* 

此の種の 1| 厢は、沿革的に見れば我國國家主義運觔の鲮前期に餳するもので、明治維 
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新 直後 我國 資本主義 發展の 基礎 工作が なされっ V あった 時代に 於て 發 生した。 資本主義 
國として起ち逞れた我國は、當時死活の問題として支那市場の瘼松、龙びにそれを確保 
する ための 軍事的 重要 支 K として 滿蒙を 確保す る ことに 努めつ- •あつた。 

玄洋 社、 黑 骶#等の國«は、此の時期に於て、「大西細亞主義」を揭げて起った。 
(2) 社 # 主義 運動 反對を 任務と して 發 生した る围體 

歒洲火 戰は 我國資 i 義の 飛躍的 發展 を 促した。 而 して、 その 結果は、 "シア^^ 成 
功の 影響と 共に 我國 に於ける社會主義運動、共產主義運動 5: 急速に促進せしめた。か1 
る社會主義思想の進展に刺戟されて起ったのがこの種の團體で、何等の政治的網領も有 
せず、 資本家の 用心棒 的、 抚成 政黨の 便衣 除 的 役割を 務めた もので、 その 構成分子は 多 
く壯士 •博徒、 土方、 人足 等の 封建的 ルンべ ン的 要素であった。 圃粹會 、大和 民勞 會、 
正 義團 、赤化 防止 團 、建國 # 等の 團體が この 部類に* する。 

然し この 時代に 於て は 右の 外- M 二つの S 類の 因髏 が發生 した。 そ Q ;は、意識的にブ 
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ルジ mT 敎化の 目的を 以て 作 0上げられた「敎化阖髌」でぁ0、他のーは、第3類の如 
き性質と同時に阈内改透の意躕を以て生れた»存社等の围體でぁる* 

阈 家 社# 主義の 運動 も 亦 此の 時期に 胚胎した。 

(3〕 社 會 主義 的 社# 運動から 轉換 したる 團體 並に 軍部 內に 於て 發生 したる フ T ッシ 9 
的 グル ープ 

资本の獨占的寡頭支配が進行するに 0 れブ"レタ9ァの險轻的組織は强化され、賫本 
主義 機構の 圓滑 なる 運轉は 困難と なる が、 この ことは 同時に 中間 社會 Jt の 生活を 脅かさ 
ずにはおかぬ。かくて、中間 » は沒落し、農民、プ 0 レタ9アの贫窮化は極度に深化す 
る 0 

S 內情势 のか i る 進展と 並行して、 否、 むしろ それょり 先行して、® 際 的に も 資本の 
獨占化が進行する。»際經濟プ0ックの對立は多分に政治的軍事的色彩を澳厚にして表 
はれて くる。 かくて、 次第に ナショナリズムの 思想 か 釀 成されて き た。 35 
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叙上の如き政治的、經濟的バックをもつて表はれてきたものがこの第 ( 3 ) 類に*する围 
聞で ある。 日本 國家社會黨、新 0 本國民同盟等がそぅであろが、廣義に解釋すれば蛊道 
會 ，明 倫會等 も 亦 この 內に 含まるべき であらぅ。 

以上の 如き 分類は 無論 明確に 限定され 得る ものでは ない。 然し、 前に も 一寸 述べた 様に 
阑家 主義 運動 も 決して 政治的 經濟的 情勢の 動きから 游離 して 存在す る ものでは ない とい ふ 
こと だけは ハッ キリと 認 _されねばならぬ。このことは、次の「 » 革」に於てー 1- 明瞭に 
な 0 てくるであらぅ0 

第二 節國家 主義 運動 發展の 三段陏 

前述した 如く、 我國に 於け る國家 主袭運 動 被 展の通 程は、 その バックを なした 政治的 經 
濟的 事情の 變化に 從つて 三つの 段階に 分た れ得ろ U 卽 ち、 資本主義 發展の 初期に 於け る 運 
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動、资本主義完成期に於ける運動、恐慌の時代に於けろ運動、の三段陪でぁる。このこと 
は旣に 上述せ る 如くで あるから、 わかり 易く すろ 爲 表示す ると 大 1 E 次の 如くで ある。 
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第三 節 前期 = 資本主義 初期の 時代 

—— 玄洋社、黑龍會の创立 —— 
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明治維新の結义歐米文明は國内に奔騰した。明治政府内从この歐米文明をと0入れるこ 
とにょつて幾多の货造を断行したが、民間に於ても、加藤弘之、： » 澤論吉氏等にょ 0 て熳 
んに ョー a ッバ 的な、 唯物主義 的、 供人 主義 的 思想が 鼓吹され、 又 中 村 黴 宇、 新 島 囊氏等 
にょつてキリスト敎思想が宜傳され、同時に、此頃から抚に、極めて初步的ではあつた 
が、社會主義的思想も流入してきて、か<て西歐文明鼴歌の時代が到來した。 

!1粹主義の運動はか-*る風淛が熳んになるにつれ、それと對立して搽頭して來た0三宅 
雉次郞氏にょつて雜誌「日本人」が創刊され、陸«、古島ー雄、谷干城の諸氏にょつて「日 
本新 » 」が起され、高山樗牛氏にょつて「大日本描會」が创立され、何れも國髏主義 |: 宜 
播して謖々の綸を吐き、西歐文明軀歌の時風を排擊した。井上哲次郞氏等が*起してキ9 
スト敎思想棑擊の淪陣をはつたのも此頃であつた。 

然し 之 等の 運動は、 多くは 锤敎 思想 や國學 思想に 出 致した 牮なる國粹主袭的文化運動に 
遢ぎなかつたが、か1る思想的な流れと呼應して、ーか政治的期領をもつ阈粹_體も火* :•■» 
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に生起した。そのぅち最も著名なものは籍阀玄洋社と黑 «| 會でぁるが、玄洋社は西螂南洲 
が征韓翁に破れて歸山したのと相前後して平岡浩太郞、頭山滿氏等にょつて大除政策と內 
政改革を檁榜して创立されたものでぁつた。黑龍會はこ0玄洋社のー系狭で、北淸事變が 
濟んで問もなく、日露の明係が次第に除惡な傾昀に昀ひ 0 1ぁ 0 た明治三十《年、「帝國 
の皇謓を恢暢し、盔細亜民族の振興を « £目的を以て創 19: され、內田良平氏 {: その主幹 
に 戴いた。 

內田 氏は、 すでに これょり 以前、 明治 二十 七 年に 韓 B 東 iM < の »が起 0 た際には「天祐 
俠圈」なるものを組嫌し、その首領と肝膽相照し血盟したり、アギナルドの比律賓獨立運 
動 や 孫 文の 革命運動を 援助したり して ゐ たが、 黑龍會 を創立するや直ちに # 報及機 || 紙 
r 黑 S を金刊 し、 これに 據 つて 桓ヵ對 露 開戰 鍮を强 調した。 かくて、 & 載爭が W 始さ 
れるや、明石元次郞氏と共にその裏面に活麵し、日韓合併に際しても伊藤公の意 |: ぅけて 
大いに « 策するところぁり、殊に明治四十四年支那革命運勖が起るや、同志と共に「有_ 
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會」を紙織して之れを扶け、その後引きっづき支那革命、滿蒙問睡、等の爲めに活躍 €: 縝 
けた 0 

叙 上の 如く、 玄洋 社に もせよ 黑瓶# にもせ よ、 その gjNS は 明治 初期から 中葉に かけて、 
两 內問祖 よりむ しろ 日本の 大陸 進出 政策と 並行して 發展 した 〇 此の 時期は •言 ふまで もな 
く、 我國 資本主義 成立の 初期に 相當 する が、 資本主義 國 として 立ち おくれた 日本は、 市場 
の 推 得 •確保の ため、 支那 並に 滿蒙へ 進出す る ことは 輊濟 的に 軍事的に 決定的 重# 性を も 
0 てゐたことは首ふまでもなか 0 た。玄洋社、黑龍會等の運動は實にこの線に沿ふて發展 
したと 觀 るべき である。 明治 末期に 至り、 資本主義 體制が 漸く 整備され、 議會 政治 も殆ん 
ど完全されるに至って、この種國家主義運動が沈薄した事實は、このことを明»に襄窨す 
る も ©であった。 • 

第 四 節 資本主義 完成 期に 於け る 運動 
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1反社會主義囑«の發生 

叙 上の 如く、 資本主義 發展の 初期に 於け る阑 {灰 主 - a 運動は、 民族主義 的 意 ^ と爱腾 主 基 
的排外意識を昂揚せしめ、民衆の注意ヒこの點に集中せしめることにょつて、日本资本主 
義發展 の 遇 程に 於て 發展 5: とげた が、 歐洲大 戰を 期と して 情勢は 著しく 變 化した。 

歐 洲大戰 の 結 巣、 我國 資本主義は 高度の 發 M i : 遂げ、 それは 必然に 勞働 運動の 進展を 促 
進せしめた。而して、 |> シア革命の成功はー » この傾向に拍車 5: かけた。社 # 主淡、共 «- 
主義の 思想は、 勞働者 農民 及び 知識階級の 間に 著しく ^ 潤した。 デモ クラシー の 思想は 念 
速に 發 挺した。 

而して 、一時 沈潜して ゐた 0 家 主義 運動 も か i る 客觀的 情勢の、 殊に 社 會主袭 思想の 念 
速なる 發展に 刺戟され て 再び 擡頭して きた。 然し この 枓 生した® 家 主義 運動の 分野は 明確 
に 二分され ろ 形に 於て 表 はれた。 その 一は 3 粹會」 (大 W 八 年 十 ■0、 「大和 择會」 (大正 t 
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一 年一 月〕， 「赤化 防止®」 (大正 十一 年 十一月〕、 「火 日本： 止 義團 L- (大正 十 N ザ ニ 5 等の 反 社 分 主 
範、反共產主義を以て目的の全部とするもので、黑龍#や说人僉も问ーの行動 5: とつた。 
他0ー 0 は、社 # 主義共葙主義に對しては無論筢對反對の立場をとるが、そして對外的に 
は黑 骶會の目的するところと同じく大亞細亞主義に出發す 0 が、眾に亞細亞政策のみに 11: 
まらず、 更に 日本の 阈內改 造にまで 進まん とした 「猶存 社」にょつて代表されろ運動でぁ 
つた。 

2 老壯窨 

射 存社金 生の 事情に ついては 後に 詳述す るが、 猶存社 が创 立され る 前 0 年、 卽ち 大正 七 
年十月、大川周明、滿川龜太郞氏等にょつて起された老壯會の存在 |± は逃せない。何故な 
らば •老壯 # は、期間にすれば僅か！年足らずの生命でぁつたし、又眾なろクラブ的钒概 
に過ぎず、月ー回の講演會、座談サ討論會の外みるべき業銥ものこ5れてゐないが、そ 
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の メンバ 丨が左 右兩魏 の 思想家、 社會 運動家から 棼 級の 軍人にまで も 及んで ゐ たし、 現 5 
在の 塁 主 蒙 f 色 4 f な 意味に 於て 內面 的に 極* 5 接な もつ も^と 思 はれる か 
らで ある。 老壯會 に 參 加した メンバ ーは 次の 如き 顏振れ であつ た 0 

大川周 5 T 滿川龜 太郞 、中 野 正剛、 i 素 之、 樨利彥 、佐 繭鬢® 、上 泉 德_、 北 麻 M 雄 •赛無 
水、 應中雄 1 11 、下 中 S : 郞 ，山元 龜次郎、鹿子木員信、沼馨音*菜哀明*島 » 5、岩田 « 美 
夫、 長稃川 光太 郞 、細 井 肇 、田鎢 安之助、 伊達 顧 之 助、 大 竹薄吉 •金 内 a 輔 •小 原 達 明 •小 栗 * 太 
« 、川島淸治郞、高尾平兵術、佃信夫、草間八十雄、山ロ正憲、長澜备、中村高 |、 Hnnil M 
松赶荽、1^，莒島大八、水 0 梅麴、北|輝、宮川5、淸水行之助、茂木《平 
然し、 この 老壯會 は # 員の 範圍が 餘0に雜多に過ぎた爲め、遂に明確なる存在意義を示 
すに 至らず して 前記の 如く 一年 餘に して 自然 消滅の 形に なつて しまつた 0 

3 描 存 fit 
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北ー譚 氏を 主盟 とし、 大川 、滿 川の 兩 氏を 兩 » として 猶存社 が 起された のは. この 老壯 
# が 技 立され た 翌年、 卽ち 大正 八 年で あつた。 常時 北 氏は 支那 革命 抜 助の 爲め 上海に あつ 
たが、 大川 氏は 態々 上海に 出向いて 北 氏の 歸還 を勸 誘した 。北 氏は 「支那 革命 外史 序」 の 
中に於て當時の事情を次の如く記してゐる。 

「不肖は 此 害が 極めて 限られた 範圍の 配布な りしに 係らず、 これにょ 0て滿川_太邾君 
を 得た。 大川周 明君を 得た。 五 年に 來訪 5: 受けた r けの 滿川 君に** ヴ I ル サィ 1 # 議の 
最* ¥決」を害き送0得る信賴の大節義を見た。ー面識だにない六尺 * かな大川君が、 
日本が 革命になる、 支那ょりも 日本が 危い から 歸 » しろとヮザ*^上海にまで迎へに來 
た大鋈 に 刎頸の 契を 結んだ。 此 害が 大 W 寺內氏 等に 嫌り讀 まれても、 斯く 炎々 魍の如 
き 魂を 以て 此害が 何を 欲し 何を 目的と する かを 看破した ものが ある。 若し 此害 にして 更 
に 幾 十 人 かの 大 川公滿 川 伯を 得 ば、 日本の 事、 大 亜細亞 の 事、 乎に _ して 成すべし であ 
る OJ » 
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この»果、北氏は遂に岩田富美夫、淸水行之助、辰川骶之助(靜夫)氏等と共に、日本 

に歸り猶存社を趙したのでぁる。 

轚存 社の 名稱 は、 2湄 明の 「雌 三® 就 荒 松 菊猶存 j から とられた 。同人と しては* 子 木 
員信、 安 » 正篤、笠木良明、岩田窗美夫、淸水行之助、松延繁次、岛野三邮*金內良_氏 
等が居た。そしてその_餌は、 

I 、 革 * 日本の ！ IK 
f 、 日本 の 思想 的充資 
1、日本 0 家の合 9 的粗_ 

- * is 

I 、 疽袭的 SW 9 R の遞行 
一、 改 i 動の 逋絡 

I 、 is 的 同志の i 的緞鐮 

一 

以上でぁつた。 
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，右の 網 領か らも 直ちに 判明す る栈に 、抦柘 社 も大西 細 亞虫 Qt を 主張す る點に 於て は ri 能 
# と 同様で あったが、 「革命 日本の 建設 」を期すろ點に於て黑龍會とは相速してゐた0射 # 
肚が 、かろ 綱領を か- •げた ことは、 支那 革命の 實践に 參 加した 北 一輝 氏の 影響を 受 くろこ 
と 甚大で あつた。 

踱存社は機關紙『雄叫：|读行、北氏の「大日本改迆法案.1頒亦の外、«胙速動としては 
大正 十年播 政 莒御谀 歒阱止 運動 以外 格別の 運動 もな さなかった が、 か i る 急進 阈尜主 義の 
主張が、 現在 あるが 如き ファ シズ 4 の 思想 的 地盤を なした ことは 注目 さるべき である。 

4行地酞の费生 

かくて、猜#社の前途は非常に刖目されたものであ 0 たが、北、大川兩氏の这兑の對立 
から、 次第に 分裂の 傾向を 示し、 鹿 子 木 博士の 洋行 等が 動機と なりっ いに 大正 十二 年 解散 
の止むなきに至つた。かくて大川氏等は、その翌十三年叫パ行地社を创立した。 
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猶杯社 が 解散され た 當 時、 舊本 丸內に 社 會敎贪 砑究所なるものがあ0*こ"*では小电哺" 
敏 氏が 愛一! 的 重 茲導 に當？ わたが、 大川 氏が これに M 與す るに 至*"、 名稱 £ 大學赛 
と 改め、 安岡正篤、 滿川龜 太郞 •中 谷武世 •松 殖繁 次の 諸氏が 秋 師 として 專心 之に 携は 
り、 西 田 我 氏 も 朝鮮 羅南か ら引 上げて 之に 參 加した。 行 地 社は この 大學 寮を 中心に 创立さ 
れ たもので あつたが、 こ i には 軍部 少壯派 も 多く 出入した。 荒木、 秦等の 軍部 少壯谀 と大 
川 氏との 結合は この 時代に 於て なされた。 

行 地 社は 大川周 明 氏を 統務 委員長に、 滿川 龜太郞 氏を 主事に おき、 笠 木 良 明、 繚川武 治、 

§ 光次、 金 内良輔 、松 延繁 次、 中谷武 世、 島 野三郞 •安岡正篤の 諸氏を 各專門 部長と 
し、 月刊 雜誌 『 n 本 J を發行 する 外、 「日本 文明 史 J , 「日本 及 日本人の 道」、 「日本 精神 研 
究 J 等大川 氏の 著書を 次々 に 刊行し、 日本 主義の 普及に 努めた が、 _領 として 次の 七 項が 
掲げられた。 

V IH 供 



1 、維新 日本の 建設 
ニ、》民的理想の確立 
三、 精神 生活に 於け る 自由の WS 
四" 政治 生活に 於け る 平等の i 

五、 * 濟 生活に 於け る 友愛の 1 

六、 有色 民族の 解放 

七、 f の 1 

行 地 社の 本質は 右の 網領に 於て すでに 明 抜な 如く、 猶存 社の それと 全く 背馳す 6 ところ 
なかつたが、唯稱存社に於て ^ 單に「日本 « 家の合理的組織」として表現5れた阉內改造 
に 對す る恁姑 が、 行 地 社に 於て は 「ニ， 精神 生活に 於け る 自由の 實現 三、 政治 生活に 於 
ける 平等の 實現四 、經濟 生活に 於け る 友愛の 實 現」 と、 極めて 柚 象 的 乍ら 改革に 就いて 
の 方針と 目檩を示した鏃に於て’國內改造については行地社に多少の稹極性がみられる。 
大川 博士の 行 地 社の 辭は 殆ん ど阐內 改造に 對 する 意見で つくされて ゐる 。卽ち _| 



1# 及箪 沿の®* ♦射*- |:.* w 章:: 《 



「行地社の名は古人の所誚則天行地に |11 來し、ひとしく天に則り地に行はんとする冏志 
の圃結であ 6 。灭に則るとは明らかに理想を認識し、堅くそれを把持することである0 
地に行ふとは、この理想を現實の生活に實現することである。然るに天卽ち理想は*此 
處にあ0彼處に在りと探し求む可きものに非ず、真に港んで吾等の魂の衷に在る0而し 
て我等は：3本の民なるが故冷、我が魂に求め得られたる天は、必然日本的理想でなけれ 
ばなら ぬ。 魂の 奥深く 探り 入れば 入る 程、 此の 理想は いやが 上に も 日本的と なる 。かく 
て我等が則る天は純乎として純なる日本的理想である。 

日本的 押 •想を 行 ふ 可き 地は、 云 ふまで もな く 日本 國で ある。 然るに 現 ^ の12本國は、斷 
じて日本的现想の具照的實現でない。それ故に、吾等は是の如き國家の改造革新に拮据 
する。 從 つ て 行 地 運動は！！ 家 改造 運動で ある 0」 

右の 如く、 行 地 社は、 阈內 改造の 緊急 性を 强 調した が、 その 實行に 就て 大川氏 の 珂想 
は， 飽くまで 大衆運動に ょらず •軍部の 少壯 分子に ょる XX XX 主義で あつた 。大取 寮に 
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於て、 大川氏 が 荒木、： 菜 等の 急進 分子と 談合し 軍部 少 E 派との 拢携に 努めた ことは 前記の 
如くでぁ 6 0 

か 採に 行 地 社の 運動は 專ら 軍部 中心 主義 的 傾向には ぁった が、 無論 軍部 以外に も 働き か 
け、大阪、京都、山形等に次々に支部の結成をみた。然るに大正卜五年、安田生命試竹堪 
件、宵內教怪文書事件(柱〕が起るに及び、同人い間に浓け難き反 0 を生ずるに至〇、人川 
饿と北 派は 完全に 分離し、 遂に、 西 田、 滿 川、 笠 木、 较 川、 中 ハ 介の 諸氏は 相亞い で 行 地 社 
から肽退した。 

K 1安田生命亊件とは行地肚敦千食武夫氏がその勤務先安田生命から馘首された事に起因するもの 
で、 行地肚 に その 解決を 依 粗して きたのに 對 し、 大川 氏は 之を 承諾、 安田 生命との 間に 交渉を 
始めたが"その間北氏及そ |:0 1逋 |1 此の大川氏 -0 煙從に反對した、两してその間色々の寧情が 
起 り 大川* は 北 班を 「典 切者」 と呼ぶに茧った。 

2 然 るに丁度 ^ じ時期に-宵 ^ 省の樺太山怵拂ド問題に脚する宮內省铎丈香亊件なるものが迎っ 
たが、 之に っいては 货時大 川 氏 ヒ敉野 IM W と 奴 交 ぁった、 め 却て 北 ! & か. し裏切 * 吓ばは93れ 
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6 給 果と なつた • 52 

かくて 行 地 社の 運動は 一 時 全く 沈 嫌し 切つ てし まつた が、 問 もな く 金 内、 松 延氏等 を 中 
心に 再建され •津 W 光造 氏に ついで 狩野敏 氏が 本部に 人り、 見るべき 活動と ては なさな か 
っ たが、 神武# の 金會 される 迄 嫌關誌 r 日本 j に 據り 日本 主義 及び 亞細西 民族 解放の 啓蒙 
的 運動に 從事 した。 現在の； t 武會 機關紙 r 日本 j はこの 行 地 社の 機關 誌だった r 日本 j が、 

昭和 七 年、 神武 # が 創立され 「行 地 社 も その 中に 發展的 合流す る 事と なつた」 結果 「提供」 
された ものである。 

5 國家酞窨主4||9動の » 金 

»存 社 .！ 行 地 社は 何れも その 供領に 於て闕 內改 造の 項目を 揭げ はした が、 それは 決し 
て 科 學的社 會主袭 思想に 出發 する もので なかつ たことは いふまで もな く、 復古 的 日本 主義 
の上に立っての改造意見にすぎなか 0 た。歐洲大戰後國民大衆の挵外的愛國主基の昂憤は 
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さめ、 資本主義の 高度 化と 慢性的 經濟恐 慌の 發展に 勞働 爭議 小作 爭議の 波は 鱸に 高まり、 
肚 # 主義の思想は急速に進展し 0 1ある時期に於て、か1る復古的精_主義運動が大衆性 
を もつ ことの 困難で ある ことは 殊更に いふまで もない。 

こ 1 に 高 A (素 之) 氏は、 ►ルクス 主義の 修正 —— 國 家 社 # 主義の 理論を 揭げ、 H 家 主義 
運動の 大衆化を 期して 大正 十 年 「大衆 社 j を 起こし、 週 裂 r 大衆運動 j を發刊 した。 然 
るに 當時は サン デ 力 9 ズムの 全蹙 期で あつた i め、 却て 反動と 霣 しられ、 M 東大 震災の 結 
果價 人的 各種の 事情に より 同人 矢 部 周、； *永文三兩氏が大«に去 0 てからはー時全く沈潜 
してしま 0 た0 

これより さき、 岩 田 富 美 夫 氏は 大化 會を创 立した が C 大 W 九 年 四 男ぺ上杉慊吉ゝ髙畠索之 
氏の 接近は この 大 化 # を 通じて 緊密， となり、 大正 十二 年の 頃兩 者の 提携に よつ て 「經输 學 
盟 」が创立された。上杉博士の逄法論を迤礎とする國家主義にも此の頃から多分に阈尜社 
# 主義 的 色彩が 加は つた。 
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6霣_會の « 立 

現在に於ける建國會の存在は、前述した國粹會や正義围と同じく反社會主袭を以て唯ー 
の使命とする反動團體に過ぎなくなつてゐるが、创立の當初に於けろ建_會の琿想は多分 
に國家 社會 主義 的 傾向を おびて ゐた 。赤 尾鍾氏 (瑾 事 長〕 にょり 建阈會 が创 立され たのは 大 
正十五年三月で、頭山滿、平相 « ー郞-山川健次郞、1戶兵衞*上杉憤吉、永田秀次郞氏 
等を 顧問 格と し、 高皇 一統の S 家 社# 主義 理論を 指導 理論の 基底と した。 當時に 於け る间 
人中には、*^除事件の前田虎雄、鈴木善ー氏等の外現在國民協僉に « する汴久井龍維氏 
C 睿 K 長) 等 も あり、 その 前途は 當時の 國尜 主茬 運動のぅ ち 蚊 も 注目され てゐた が、 財政 
雌と、 幹部 間に 於け る對 立が 激化して いつた 結果、 次第に 表 微し 、上 杉、 髙應兩 氏の 死後 
は、全然暴ヵ團的反動と化してしまつた。血盟圓事件の盟主井上昭氏は前田氏との友好關 
保から 常時 群 馬縣の 梅 里に 於て 建國 # 運動に 盡 力した。 



M 
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丨：一: 今 H jii 京で 年中 行 雄の 一とな つて ゐる 迚國 祭は、 大正 十： A 年 ニ =： 十 •- n この® 31 會 に 
よつ て创 めら れた ものである 9 

綱 領 

一、 我等は 普通！ 8!學 の寶 施と 共に 全团 民を あげて 天皇に 直接し 建國 の糈 神に 立脚せ る a 正なる 日本 
民族の 日本 國家を 建設 せんこと を 押 手。 

I 、我等は日本民族が有色人種の先頭に立ちて全人類の世界文明を—するの我が賭史的使命を成 
就 せんこと を 期す。 

I 、我等は日本民族の缓的逋德を雎持し輕佻議を排し « 議健の美風を作興せんことを期す0 
一、 我等は 國家 によりて 國民 生活を » 制し U 本！ 2 民の 天皇の 赤子と して 平等なる 所以を _ し M 胞 
中 一人の 不幸 不平なる ものな からし めんこと を 期す。 

1 、我等は备人の有する財產、地位、陪級、職菜、知嫌、技能、期肉が谙5家社會のために存在す 
る こ •とを 確信し s 牲の情 神に 伎り て 椹 度に 之を a 家社會 に 奉ぜし めんこと を 期す 0 

7 «化 2 動の 1| « 
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社會 主義 思 sii 述 した 如く 政治的 經濟的部面に 於て 反 社會蠢 is 頭— 
供した と 同時に、 白色 倫理 化 運動の 發 生を 促した。 霊した® 家主 菌 W の 何れもが _粹 
主義乃至は國家主義の趙目を表面に押立て、社會主義運動姐止の爲めの實行運動に携つた 
に對 し、 敎化 S は、 表面 左樣 な詈 を褐げ t とはし ないで、 例へ ば篇营 於け るが 
如く 「流汗 供 鍊 問 胞 相愛の ニ大 主義に 基き 同志 相 提携して 各自 修養を 阏り社 會の 風敎 t 觭 
JE し 以て 皇國に 寅獻 する |_ てふ倫理的目的を持つて生成した。修養 ^ の此0目的は次の「餐 
願」 に 於て 一 iis 明瞭に されろ 如く、 立派に 社會 主義 反對 、資本主義 擁護の 目的に 沿 ふ もの 
であつ た。 

修養團の誓願 

- 、 同 抱 相愛 人よ® めよ、 醒めて 愛に 歸れ、 愛無 き 人生は 置な り、 共に 祈りつ i ての 人と 
親しめ、 我が 住 43* に 一人の 爭ふ ものな き 迄に。 

I 、 痒饜 人よ 起てよ、 起ちて 汗に 鼸れ 、汗な き 社會は B 落な り、 共に 祈りつ i ての 人と 
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- 黝け 、我が 住む 里に I 人の 怠る 者 もな き 迄に。 

從 つ て、 修養 围 は、 创 立され たのは 明治 一二 十九 年 二月で ぁつたが、 社會 主義 逝 動が な 塊 
な發展傾向を示す樣になつてから、政府、赉本家、政黨の協ヵを得て、ー翳進展した。 

代表的 敎 化團體 の 運動は 何れも 主に 此の 時期に 發祥 し、 それ 以前から 布 在して 居た 團 « 
.% 亦、 此の 時期に 於て 极を 張つ た。 次に 代表的な ものの みに ついて、 發 生した 順に 名 稱 を 
並べて みょぅ。 

中央 報徳 會 (明治 一一 一十 八 年 十一月). 

修養 国 ( H 11 一十 九 年 二月〕 

斯道 # (闻 四十 五 年 七月〕 

大東 文化 協會 C 大正 三年 二月) 

大 H 本 奉公 固 ( E 三年 九月〕 

乃木講(§年〕 
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國士館 (同 六 年 二月) 
希望 社 CE 七 年〕 
慟く會 (同年 七月) 
圃風會 (同 九 平 十一月) 
皇國 修養 會 (网十 年〕 
奉仕# (同上〕 

帝 3 ： 文化 協會 (同 十： 一一 年〕 

大日 本國民 思想 善導 分 (E 上) 
阈本社 ( E 上，〕 

大日 木 謹阈會 ( 网 十四 年) 

金 筠舉院 ( E 十五 年〕 
勒皇楙 ffii c 同上〕 
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大日 本 殉 w# (S 上.) 

日本 魂 聯盟 占 

明德會 S 和 ニ 年) 

右の 諸 阐« のうち、 國 本社 並 金 鶏舉院 -!笟際には學院關係者 5: 中心に创立された阙徘 
會の 運動と して 表 はれ 6 —— は最近所謂宵界、實業界、華胄界に陰然たる勢ヵを扶植する 
に 至 〇、本來の目的たる思想敎化の線から次笫に遠のいて、政治的社#的勢ヵを形成し 0 
V あるが、 次に この 兩阖體 の發生 事情を 簡單に みて おこう。 

國本猷 國本肚の前身は興國同志铋であ 6 が*興國同志會は大正九年、社會主義思想 
が 急激な 發展 をと げた 當 時、 學生思 想 M fie のうちで も 最も活 潑な 活動を なしつ V あつた 帝 
大新 人 # に 對 立して 创立 された もので あつた。 こ の 運動は 更に 竹 内 贺久治 氏の 奔走に ょつ 
て摘大發展し、名稱を3!本社と改め、平沼 ^ を腰問に機關紙 * , -» $本.1を發行して日本主義 
の鼓吹に*^た0然るに俱々大1十ニ年の大震災に會ひ、平泪男は山本內期に司法大臣と 




M » 置 草 動 置 會 tt « 主家 ■窣 ニ麵 



して 入 期した が、 當時 宣布され たる 「國 民 精神 作興 J の 詔勅 中に 國本の 二字を 拜す るに 及 
んで 深く 感激す ると ころ あ 0、下野の後自ら進んで國本社の僉長となり阐本運動に堪心す 
るに 至つ た。 其後國 本社の 勢力は 著しく 仲 張し、 滿洲 事變 前後ょり フ アツ シズ ム の 思潮が 
進展す6に隨ひ、その存在は愈々政治的社#的勢ヵを增大するに至 0 た0 
金餳擊篇 安岡正篤 氏は 大正 八 年帝大 出の 少壯畢 徒で、 早くょり 論語を 研究して、 孔 
子 主義を かざして 精神 運動を 主唱した。 安岡 氏が 大學 寮、 行 地 社から 分離した ことは 全く 
安岡 氏の か i ろ 精神主義が 大川 派の X X 的 實行主 義と 相容れなかった が爲で あった 0 直接 
的動掸をなしたものは安田生命赛件、宮內街怯文書事件に輅まる大川派、北派の對立であ 
つ たが、 國維會 の 機 關紙 r 國維 j に 於て 述べられて 居ろ 安岡 氏の 思想 —— 「日本 主義とは 
何ぞ 、日く 言 ひ 難し、 それは 論ず 可き ものに 非ず して骺 得すべき ものである」 — から 觀 
れば、大川、安岡の背馳は當然のことであつたことが理解される0 
金鷄 學院は 安岡 氏が 行 地 社から 分裂して から、 彼の 支持者で あった 洒井忠 正 伯の 邱內に 




彼の理想とする松下村费、藤田東湖の粑を再現せしむる意圖を以て创立5れたかくて彼 
の影響カは渐次官界、華胄界に伸展し、斷然たる支持と信賴を博し 12 に昭 ^1 し^^丨 
吉田 茂、 松本學 、後藤 文 夫 氏 等 進歩的 新 官僚と 共に® 馨を 創立す るに 至り、 その 色彩は 
國 本社と 同 f f issif 加へ、 is 勢力— るに S た。 神— 
飞こ ょつ て 結成され た、 石 川岛自 » 組合を轰とする日本產業努働俱樂部が、金费學院 
と密接な關係にぁり、安岡氏を以てその最髙指導者とせる » は注目されねばならぬ。 

第 

* 

H 8 爱 凾學 生 運動の 搛頭 

S 我 阐社會 主義 運動 驚の 初期に 於て、 ィンテリ ゲン チヤの 果 した 役割は 大き かつた。 デ 
g モク ラシ ー 、社# 主義 思想の 紹介 宣傳は 無論 殆ん ど繆咎 、學 生に ょつ てな された し •實際 運 
g 動に 於ても、 社會 運動の 初期に 於て は、 殆んど 之 等 ィンテリ ゲン チヤが 七の 指堪 に當 つた。 
KSA かくて、當時學校といふ學校に思想研究團體がぁ 0 た0中でも最も茗名なのは屯京帝々 
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の 新人 會 、早 稻 田大畢 ©早大 文化 同盟 (後 Q 平 X 社會 科果 研究 命) 等で あつたが、 慶應に 
も、 立敎 にも、 明治に も、 東京 外語、 等に も、 社 會科學 Q 研究 阐 g が 生れた。 

愛國國 家主 義學生 運動は 全く 之 等の 社會 主義 思想 團體 と對 立して 結ばれた もので あつ 
た。 從 つ て その 運動 も、 社 # 主義 反對 、阻止の 爲めの I 黎力的 i に 表れる 位の も？ 
あつた。 次に 最も 著名な ものの みを 摘記して みょぅ 0 
帝大七生社(大压十四年ニ月創立、上杉愼吉、松2平市、杉木卉 3 、 帝大 n ノ會 c 大 正十四年《 
立、 笠 木 夷 B 、 繚川武治、古闭》>、早大國防研究會(大正十五年六男《立、资期*恒、後藤《夫)、 
早大 潮の # (大正 十一 年 十二月 創立、 松 永 材〕 、庚 大 E 防 研究 會 C 昭和 五 年 一貝|5立、新》正_、 

天 川 思)、 京大猜 興學會 (大疋 十五 年 四月 別 立 •石 S 平'、 五髙東 光 # (大正 十一 年 四 S 立、 5 
期 吉〕 、拓大 魂 ノ會 C 大正 十二 年 創立、 平 田九郏 )、日大國司 # (明和四年十ー月削立、武藤資、立 
田男雄〕"明大興國同志會〔明和四年十1男《立、赤神蛊 9| 、石井 « 乂 
« 考括*内人名は_« 10 中心人 » 
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饱 五節 後期 = 恐 恨 期に 於け る 運動 
1画康£_$運動の7アツシ}<ム化 

「云ふまでもなく、資本主義社#はーつの矛盾の體系でぁる。從つて資本主義の设展 
は、 その 中に 含まれて ゐ る 一切の 矛府の 發展に 外なら ない。 資^ W 義的 生產は 、無秩序 
無計畫性のぅちに出來るだけ大きな利潤を掖得すべく資本は » 動する。こ0利潤獲得の 
ための 資本の 躍動は 資本の 集中と なつて 現は れ 、獨占 的 金融資本 支 fid の 時代を 作 
す。 この 獨占的 金融資本の 時代は* また 帝國 主義の 時代で ぁり、 載爭の 危機の 時代で ぁ 
る。 か 1る資本の高度な 6 發展は生產の技術的進步なくしては行はれない。この生產の 
技術的 進歩は 失業の 機 # を增大 し、 勞働 者は 勞働條 件の 劣悪 化に 伴 ふ 生活水準の 極度の 
低下、 更らに 不斷の 失業 群への 轉落 、それに 大赉本 に！ 一 迫され た 中小 商工業者の 窮迫と 
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11 產に ょる プ 8レタリア化、こ-|に期 >«' と社#的動榷と不安を增す0この時中間社$ 

は、國民主義的な超階級的第：ニ權ヵに依る現狀打破を希求する。こ1にフアツシズムの 

勃然た る檯 頭の 機が 釀 成される ので ぁる」 (「日本 勞働 年報 J IIS ー輯 •「第 1ー聿 H 本に 於け る 

7 アツ シズ ムの發 « 」〕 0 

日本に 於け る 愛 H 運動 •阀尜 主遴運 動が フアツ シズ ム として 規定され るに 至つ たのは、 正 
しく 右の 如く、 資本の 獨占的 寡 頭 支配が 進展し、 その 必然の 結果と して 恐慌が 現れ、 中間 》 
の急激な沒落傾向がみぇ出してからのことでぁる。中問»が沒落傾向にぁる時期に於て蒡 
典 階級の 狀 態が どんなにな つていつてるだらぅかといふことは殊更說明の要もない答だ。 

かくて、 從來軍 なる 民族主義 的 •排他的 •阈猝 的 K a 丨ガン を揭 げてゐ た S 家 主義 % 動 
は、 その ま 1では當然大衆の支持をぅることが出來なくなつた。卽ち、國家主義運動は從 
來の 共產 主義 排擊の ス a 丨ガン と共に 資本主義 打倒 乃至は 修 正 のス a 丨ガン を 掲げねば 進 
めな S 程に、 荞觀 的條 件が 進んで きたので ぁる。 



(4 
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軍閥 •• T 1 ; 佾内 部に 於て 急進的 革新 速 動が 表れて きたの も實に この 時期に 於て r あった 
が、 それは 言 ふまで もな く、 階級 沒落通 程に 於て 必然に 起こるべき 現象だった ので ある。 
中間 階級の 中堅と して、 明治 以來 政治的に 社# 的に 資本の 代表と 同列に、 否む しろ それょ 
り 優位な 地位に ある ことを 自信して ゐた 軍閥 •宵 僚は、 資本の 制时が 加重され るに つれ、 
反撥のカを增していつた。 

かくて、 草 閥 •官僚の 內部に は 不平と 不滿 が增大 し、 それは 次第に 反 資本主義 的 色彩を 
表すに 至っ た。 

B ンド ン條 約に ょる 軍備 箱 少と それに 絡まる 所謂 統帥 權 干犯 問 越は 遂に 軍部を して 憤激 
せし むる に 至り、 軍部 內 の少壯 革新派を して 1 » 急進化せしめた。而して、この傾向は、 
その後、萬资山事件*中村大尉事件、滿洲事變等が相亞いで頻金し、國民の戰時的愛阐熱 
が次第に髙まるに 0 れ、ー » 增大されて.い 0 た。 

か 1る國家主義思想の進展は、無產喈級運動の分野にも影響し、無產政麄*勞働組合か 



_ らの &2を促したが，こ0轉2派は多く闊家社舍主義に摊った。かくて大正七、八¥頃そ 66 
H れが髙 島、 上 杉 氏 等に ょって 首唱され た當 時に 於て は サン デ 力 リズムの 思想に 押されて 一 
31 顧 だ もされな かった 國家 社 # 主義の 運動は、 この 時期に 於て 急速に 進展した。 
i かくて、 我阈 S 家 主義 運動は 五 • 一 艽事件前後に於いて最高調に達したが、齋藤內期の 
£ 出現 1 ㈣ 成政豸の沈默 ！ ィンフレ！ ゾ f ノの 進行 I — 經濟界 の 小康 現象の 遢程は 、一! 
扣際關係のー時的安定化と共に、»民の戰時的昂 « を消却せしめ、資本の逆典となって現は 
れてきた。かくて、經濟的基調を有せず、單なる復古主袭に出發した《家主義這動は、必 
然に衰 頹の傾 两 をみ せて きた* 

2纛進愛_歲麓に惫雄&勢働着總_篇の結成 

初め »家社會主義を指導理論として出發した建_#は高畠、上杉氏等3死後全く社 # 主 
義的 色彩を 失 ひ 阜な る汉 觔團體と化したことは前述の如くでぁるが、'需記長汴久并瓶雄氏 
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は 建 W # のか、 る 傾向に * らず 、赤 尾 氏と 分れ、 昭和 四 年の 初め 高 島 n > の 矢 部 用、 神 永 文 
三、 小 栗 a 太郞氏 等と 共に 雑誌 r 急進 」を冉刊し、同七月建_會の中聚勢ヵたりし«岛佐太 
郞*伊知地義ー、長澤九ー郞氏等と共に急進愛國黨を結成したが、その1働運動の分野 
に進出し、同年六月急進愛國勞働者艙職«をおこした。その網領*主張として揭げたところ 
は 次の 如くで ぁったが、 實際 活動に 於て は勞拗 組合 運動の 妨害 程度 以上に 出でなかった。 
纗 領 

一、 本 聯盟は 天皇 中心 主義の 旗の 下に 忠 哀な 2> 全 0 本资働大衆の日常の利害を最も^*に代表し之 
が篇 « と伸張とを？0 

一、 14® 盟は勞 働 者 國結の 成 力に ょって 非 E 家 的 資本主義の i 的改 f K 行し、 以 って 押！^ き 
國家の 確立を 期す。 

I 、 本 嫌盟 は勞 _ 者 解放の 擬裝の 下に 两家の 存立と 發« とを 拒否す る I 切の * 働 運動の 克 K 
を 期す。 • 

1、本 9 | 盟は||瞭的ブ&レタ9ヤとしての日木の地位を自 53& して « 内對立の§と相侠って « « 的 
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大罌 の敢行 を？ 0 

主 張 

, _ 奪 3 誤 反対 I 、 _家葵置合の围結權、浦業期、蜃嚣權の確立1、八時間勞 

8確 立 I 、 失槳 •傷害、 老廢§ 者の 生活の 网 家 保 S I 、 最低 I 制の 確立！、 i な 
る勞 tt 法の— 

この 爱國勞 働 者總 聯盟は、 昭和 七 年 津久井 氏が 大日 本 生產黨 に 合流す るに 及んで 同黨支 
持團體 として 之に 解消した。 

3 BSSOS 

普通 選 * の * ^ — 無 產政黨 の 進出は、 國家 主義 政治 i の 組織化を 促した。 第一 次 普 
選の « 行された翌年、昭和四年五月長野に、信州皇民宽なる地方政黨が結成されたが、之 
を 契機と して 爱國 國 體に ょって 全國的 日本 主義 政 黨の 結成が 企阖 され、 同年 十 J 月 遂に 日 
本® 民黨の 結成を みるに 至っ た 0« 民黨の 掲げた 政 供は 
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1、；#奥民の大義の徹底と君民間治の政治的大本の確立を期す0 

ー、财產土地の無制限的私有に對する限度制の確立を期す0 
I " 貢 要生產 家の pi 家的抹 I を 期す。 

一、 格 級 的 組 雄を 改革して 國民生 i の 確立を ¥0 
r 法制 及 税制の 根本的 改正を 期す。 

一、 敎育 制度の 根本的 改革と 國 民 信念の 統一 激 成を 期す。 

1、 軍備の 徽； issii 理充實 を ¥0 

一、 農民 勞 働 f 小市民 大衆の 生 |の鑲護を¥0 

|、道袭：^ 交を 以て 國家 生*!: as の aK 的確 立と 有色 人種の 世界的 1 を 期す • 

一、 東西 文明を 融 ム 昼 1し、 日本 文化の i 的 sa 宣布を ¥。 

とい ふに あり。 頭 山滿 、內田 良 平氏を 顧問と し、 寺 田 稻次郞 (教 行委凰 長〕、 八糌博 常 (寄 K 
長〕*鈴木善ー8紀次畏〕、西田稅(統制委技長)、津田光造、長野朗氏等を以て竹腦部を構成し 
その将來はかなり金展性をも 0 ものと兑られてゐた〇ところが、姑黨後間もな<して寺 
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田、八幡兩氏の間に意見の對立が生じ、その結果先づ寺田氏去り、次いで宵內省 /> 怪文甚 70 
事件で 西 田 氏 亦脫黨 する 始末に、 見るべき 活動 もな さず、 昭和 六 年 內田良 平氏を 中心に 大 
日本 生產黨 が 結成され るに 至り 之に 合流した。 銜血 盟團 事件の 小泪 正、 菱 诏 五郎、 川 崎 長 
光、黑澤大ニ諸氏はこの日本國民箱の靑年分子として活動してゐた。 

4 爱囲 動勞黨 の 結成 

之ょ o 先、 行 地 社から 分れた 中 谷武 世、 狭 川武治 氏は、 天 野 M 夫 氏 等と 共に 昭和 ニ 年 全 
日本 興國 |»1 志會を 結成して ゐたが •日 木 國民黨 の 結黨 前後に 於いて、 更に© a 一統と 稱せ 
られる矢部*小栗、神永、津久井氏等と提携し、 0 本主義單ー政黨の結成を企阔し愛岗々 
衆黨組織难備#を組織した。此の|^會は大野氏の財政的負檐と屮芥，潘久井氏等の奔走 
で遂に結寶し昭和五年ニ月愛阑勤努黨として結黨されるに至つた。然るに之亦結 ^; :後幾ば 
くもなくして幹部問に射立を生み、天野、中谷氏等0扔斷的態度て '|«£ |'-> ざろ淨夂井、：： »|1 氏 
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先づ去り、次いで矢部氏脫退し、核川、神永の說氏亦諸種の琪怡から次第に赘との關係を 

消極 化し、 中 谷 氏 等亦滿 川 姐 太郞氏 等を 通じて 日本國 民 社 # 黨 1® # ( 新 H 本 sawa 3 前 
# 〕 に 合流す るに 至り、 その # 在は 殆んど 有名 無實な 狀態 に陷 0、 その後、 同 * の 中堅と 
して 活動して ゐた前 田 虎雄 氏、 並に 委員長 天 野 氏が 何れも 神 兵隊 雄 件に 速 座して 檢舉 され 
るに至り、自然消滅の形とな 0 た。尙愛國勤资蒸の綱領は次の如くでぁ 0 た。 

一、 吾 黨は •大皇 と E 民 大衆との 間に 介在す る 一切の不當なる中間勢カを株擊し、ー ^1- 濟民 ^ 民ー家 
の 大義に 兹き 搾取な き 闼家の 建設を 期す。 

一、 吾黨は 天皇 政治を 徹底し 個人主義を 茶 調と すろ 諸般の 紐 織に 根本的 改革を 加へ、 產菜 大灌の 確 
立に ょりて 全產 菜の E 家 的 統制を 期す 0 

1、 ^ 羝は勐勞日本の1を意 ^ し、总5励勞者*都 -.|1 渤请名、詣泡上勤勞者の利害の調和を^^ 

I 、 吾 黨は 資本主義の^! たる 特鎺政 戴と 國性を 無 親せ ろ 無 滞 •政で とに 没く 封 立し、 之が 克服を 期 
す 0 

ー"吾赏は [1 本民族の世界的使命を .*4; 凋し \ 種平 ^ 资湄衡.个り说則の上に«皎正焱の碗 .); >パ期す0 
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5 全日 本 愛國者 共 Q3B 爭播 議會 

か i る 間に 社 會的諸 情勢は 著しく 進展した。 濱ロ内閣にょつてなされたロンドン條約 
(明 和 五 年〕 は 軍部 革新派の 大急 進化を 促し、 同じく 濱 口 內閣が 强 行した 緊縮 政策 —— 昭和 
四 年の 金解禁 準備 期を經 て、 五 年の 解禁 後に 於いて 强 行され、 六 年には 遂に 宵 吏滅体 まで 
行 はれた —— は、殊に中間階級以下の社會脉の生活を極度に窮迫せしめた。かかる傾向は 
我國國 家 主義 運動の 大衆化に 與 つ て 力 ぁつた。 

全日 本爱國 者 共同 岡 爭協議 會 ( 略 稱 「日 協」) はか i る 情勢の 下に 於て 結成され た。 これ 
は 初め 行 地 社の 狩野敏 氏に ょつ て 提唱され、 日本 國民黨 (八幡 博 堂 •鈴 木蕃 一、 * 戶足苜 〕、 建 s 
會 、急進 愛國黨 = 急進 愛國勞 働 者總 聯盟 C 律 久井 蘢 維、 伊地知 義一〕 、國 民戰線 社 (馬場 S 義 5 
の參 加を 以て 昭和 六 年 三月 成立 •をみ たが、 結成 早々 東京に 「亡 國議會 X XK 衆 大會」 を 開 
いて 當 時開會 中の 11 會に代表をおく 0 て決議文を乎交する等、活潑に活勤を開始し、其の 
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後 「亡 國政黨 抹粒 大演說 會」 の 開 #. を 機に ( ra 月.) 之を 恒常的 組織たら しむべく 役 fi を 決 
定し(建阈會は此時より雔脫した)、同五月1月より掸關紙「興民新聞」 |: 發刊するまでに 
至つ た。 日 協は かくて 

1、我等は亡阈段愈政治を |9 滅し天臬親政の1を期す。 

-; 我等は 產萊大 « の 確立に 依り 資本主義の 打倒を^^。 

I 、 我等は 國内 ss 級對 立を 克服し、 國威の 世界的 a 得を 期す。 

との 網領を 报げ、 演說會 、示 成 運動 等に よつ て、 滿蒙翌 運 勁の ■、對 支篇 外交 S 
對 外® 1— 共 U 、 I、 S 閥 Is 內改 SK B - ガミ- 浮て 相 當活潑 
な 活動 振を 示した が、 何より 日 協の 果 した 最も 大きな 成 娘は、 之 等 0 ヵンパ-一 ァを通 じて そ 
れまで 對立狀 態に ぁつた 阈家 主義 運勳の 三 派 一 玄洋社 系 ( 黑 18 分、 浪人仿 系'、.、 狨存 社 系、 
經給蜞盟系(高畠、上杪系〕 —— を統ー的傾向に肉はしめた事でぁつた。 

日兹り 運；® こは 右の 如く 相當 みるべき ものが ぁつたが 構成 闯 S の變勘 によつ て 之は 於 



霣 bk 革 e の 動 x 會 e « 主* ■ 窣ニ籣 



一年 程に して 解散の 止むな きに 至っ た。 その 間 機關紙 「興 民 新 K 」 は 六 年 十 « 躭から 、日 74 
« から 獨 立した 「興 民 新聞社」 に 移され、 行 地 社の 狩 野敏 氏が その 代表 客と なって ゐた が、 

BS 和 七 年 四月 神武 會機關 紙 「日本」 に 「金 展的 解消 J をな した。 

銜日«は、その行動隊として狩野锒氏を除長、奧戶足丙，伊地知茬ー氏を副隊長として 
日 «前衡味を組織したが、小和正、菱沼五郞、川崎長光、黑泽大ニ氏等も當時日本國民黨 
ょり之に參加した。 

6 大 B 本 生 瘇黨 の 維 成 

黑 fl 會の 本質に っいては 旣述 せる 通り、 それは はじめ 單 なる 國粹 主義 •民族 主袭の 領域 
を ー步も 出で ない もので ぁったが、 叙 上の 如き 社 會 情勢の 變化は 必然に その 方向 轉換を 促 
した。 大日 本 生產黨 は、 黑龍會 のこの 轉換 方針の 政治的 表現 主鵂 として 結成され たもので 
あつた- 
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生產 m は 昭和 六 年 六月 大阪に 於て 結 洗 式を あげ、 同年 十一 =:市克赤坂 . : -: 分棠に於て第ー 

圓大 ♦を 開 保した が、 f 営 初に 於け る 同 菜の 指堪ガ 針は 次の 主義、 政綱に 於て みられる 
如く 未だ 全く阗 粹 主義に 因る もので あつた。 

主 義 

I、 大日 本 主義を 以て 國 家の§ を 行 ふに あり。 

政 綱 

一、 飲 定港 法に遒 ひ、 君民 一致の 善政を 徹 せし むる こと。 

一一、 國 SS と H 家の 進 運に 迎合せ ざる 制度 法律の 改肢を 行 ひ、 政治 機關を 的焱 化せし むる こ k* 

三、 自給自足 立國 耗濟 の浓疲 を 確立す る こと 0 

谢第ー回大會に於ける參加團體は次の十八阒體で、日本國民软も此の大待に於て生產黨 
に 合流した。 (その 結果 日本 _民*の « 騙紙で |> つた「改造耽»」は生產» (/; 準機 |» 械として併合3 
れ* 一〕 

黑 龍 會 、明徨 ♦、回天 時報 社、 日本 國 民族、 大日 本靑年 箱、 木地 日本 同盟、 大 R 同仁 # 、 



腽轚羹 革&の 览篷 會社 ■主輋 ■章 ニ娜 



大 《北濱自治會、大阪印刷職エ紕合經親 # .火阪市觉自趵举親友會，日本光風舍，洛北 
青年 同盟、 公德會 、京都市 笛 自動車 組合、 古神 道 實行團 、神州 護阈黨 、三 木組、 興 良 # 
然るにその後、七年ー月津久井氏ー派の急進愛國黨が之に合流し、 |[1 に大|長野®# 
合會の秦數馬氏，大阪の陸軍勞働紙合、九州高尾坑の立野、佐々木氏等以ー派、大阪の堂 
前孫三郞氏’横箝自沽革正會等が相次いで入栽合流するに至^^從來の黑能會にみられた 
封建的 _粹主義的事大主義は、次第に國家社會主義的色彩 5: 加味し、热ハ運動 5: ー步前進 
せしめた。 中で も、 津久井 氏 一派の 合流は 生產黨 の 傾 ^ を 著しく 念 進化 ^ しめた。 

7 神武 會の拯 生 

行 埔 社の 大川周 明 博士は、 前述せ る 如く、 大 f の 當時か ら 、國 内改边 0斷行は、>< >< 
革新派を中心としそれに民間><><分子を加へた父父父><ょり外なし、との意兑を堅抟し， 
それ故に父><と0緊密なる提携維持に主ヵを注ぎつ1ぁつたが、滿洲苹變以後急激なる凼 



家主義思想の捺頭を觀て、遂に大衆的政沽運動への轉換を企网し.七年ニパ犬を内閣のド 

に於て行はれた總遨舉を機に、菊池武夫中將、贲業家石鹿廣ー郞氏、元關菜軍#謀で父>< 
メ><事件で止めた河本大作大佐等と共に神武#を結成した。行地社は無論神武會に「發般 
的 解消」 を 遂げ、 その 機關紙 「日本」 も 七 年 四月から 神武 會機關 紙と して 提供され た。 

神武#は「神武©瞬の精神を發揚し、誠忠を皇室に誓ひて神聖なる國體を無窮に班持し 
天業を 四海に 恢弘 する の* 悟を 堅固に して 先づ 有色 民族の 解放 指導に 任じ、 更に 世界の 道 
3»- 義的統ーに向 0 て勇往遇進す」との主義を揭げ、「神武會は政黨に_ず、《民全體のカ «: 

» 以 つて 現存 勢力を >: し、阈民全體のカを以つて建設に當らんとする目的の下に » 民を抖合 
时 動员せ んと する もので あり、 他山の石と して レ ーン 、ムッ ソリ 1** 、ヒット ラー に範 を 
1 S とり* 革新の 範圍を B シヤの 右傾、 ドィッの 左傾に 檫準 する」 との 立場を とり、 總遝 * に 
奸於ては全國的遊說を行ふと共に新聞廣吿にょつて財閲、旣成政黨排擊の主張を强調し、七 
财年四月下旬大川博士を會頭とし陣容 1: 整備してょり、愈々活潑なる活動 5: 開始した。 77 
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かくて 神武 會は 國采 主義 運動の 中心 勢力と して 大いに 爲す ところ あらんと 奴ら れた が、 71 
五 •一 五 事件に ょっ て大 川 # 頭を 奪 はれ、 又 それまで 同 # の 財政 的 方面を 負撸 して ゐた石 
原 廣ー郞 氏が 次第に 逮ざ か*/ XX との W 係 も 稀 溥 化する に 至り、 勢 ひその 活勁は 困難と 
なる に 至つ た。 

8日本 |1 會主_硏究所 

歐洲 大戰 後、 國際關 係が ー應 安定す るに 及び、 排外 主義 的爱國 主義 的 苺 ^ は、 渐次國 K - 
から 消失した が、 その反面に 於いて、 資本主義の 高度 化と それに 伴ふ饯 性的經 濟恐慌 の 襲 
來 •發展 3爲めに、勞農階辍 (0 窮乏化は益々加はり、階級對立は尖銳化し*勞働爭議ふ作 
爭議の 波は 次第に 高ま ¢ 0 V あった。 

かくて 從 來の國 家主 義阐厢 は その ま V では 遂に 資 ^ {水の 便衣隊 的 存在と なり 了は らんと 
する狀 態であった が、 茲 Ic rts a 素 之 •上 杉 ^ 吉氏等 の 大衆 '! it 大正 七 年 y 經綸 學盟 C 间八半 〕 
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の闲家 社會主 議 動が 生れて きた。 然し、 我阈思 想界は サン デ 力 リズムに ょつ て 風縻 され 

てゐた i め、 之は 殆んど 顧みられずに 終つ た。 

しかるに、滿洲事變前後から極東の政局が險悪化するに及び、再び頃民の愛靖的昴馆は 
高まり、 無産 除 級 運動は あげて 不振狀 態に 陷るに 及び、 國家社 會主涟 は 禅び 擡頭して き 
た。 然し それは 常時、 未だ 何等 桶 系 づけら れた ものでは なかつ た 1め、その议踐に於て 
は、 在来の 反動 S 粹 と 何等！ r ふところな き狀 態に あつた。 

日本社會主義研究所が创立されたのは昭和六年九 ;} であったが、國家社會主施はこの砑 
究所に 於いて ー應艄 系 づけら れた 。この 研究所は、 松 延繁次 氏 等 行 地 社の 一部、 石 川 準 十 
郞 、津久 井 瓶 雄 氏 等 高 C 0 系の 人々 及び 社# 民 i の 赤松 克糖氏 一派に ょって 設立され た 
が、 削 立の 翌月 十日から 搛關誌 「日本 社# 主義」 を 刊行し •發刊 の 辭に 於て 「我等の r ロ 
本社 # 主義 j とは、 ロ 本に 行は るべき 社 # 主義の 謂 ひで ある。 我等は、 日本に 行は るべき 
社 # 主義は 國尜社 金 主義なら ざるべからず と 信ずる。 躉し 我々 は、 國家社 會 主義 こそは、 
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近世 社 # 主義の 理論的 及び 實 鼸的金展の歸結でぁり、日本民族共间精神の歸結でぁると信 «0 
ずるからで ある。 而 して 出来るだけ 急速に これを 實現せ しめんと 欲する ものである …… J 
と宜 首し* -; 日本の 改造、 ニ、 天 塞 制の g、 三、 資本主義の 撤廣 、四、 統制 經濟の 橘 
立、五、國民的平等，六、有色人種の結合，等を內容とする十ヶ修の網領を掲げ、_家社 
# 主義 理論の 確立と、 國 家主 義圈 «間の連絡統1の爲めの機明として活動した。 

9 日本 ■家 tt 窨 の 謳 生と その 改 親 

日本國家社 # 主義學盟は昭和七年四月「端的に言へば英國肚會主義運 |{| に於ける『フエビ 
アン協 # ,1の如き役割を果さんとする」童 1| のもとに左の如 » _領を掲げて創技されたが、 
1の»拫に於てもみられる如く之は日本社 # 主義研究所の«長鑛大されたものとみて羞 
支えない。 
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I 、本學盟は國家社會主義の理||及び方法を學術的に硏究し货之を全_民に1せしめんことを期 
す。 

一一、 本 學盟 は a 家 社會 主義を 否定し 成は 之に 蔓 する 一切の 思*^ 餐せん ことを 
三、 本學 盟は國 家社會 主義の 裏を 目的と する！ 88®^ 支持し 極力 之を 援助 せんこと を*^。 

株 員 

▲费 下中_三郎(國民肚會翥)、$雄三(肚民黨齡通#〕、大川屑明ハ_丈會〕、| # 辜長林癸 
未 夫 (■民 肚會 mils ▲常任 翁 事 佐 ★并 i 、 近 *|^、霖肩(國民 |<: 會*)、小池四郎，赤 
松克思、平0カ三(肚民*»*派〕、山名義 » (大衆翥》»»〕、津久并籠雄〔生產黨〕，松廷|、 

狩 轉武 ♦ 〕、 石 川 f 部、 五十— (日本 社 會 主義 硏究 所) 主亊石 川 s +靡、 今 
里 iwr iw 正義、 田 代 耕 三、 別^® 介、 五十** 

然るに その後、 七 年 十月 頃ょり その 內部に 於て、 早く も國家 主義と® 家 社 會 主義の 對立 
が 生じて 来た 0 « 家 主義 派は 國家 社 # 主義を 以て ►ルクス 主義の 修正で ぁり眞 正國家 主 
義に 非ず と排_ し、 一方 B 家 社會 主義 派は、 單 なる 反動的 阈家 主義に 耔るべ t に 弈ずと 云 s 



ニ 
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ひ、兩者は盛んに理論 « 爭を展開したが、か-る理論的對立は、人的結合の不調と相俠つ 
て逖に日本社會主義研究所並に日本國家社會主義學盟の分解作用を導き、七年十ニ月兩细 
體は合體改組され、 « 家社會主義派のみにょ 0 て新たに日本國家社會主義學盟が組嫌され 
るに至つた。從つて赤松、津久井、松延氏等は學盟ょり筢緣し、林、石川、近藤、平野の 
諸氏が 新學 姐の中心となつた。 

かくて 新 學盟は 機關誌 「日本 國家 社會 主義」 を 發 行し、 國家 社# 主義 理論の 研究と、 ナ 
チスの 研究、 紹介 等、 麻ら 理論的 指堞 機關 としての 役割を 果して ゐたが 、八 年に 入り日 本 
國家 社畲黨 內部に 日本 主義 派 (赤松 と國 家社會 主義 派 (日本 勢 働 同® 派) との 對立 が澉 
化する や、 愈々 實際 運動に 乘 り 出し C 六月〕、 同盟ょり 分裂した® 家社會 主義 派を 以て 日本 
國家社#主義全國協議會を結成し、學盟を中心として新黨結成の準備を進めた。然るに九 
年と なり、 突如 新黨 準備 # 内部に 資金 問 趙 、役 只問題等に原因し、石川氏等と近藤、五十 
嵐 氏 等との 間に 對立を 生じ、 その 間 石 川 氏を 支持す る 福 田 狂 ニ 氏 等の 策動 も ぁり、 昭和 九 



82 




K 9 A 革 沿 〇« L 第 分 •!« 主家 R 章 ニ 》 



年 三月 石 川 氏は 赍藤隆 銜 、三 奈島 愛一、 別府竣 介 氏 等と 共に、 大日 本 S 家 ^: # {然 を ^ 成 
し、 學盟は 大日 本國 家社會 主義 協會 と改稱 した。 

かくて、 一方 取 0殘された形の日本勞働同盟派は石川氏等の新塞樹立後問もなく(九年 
S 11 十九 日〕 松 谷 與次郞 氏を S 理」 に 推し 勤勞日 金を 結成した。 

1〇 鎢産黨の分裂と 0 本國家社會黨 

抚 に 屢 々述べた 如く、 恐慌の 深化と 共に |^除級、中間»の狀態は益*劣悪化していつ 
たが、 それに も 拘らず 勞働組 含、 農民 組合、 無 產政黨 の 勢力は 一向に 進展し ないど ころ 
か、 殆んど 行詰り 反對に 却て 沈衰 していつ た。 そして この 傾向は 國際關 係の 除 悪化に 隨つ 
て 一 庇 助長され た。 

かくて、 無産階級 運動の 分野から 曾つ ては 異端視し、 侮麋 して ゐた s 家主 ^ 運動へ® 向 
する 者が 相次いで 嫌 •出した。 



3 社 # 民 llwilll lle 長で あつた 赤松 吏* 氏が 日本 社 # 主義 研究所の 同人と して 之に 參加 した 
■ C. とは 前に 述べた が、 昭和 七 年 一月 開かれた 社 # 民 f 全 國大會 は、 同氏の 起 革になる _ 
g 家 社 # 主義を 內容 とする 新 方針 害を 決定した 。然るに、 一方 同大 # は、 蒡働組 合 «から提 
_ 出された 三 反 主義 I 反 資本主義、 反共產 主義、 反フ アツ シズ ム I にょる 歌 練 統一 方針 
so を も 決定した。 この ニつ© 決定は やがて 1 內部に 赤长 氏を 中心とする 黨本部 害 記 局、 日 
好本農民組合ー派の國家社會主義谀 —— 赤松 氏 等は 大 會後钃家社會主義にょる黨の改組を主 
張した I と 片山哲 、松 岡 駒 吉 、吉川 末 次郞氏 等勞働 組合 班との 對立 を 激化せ しめた 0 而 
して 同年 四月 十五 日の 中央 委員 會に 於いては、 六十 ー對 五十二を 以て 赤松 派 敗北の！！ 果 を 
みるに至り、敗れた赤松氏等は卽時耽黨して1紙織の準備にと0か-, 〇 た〇|方之ょ0 
先全國|大§に屬する全國勞働組合同盟の今村 « 、藤两文六、安藝蹙*望月籯治，岩 
內善 作の 五 氏は 三月 十一 日大 1 執行委員 會に對 し 意見 * を 提出し、 共同 戰線黨 の _ と 
國家主義的方針の採用を要求してゐたが、四月十ー日、社民黨の國家社會主義派と「時局 
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研究會」を組織し、事實上大衆黨から離耽するに至つた。この研究會には大|側から前 
le 諸氏の 外 大矢省 三、 熊 本與 市、 fi 鳥廣 近、 山 名義 鷀の 諸氏 も參 加した が、 研究 # が 結成 さ 
れて 間もなく 大 1は今村、望月のニ氏を統制を亂すものとして除名した。而して五月四、 
五日に開かれた全國勞働組合同 £ の中央委員會は亦、七對六で轉向派の敗北に了つた。 

かくて、赤松、平野、小池、2山、山元氏等社民黨耽退«は、山名、今村、藤岡氏等大 
衆 黨離 »澉と棰携して»家社會主義新黨準備#を結成した。然るにー方この運勳と並行し 
て 進められて ft た 下 中、 近 藤、 佐々 井 氏 等の 日本® 民 社會黨 準備# は、 この i 準備 會 に 
對して、 0 家肚 # 主義單ー政黨の梅立の希望を傳へ、兩«の棕合準備委員會を開催した 
が、その結果、黨名を_民日^#|とし、五月ニ十九日蹇式を舉げる事となつた。然るに 
この 用浓の 合同は、 結黨當 日の 最後 的 準備 會に於 いて、 黨名 、役員 割當等 の 問 粗で 遂に 決 
裂す るに 至り、 國 家社會 主義 會の み單獨 |式を * 行するに至 0 た。而して、絪 
領 、主張 等 次の 如く 決定した。 
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綱 領 

, 1 君 萬 民の 困 民** に 基き 抻联な き 新 日本の 建設を 

主 張 

1 、我霣 は闭民 運動に ょり 金 糊 支配を i し、 皇道 政治の— を 期す。 

r 我黨は 合法 f 段に 依り 資本 生 S 搏を 打硖 し、 國家統 制择濟 の— に 依り 國民生 活の保 障を 
期す 0 

I 、我黨は人種平等資源衡平の原則に基きァジァ民族の8|*を期す。 

この i に參 加した 團骽は 次の 如くで あつた。 

日本農拉組合、遞友同志會、社畲靑年同盟の大部分その他社民黨支部のー部、全阑勞働關 
東 合 E 勞 $ 組合、 同大阪 聯合 # の 一部、 同 高 知縣驊 合會の 大部分、 九州梆 合會の 大部分 
かくの 如く 日本 國家 社會兹 は、 五 •一 五 事件に ょり 國家 主義 思潮の 赴 も 高調され た 時機 
に 於て、 弗 常なる 期待の 中に 出發 したが、 M 後に 於け る 活動は 殆ん どみ るべき ものと て 
& く、 一年 も經た ぬ 間に 内部對 立 ！ 赤松 對小 池， 赤松 對 平野、 等 ！■ を來 した。 そして 
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それは 遂に 八 ¥-九パ遞友 ^] 志#の屮央委 ^ # に於いて赤松氏が從來の指 ^ 7/ 針"网 ^ 社會 
主義を廢棄し、日本主義*全骽主義の // 針を提示したのを動掸として、表商化するに至 0 
た。卽ち、赤松氏の日本主義への轉換は逖に £ 友冏志會を分裂にまで堞いたが、之は必然 
(赤松氏は遞友间志 # の # 長でぁり « 社栽の黨務長でぁ 0 た)阐宋社 # 涨にも影薄し、先 
づ日 ^|8{民組合が支持を取消し(六 ^ ニ十四日〕皇道會に走り、七 ;! ニ十ーニロの |.-1 *; 全阈中 
央娄 55會に於ては遂に函家社#主義派の退場をみるに至0、八 ;1 三 [! そハ屮心勢ヵたる= 
本勞働 冏 盟が 分裂す るに 及び、 愈々 四 分 i £ 裂の 狀態 に陷 つた。 赤松 氏を 失つ た ぁと 
民組合に去られた國社黨は玆に又勞働同盟を失ひ、その後幾何もなくして遞友間志付が屮 
野 正剛氏 の 下に 走る に 及び、 その 勢力は 殆んど 取る に 足らぬ 存在と なつた。 かくて、 殘留 
派は神武會等と提携して愛阕々民#議の提唱 5: なし、愛阑團體戰綠統ーの運動に專心しつ 
、ぁつたが 、「日本 3省社會联」の名稱は、戰線統ーのための晬窖となるといふので昭和九 
<!•- 度-: 八 會に 於て 、篆 名を 愛 料 政治 同盟と 改稱 した。 
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一方眈 S したる 赤松 氏 等は 日本 遞信從 業 員 組合 (8 友 E 赤 會分裂 ，を 率 ひ •生產 液ょり 
離脫したる —— 實 際には 統制を » すとの 理由で 麻 名され た |丨 津久并 瓶衊 氏と 提携し、 日 
本主義文化運動に專心することを宜明し、釅民描 # に據0、機關誌「 » 民運動」 |: 創刊し 
たが、その後、政友會を肽退せる松岡洋右氏の政黨解消_盟の運動と提携するに至 0 た0 
俦日 遞 は 摩久井 氏の 串 ひる 大日 本 青年 同盟と 共に 靑年 日本 同盟を 組織した。 

» 8 $民社會||||備窨(衡|8本_民貝 9 ) 

舫記國 家 社 # 主 1|^||8^ # が出來ないまへ、眧和六年十ー月社民黨の下中 9| 三»氏 
は.-佐 > 井一晃、滿川 « 太郞、杉田省吾、髙棰忠作氏等と共に、(ー)大權の爱動にょる親 
濟統制、(ニ)私有財產の震的制限、(三)搾取にょらざる後進國開發、(四)勞働カの全 » 
民的動員、の鋼領を揭げ經濟問趙研究會を組嫌した。然るにその後この砑究會を中心に新 
黨 樹立の 計 劃が 進められ、 之ょり 先 大衆 黨の 支持を 取消し 右翼 轉向の _ を 表明して ゐた 
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日本 勞働紙 合總 聯合 (阪本孝三 » 、高山久聚、森榮ー、皆川利吉、近藤榮*の》氏〕の外，前記愛 
H 勤 f 、 日本 村 治 派 同盟 (淳 田 光 瘡 、村 井弘侑 氏 等 y 大 1京都聯合會の4田兵三、半谷 
玉 三 氏 等の 支持を 得て 昭和 七 年 一月 二十 五日 正式に 日本 國民 社 # 黨 M # 第一 回 §會 を 
開くに至つた。後この**會は赤松氏ー派の國家肚會主義$$會に働きかけ、兩派を 
打つ て 一九と する 「醐 民 日 1」の結成を圔 0 たが、前記の如く1當日に至 0 て交步決 
裂した 給 果 、赤松 氏 等の _と別僱にー大國民的政黨組繳の運動を開始すること-なり、 
i までの 暫定 祖 織と して、 新 日本 國民 同盟を 結成し、 左の 如き聲 明 害を 發 表した。 

C 聲明 •0 祖國 日本は 今 文字 通 0 に 未曾有の# 常時 局に 直面して to る。 この 东 常時 離を 
打 関して國運民命を»ける明日にまで導くべく.我等は同志と共に日本钃民社會黨$ 
# を形成し、更に社 # 民|並に全國1大*^晚退派の嫌勢カを糾合して緘乎たる國 
民の黨としての國民日案の結成に努カし來 0 たのでぁるが、不幸にしてこれ等社 # 民 
主*義の轉向«がその心事においても其思想に於ても依然として從來の似而车無產黨的 
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舊態を 脫し朽 ざるの 事 度を 發見 し、 これ 等の 諸 勢力と 提携す る 事の 無意義を 痛感した る 
を 以て •此の 種 似而非 無 產黨的 諸 勢力を 基調と して 新黨を 組撖 する の 意 圔を 全く 斷念 
し、こ1に「新日本國民同盟」を結集して庚く天下同憂の士と共にこの非常時の_* |: 
負 投せん とする ものである。 

% 

12 新日本建肢同思、社會自由黨 

之ょ o 先 •勞 裹大 i 所屬 代議士 松 ハ 介 與次郞 氏は、 昭和 六 年末 議員 視察！ S と共に 波 滿 
し、滿洲事情を視察したが、その結果同氏は從來の帝國主義戰爭反對の主張を放東し「滿 
蒙問越に關する意見窨」を發表するに至り、逖に昭和七年八片大|ょり肽退し、一、阈 
家 統制 經濟の 確立、 一、 議會 政治の f 的改帛 ，一、 日滿 經濟ブ a ックの 確立、 一、 一 竹 
統治の 東洋 W 建設、 一、 國家 主義 资農 組合の 创設 、を檩 榜 し、 新 日本 建設 同盟を 結成した。 
然るに 之は、 全國努 蚴關東 合同 勞 慟 組合の 極く 一部分の 勢力を 除き 何等の 組 幟 的 勢力 もも 
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たなかつた-^結成早女國家社會黨への合流が傅へられたる如き始末でぁつたが“平 

末 遂に 安達 謙藏 氏の 國民 同盟に 參 加した。 

之と 相 前後して、 舊勞農 E 支持 困體 日本 勞働 組合 總評 議會關 西 地方 評議# の 青 柿 # 一 
郞 、小 田 孝、 飯 石© 市 氏 等は、 昭和 七 年 三月 國家 社 # 主義を 基調と して 大阪に 1!: 會 B til m 
なる地方政 #; を起したが、間もなく、そのー部は(小田、飯石〕國 ^ 社 # 主義學盟と*他の 
一部 (宮丰 純一 氏 等〕 は 神武 # と 提携す るに 及び、 有耶無耶の 裡に 解消して しまつた。 

社# 自 til 黨の 政策 

一、 國民 外交の 確立！、 財閲政 治の 打倒 一、 反絜 怖蠢政 治の 排摩 一、 余 驚 關の 統制 
I 、國民生活を^#とする產菜の保艤と铳制ー、滿粲利權の ^ 民的確保ー、選取.<ム背 ~: 役 

« 々關の躞止 

13 _離打期_含供1^|( |« 稱「國 « 」)， « 饅|||||_含會の籠生 
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五 •一 五 事件 前後に 於て 最高 頂に 達した、 我國々 家主 義暹 動は、 その後 次第に 退嬰的 傾 12 
向に 向つ たが、 この 傾向は、 國家 主義 團體 相互 藺 に結合の氣運を促進せしめ、國_打開馨 
合 SI 議 會 、大同 俱樂 部、 國體擔 雄 聯合 # CK ) 等の 結成を 促した 0 

B 國體煽臃灞 合 會 にっいては期項「現勢篇」を参雇0 

國難打開聯合協讓會は昭和七年六月、日本國家社會黨、#武會、大日本生產黨1£維 
新同盟(*井了吉氏〕の四團體にょつて結成され、「新滿洲國卽時承認」、 「■民 生活 窮乏 
打破」 の ス 0 丨ガンを掲げ、新日本國民同盟其の他の围家主義_*にも參加を勸誘した〇 
かくて 「國協」は、國家主義圈體の恒久的 « 同 «6 として、共同_爭を通じて戰線の統一ま 
で導くべく企阏され、事務所を神武會本部に設置し、明糖說税問題、司法官赤化問鼴に對 
し糾弹两爭を行 0 たり、又國際聯盟肽退促進運動を起こした〇して、ー時相當活潑なる活 
動をなしつ-|ぁつたが、箒成團捕相 5: 間に於ける人的關係の複雜化から、ー時參加の態度 
fc 示した 新 H 本國民 同盟は 間もなく 離 耽し、 生產黨 も 有志 的 形に 於け る參 加と なる に 至 0 





一年 も經 ずして 殆んど 有名 無實な 存在と なつた。 

然るに その後、 國 家 主義 退 瀨の 傾向は 益々 顧 著と なり、 戰線 統一の 機運は 再び 表れて S 
た。中にも、昭和八年七月の分襄以後支持 » 體の殆んど全部を失つた國社黨殘留派は最も 
植極 的に 戰線統 一の 必要を 叫び、 執拗に 爱 H 4 T 民 # 議の提唱をなしてゐたが、之は遂に明 
和 八 年 十二月 永 井了吉 、松 延繁次 氏 等に ょ？ 提示され た 爱國 一致 運動 協謀會 (略稱 「爱 
協」)の結成にょ 0 て結實した。爱镳には園社黨、神武會、勤皇_新同盟の外生產黨、》« 

*- 擁 11 期 合 # の 一部 も參 加した。 

■ 

» 14 大 s_ fll 

M 大同 俱樂 部は 前記 「國镳 」と並行し*「國值」の目的する戰繚統ーの促進を期して、《協 
抑參加 « 體の外數團體の5齎にょ 0 て、昭和七年十ー月创立された。創立當時に於ける委 
S 員 (世 聒 人) は、 
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约木 # :、影山 :-£ 治〇:淹这欠！3本#年 |4 1|0、 ^ 木欵、平田九邙.！5^文史邱、川仅孔 ^ .大石茂 
(神武 $、供本：止裝、菊池一雎，國社*)、大森1 * ..維新时《)、中山裕，济北俞年 |*. 1 5 .坂本八® 
(21本 |«: 會主義硏 « 所)，杉田^0、西1秀.吉元俊館.廉村又次郞(無所 )53 〕 

以上十六名で、五*ー丑事件農民決死除員溫水秀則打の國民 # ,阑際聯盟脫泯促進述動等 
を通じて、各_體間の人的融合を3|0つ1ぁつたが、昭和八年七月神兵保水件にょつて世 
a 人の 多數が 之に 連 幽して 檢舉 される に 至り、 その後 遂に 自然 解消の 狀 態とな つた。 

第 六節國 家 主義と 農民 蓮 動 

恐慌の 進展と 共に、 さらで だに 遢 重 なる 租税と 尨大なる 負货の 馆 边とに 呻吟して ゐる中 
小農 民は 益々 窮迫した 狀態に 追 ひ 込まれた 。か 、る農民の經濟狀態の恶化は、他ガ戰時的 
に 高まつ た 愛 K 熱と 一致して、 阈 家主 莪に 基調す る 政治的 農民 豳骶 の發 生を 促した。 

その 中 最も 代表的な ものは 護 W 党、 愛鄕® 、日本 村 治 派 同盟… c jf! 農民 描 # でぁる。 
瑰阀堂は昭和五年ニ ^ 茨械縣大洗に井上日 ^ (凇名昭)氏を屮心として、门蓮の「唯我 
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1人能爲救護」のむ仰に立ち、又日莲の「我日本の柱とならむ*我日本の职 0 とならむ. 
我 日本の 大船に ならむ」 の 三大 誓願を その 本領と 掲げて 建立され た i 迸 場 J でぁつ た 
が、この思想はやがて現實の政治、經濟霉に對する不滿を增大せしめ、遂に實行運動に 
まで發展するに至つた。 

爱鄉 整は 大地 主義、 兄弟 主義、 勤勞 主義、 の 三位 一 ■的 精； t 生活に 基く 愛！ NEit に 出设 
し、自作農两藝農作、共同組合等にょ 0 て農村再建諛を期して我立された自 « 的 || 村勤蒡 
學校で、昭和四年九月蘯頭橘孝三郞氏にょ 0 て水戶市外常磐村に開設された0 |9: 立の筲初 
に 於て は •專 ら裊材 g の 敎養敎 化を 兼ね、 農 本 自治の 精# ft 養と いふ 目檩の みを 拱げ て 
ゐたので、縣或ひは村當局の援助をも受けてゐたのでぁるが、その後前記護闲堂と同じく 
激烈な農業恐慌の影響を受けて、建 19: 的な敎化運動だけの範_に止まることが出來ず、念 
激に 急進 化して 行つ た。 

日本村治派吋盟は、昭和六年末津田光造、下中钃三郞、長野朗、ロ田康信，村并弘洧* 
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古谷 榮 一氏等古いアナーキストを中心に、權藤成_氏の農本自治主義に基いて结成され、 96 
七年ー月裹本聯盟として摘大改組されたが、同じく農業恐慌の影響を受けて急進的政治運 
動を主張するー派と建設的經濟運動のみに限定せんとするー狨との對立を生じ、前者は同 
四月長野朗氏を中心に和合恒男(長》鷗日本農民格會〕、宮越信ー郞(解放戰練肚〕、橘孝三郞 
(夤 寒毚〕 、稻 村隆ー (全 ■農民 紙 合 断 供！ t 聯合 會〕 氏 等に ょつ て 自治 農民％ # が 組織され た。 
(機_紙は<~農村蕲_」 ^ 

以上、 井上日召 中心の グル ーブ 、爱螂 鶄 及び 自治 農民 描會の 三者は 相互に 連絡が ぁり、 
理論的には 略* 權藤成 卿 氏の 農 本 自治 主義に 則り、 實踐 的には 井上日召が これを 指導し、 
學生及び陸海草軍人の間にも知己を求めて、世間周知の血盟圔事件、五*ー五事件等の中 
心 グル ープを 結成した ので ぁる。 

ー方、從來指禁神としてはむしろ社 # 民主主義に近かつた裹民紙合の中にも、 « 家主 
義を採用して、運動の一大轉換を企_するー«が出て來た。平野ヵ三、稻富後人、北山亥 
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四 三 氏 等を 中心とする 日本 農民 組合の 人々 が これで ぁる。 (日本 ft R 組合に ついては 後述を 參 
照の こと〕 。尙 、最近では、 もと 全 3|農民祖合の幹部でぁ 0 た吉田賢一氏(辯護士)が大阪 
府 及び 兵 庫 嫌を 中心に 皇國裹 民 同盟を 組 雄した。 

第 七 節 H 家 主義 的勞働 組合 運動 

勞働祖 合 WS は 謂は ば 社 # 運動の 本 除で ぁるが、 國家主義運動にして勞働組合を組嫌し 
たことは、 極* て 最近 以外には ない。 古く、 行 地 社の 松延繁 次 氏は 鐵道從 業 員 組合 ( S 有 
鐵道 の微業 曼の瓤合〕の害記と& 0 て此の組合 |: 統制しょぅとしたことがぁるが、 «. 合は却 

0 て共產黨の勢ヵが大きくて全く失敗してゐる。赤尾敏氏や津久井龍雎氏も勞働者の》雄 
運動に 從 事した が、 それは 何れも 多くは ルン ベン 的な 分子 だけで、 大衆 的な 勞働運 動とは 
なり得なかつた。 

國家主義が大衆的勞働組合運動に浸拥したといふ意味で、赀に劃期的な总味を持つもの 
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は、何とい 0 ても矢張0赤松克*01友 |4 志會會長)，»ロ英治(||_置中央合£勢働》舍释部 --< W 
山 名義 鶴 •今 村 等、 藤 岡 文 六、 安藝 由 •望月 齦 治、 由 鳥廣 近、 大矢省 三、 € 本與市 (以上 
钶 れ 4 全 國勞 働飆合闻霣の鞾部〕、飯石 « 市、靑柿善1郎、 小 田 孝 (以上 # 働瓤合餘醪酿會の驊 
« 〕、 R 素 三 郎、 高山 久藏 (日本勞働》舍鼸馨合 0 舞 « 〕等在來の勞働運動家の||:3で 2 > る。 

この 人% の 1*® は、 無産 政 黨運 動に とつても 东常に 大 #な問匾であつた。麵產政黨が合同 
して 現在の 社 # 大 i が 出現す るに 至つ たのは、 全く その 反動で あると 言へ るので ある 
が、それは同時に、勞勸祖合運動の分野にも從來の右鬂改良主義と左鬂>-ルクス主義との 
對立 以外に 全く 新ら しい ものを 導入した ので ある。 全國勞 働 祖合 同盟から 分裂した 日本 努 
働 同 置、(及ぴそれから莨に分«した日本康業軍)、日本勞働總同盟から分裂した遞友12志 # (及 
びそれ か & £ に 分 » した 日本* 信 黴 業 里親 合〕 龙に全 日本製 氷從龙 貝組合、總評議會から分裂 
した 大 阪木材勞働祖合など卽ちそれで 2 > る0 

勞働運動に於ける阈家主義はニつの方向をとる*念進主義と穩和主義がそれである。兩 
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者と もに、 國家 主義を 原理と する 以上、 階級 K 爭 主義には 筢對 反對で あるが、 前者は 「君 
民ー如、搾取なき新社 # 」の實現を企两するといふ方面から、資本主義に對する反對、勞 
働 |級の垴位の肉上をヵ說し、後者は國家全«主義、勞資ー體主義といふ方向から、瘇 
業平和、國家產業の金展に對する勞働者の資任を高調する。前述の日本勞働同盟 — 所謂 
» 家社 # 主義の勞働運動は前者であり、日本蘧信從業員組合 —— 所謂 日本 主義の 勞働 運！ 8 
は 後者で ある。 しかし、 勞赉 ー « 主義の 最も 典型的な のは 故 神 野 信 一氏の 劊 造した； 
勞働運 動で あると 言は ねばなる まい 0 # 野 氏は 日本 勞働祖 合評 議 # ( 左 m # 働 組合〕 の iwa 
に 痛憤して、 自分の 勤務して ゐた石 川島§ 所で 乃木講 を 作り、 自 « 祖合を作つて、終に 
左 m 紙 合を 工場から B 逐した 後、 浦 貴 エ爱會 ( 濾資籲 集〕 及び 横 濱エ 信 # (横漬 姗 渠〕と提 
携 して 武相 聯盟 (後日 本 遣 期 勢 働雇霣 と改 稱〕 を 形成し •日本 努働祖 合會議 の 創立に も與 つた 
が、 《 和 七 年の a 家 主義 運 c 勃興の 機運に 乗じて 終に 紙 合 を tts し* 明 和 八 年 五月日 
本產業勞働俱樂部を鍺成したのである。 
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日本 產業勞 働 俱樂部 それ 自身の 勢力は 比較的 大きく はない が、 それは その 結成の 準備 H 
作として昭和七年の暮れ造船勞働聯盟を中心に總聯合その他の組合を枓合して「國防献金 
勞働 協會」 を 組 嫌し、 海軍 勞働祖 合 嫌盟や 日本製 嫌 勞働 組合 職 合# (八 糌 * 鐵〕 その他 就中 
多くの#肚組合に影響を及ぼし、間接には赤长克縻氏等の日本主義勞働運動に多くの晴示 
を與 へたので ぁる。 その 効果は、 矢張り 神 野 氏の 金 意に ょつ て 敢行され た爱 國勞働 祭に 結 
集された。これはメーデーに對抗する意味を持つもので、昭和八年には爱國飛行機献納式 
と 同時に 天長節の 當日國 防 献金 勞働 $|#101:にょ 0 て行はれたが、九年以後は*更に範國を 
摘 大して、 神武 天皇 祭の 當日に 日本 勞働 祭と して 舉行 される ことにな つ たので ぁる。 

國家主義運動は、次章に述べる樣に、ー舣的には最近頹勢を示してゐるが、この|1 
« 主義の みは 類 勢 どころ か 益々 薄 展の 傾向を 示して ゐ る。 卽ち前 述以 外に、 東京 瓦斯 H 組 
合は昭和七年末に分裂して、#場別の小組合が分立するに至 0 たが、神武會が支部を作 〇 
たのみで なく 大 f は 階級 E 爭の 原理を 播菜 し、 東京 市 從業員 組合 も 亦 これに 倣 ひ、 捩 近 
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では海軍聯盟も明灼にその國案奉仕主義を聲明するに至ったのである。 

第 八 節 軍部關 係の 革新派 

軍人關係の ||| «| としては、陲軍に偕行社があ0、海軍に水交社があるが、これは何れも 
単なる 社交 機關 であつ て、 固より 何等 政治的 背景を 有して ゐない 。又 大正 十三 年に 木 田 伊 
之 助 少将 等に よっ て创 我された恢弘會なる_體も、主として在螂覃人の思想善導を目的と 
して組織されたものにすぎない。 

然るに、 昭和 五年濱 ロ 內閣當 時、 a ンドン 軍縮 條約が 締結され、 それに 絡んで 統帥 權干 
犯 問® が 惹起され るに 及び、 軍部 內に は弈 常な 不滿が 釀 成され、 隆海 軍の 尉官 級に よって 
「小 櫻 # 」 が 組織され、 將 佐官 級に よつ て 「櫻 # 」 が 結成され、 又 それまでは 取なる 海軍 
豫備 役將 校の 社交 機關に 過ぎな かった 洋 々會等 も 著しく 政治的 色彩を 表すに 至っ た。 

加 ふるに、 一方では、 經濟 恐慌が 益々 深化す るに 拘はら ず、 財 «、抚成政黨の政策は-3 101 
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らに資本主義的獨占を锂化し、利權を激0、 « 民 1: 苦しむるにすぎず、他方では、滿洲事 
變が勃發して 9 際的危機切迫するに拘はらず、彼等は樹黨利を國利ょりも重く見、 « 防を 
輕視 し、 政黨政 治の 弊は ます <加はつ て 行つ た 0 こ1に於いて軍部內に於ても « 家尊 « 
の 必一 *を<|^ する もの 多く、 五 •一 五 事件の 如 き靑 年 §を主«とする_常時變の突發を 
見る に 至つ たので ある。 

五 •一 五 事件 以後に 於いては、 滿洲 事變と 國際嫌蜃晩退問«とに絡まる國際的事件の® 
素が 國民 Q 5 的霱黧 情 5 供した Q と 相 5 て、 5 yl 革 SK 行を 期待す る 
空氣は 國民の 間に 充溢して 来た。 

同時に、财两、抚成政黨がこれと同じ意味で軍部を畏れ谭ることも东常なものであり、 
軍部の 押 機嫌を とる ためなら 爲 さざる ところな しとい ふ 有樣 であつ た 0 

固ょり 現役 軍人は、 國防 及び ||^に » すること以上に、政治間«に ||8 與するを得ない立 
前であるが、 * は现役軍人は何等自ら活動するを要しなかつたのであつて、在寒噘人なり 
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或ひは两家主義围 «6 な0は思ふ存分にその意思を表現し，活動したのであると苜つてょ 

い® 

主として在鄉草人を以て會員とする明倫會及ぴ皇道會といふ、ニ 0 の有カなる政治國 «6 
が箱成されたのは、正しくこの«家主義思想の*民的离揚期に於いてであつたのだ。 

第三 章國 家主 義社會 運動の 現狀 

—— 頹 勢の 現 狀と將 來 I 

电和六 年 秋の 滿洲事 變1から、枯野を»く野火の樣に、我國の社 # _を裱 5 込んだ 
國 家 主義 |*8は、八年の後半以後に至 0 てす 0 か0その勢威を落してしまつた。ー時今に 
も 政 權を 掌握し さぅ に 勢 ひ 込んでゐた國家主義國體も’大部分は国通の維持そのことにさ 
へ 四苦八苦の* たらく である。 その 理由を 數へ舉 げたら 一に して 足りまい けれども、 經濟 
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的には軍需活«や輸出旺盛乃至時局匡救事業の影響を受けて1|民生活の窃迫が多少な0と 
も緩和せられ、又は按和の希望を抱くに至ったこと、政治的には滿洲事件以後の國際的危 
機が 廣田 外交に ょって 稍々 小康の 狀態に あり、 一九 三 五、 六 年の 軍 f 約 改訂の 危檐も 何 
とか 打開の 道がないでも ない 揉に 思 はれて 来た 一方、 政府は 凡ゆる 手段を 盡 して 急進的 社 
會運動の抑壓に努めたこと、社會的には枉成政黨及び財閱も亦この狀期に對應して「*®」 
の 方向を 取らぅ として fe る こと 等 •たしかに 大きな 理由で あらぅ 0 
しかし、 國家主義社會運勳そのものの持つてゐる弱所缺 » 自身も亦看遢することは出來 
ない。 何と なれば、 我國の 國家 主義 通 動は 沿革 的に 一人 一黨的な運動であって、大衆的基 
礎に 立っ たのは 僅かに 從來勞 蜜合運動の幹部であった赤松*山名、今村、藤岡、大矢、 
白*、 熊 本 等の 諸氏が 社會民 §或ひは全國勞裹大衆黨を肽離轉向して以來のことである 
とい つても 過言では ない ので あるが、 しかも これらの 幹部は、 轉向 以後 その 大衆® 動の 經 
驗 5: 允 分に 新 運動の 中に 生かす ことが 出来す、 大勢と しては 相 も變ら ず 一人 一黨的 もしく 
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は叙分子分的傾向がリードしてゐるのである。國骺擁護聯合會とか « 難打開聯合饱 ^ 會と 
か愛 « ー致運動$|議會 <»:* か、いろいろ統ー運動も行はれはしたが、それは何れもほんの名 
目 だけで、 看板 だけの 統一 以上には 出ない ので ある。 

光 一は 先づ 措く として、 大衆運動と しては 單な る觀念 的な 宜傳 や激 » だけではなく « 
耷0實質的利害を代表するといふことがなければならぬのであるが、どの團體をと 0 てみ 
て も 柚 象 的觀念 的な 網領 又は 政策を お 義理に 揭げて ゐる にす ぎず、 具* 的な 內容を 持つ も 
のは殆んどないと言つてもょい。その黏で、日本勞勘同盟及び日本農民祖合はたしかに部 
* H 分 的で あるとは いへ 大衆の 現實的 利害の ために 運動して ゐるの であるが、 しかし その 運動 
*■ の範 B で 貢へ Hr 、 1 哎 勞撤 組合 又は 農 氏 祖合と 殆んど 相 速は ないか、 もしくは 多くの場合 

主 • 

S これに劣つてゐるのである。 

S 國 家主 義社會 運動が、 國家 非常時に 際して 著る しく 軍事的 色彩を 帶 びる 場合には、 かく 
§ の 如き 弱 坫は殆んど掩はれてしまぅが*そぅいふバックがなくて、自分の實カで拓步しな 
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ければ ならぬ となると、 典 » は全く赤裸々に现はれる。況んや，國家主義暹|6がそ 0 當初 
の 對立物 として 目指して to た 左翼 社 # 運動、 卽ち 共産主義 的 社 # 運動が 優秀な 辞 察 力に 依 
つて殆んど壤滅せしめられたとなれば、左翼牵»のために國家主義運動に與へられてゐた 
資本家の財政的按助も殆んど筢たれてし1ぅことになるのである0 

そこで、 運動は 無 象 力と なる か、 さもなければ ブル •ショア 反對黨 —— 11 民 同 a あたりと 
の提携を漦しなければならぬといふことにな 0 て來る0皇道會の內部に國民同盟及び明 ^ 
# との三谀合同が計畫されたこと、遞友同志 # が中野正_氏を統令に推戴したこと、勤勞 
日-^が松谷典次郞氏を || 理に推戴したこと、等はその明白な現はれである。ー人一重的 
■艚が蕤成政黨や枉成政客の便衣朦的存在に還元したことについてはいふまでもあるま 
い® 

奶諭 これで 我國の _家‘主義社 # 運動が全く駄目になつてしまぅといふことは考へられな 
い£ょかれ惡しかれ、我《には_家主楽社#運動が必然に生起しなければならぬ事情が嚴 
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存してゐるのである以上*そしてまた興家非常時なる31際的 » 內的情勢は決して永久に解 
消し去つたものでない以上、近い将來には必ずまたフアッショの嵐が、急進的國家主義霪 
動の 摄 頭が 来る であらぅ。 現存の 國 家主 義围體 の 何れが その 情勢に 適應 して 成功し 得る で 
2> らぅか。もしくは、現存の群小國捕は全てが駄目になつて全く新らしい耍素が出現する 
か〇それは未知の問«であるが、その邊の情勢に對する基磺知譏のー部として、現存0主 
*な_家主義社會通動_«の輪麻 1: 槪略招介することにしょぅ。 

1 大 B 本生康 戴 

生產黨 は 內田良 平氏の 黑 龍會を 中心とし、 明 和 六 年 六月 二十 八日 大 R に 於て 1式を舉 
げた。 1 當 時に 於け る同黨 は 從來の 國粹 的爱 H 主義から ー步も 出て ゐなかつたが、昭和 
七年ー月津久井蘢熳氏の急進愛國黨が合流するに至り多分に》家社會主義的色彩 |: 掬味し 
てきた。 次の 政策は、 津久井 氏の 入黨 後間 もな く發 表された。 
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政 策 

政 洽 1、@嫌厢念を缺如せる政洽家の！||^ 

ニ、 金融 寡 顯專制 政治 打 典 

三、 金融 財閲の 寄生 蟲、 政、 民兩黨 g 

四、 _敝共產黨，全協、商流共產主義黨(全國勞 « 大衆黨〕、社會 « 主々 * 黨(社會民衆黨)擊滅 

五、 ■民 共存 共榮 政治の 建設 

六、 大日 本 主 iMOi に 立つ ! 9 硬 外交 BKE 

七、 滿蒙明 立 a 家 赡 濱進、 X 蒙 塞の ■民 化 

八、 彥 の！ SIKi 思 

九、 侵略的白人勢カの驅逐、新興西細亜の建« 

十、精說なる國防3の充資、§的軍縮論嫌擊 
班 濟 I 、 亡 a 的 資本 主— 濟組織 の 根本的 改蕃 

二、 生產者 立 a の國家 嫌 s ^ sc 濟政策 確立 

三、 _的金融資本家打倒、金 «| 93の_家管理 
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四、 產菜の H 家 本位 的 嫌 制 

五、 ® 勞 s 民 大衆の 生活 保 a 

六、 勞 働 權の 保3、耕作灌の確立、居篇の保障 

七、 生活必需品に 對す る— 税撤 » 

八、 一切の 大衆 負擔税 の輕 i » 

九、 生活必需品 £斯、水道、蕙氣)供給停止反舞 
社 # 1、}國一家主_の霞 

ニ、 I 切の 格 級 的 利己主^ 9 T 家族 的國 民道德 » 纂 
三、不合理なる社會的赭制度の<6^ 

^、日本的勞働組ム廷の確立 

五、 1切の勞働者に » する失菜、疾病、災窖保 » «| 度の確 * 

六、 譟れる1切の現行爭議調停法の根本的改：止 

七、 — 施設の— 

八、 a 兵 其 他 公務 奉仕に ょる 失 _害並に窮乏家族保 » 制度の確立 



M 
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九、敎宵の «> * 均等、 1| 33に立_する賈敎育の微褻 1 M 

十、 由 8、敎育の營利化禁*| 

十 I 、 自主的 £_靑 年 ■建設 

十ニ、移民政策の確立 

かくて、 生產黨 は勞働 組合の 組織に も 積極的に 乘 o 出し、 大 板妨嫌勞働袓合〔天》雅夫 ^ 
全國鐵迸構內立資_員同盟(大林爾太郏/大狂借家人镳議會(藤田 « 、大«合同蒡働組合 
(*田勝三〕等を組織し*喵和八年ニ月之等を統ーして日本主義臟業姐合肝議會(豐前籌三 
S を 給 成し、 又大 R 製材 從董向 上 # (田實 《〕、大阪雜種產業勞働姐合(田*«〕其他にょ 
つて 結成され てゐる 日本 產業勞 働 同盟 (摄本佐市〕を併せ、又東京海員同盟を結成し活潑な 
活動を 展開した。 

然るに、明和八年七月の所謂神兵除事件は、生產黨にとつてはニ重の打擊真へた。生 
產黨の 中轚 分子は 該搴 件の 首謀者で あつた i め 殆ん どが 之に 連座して 舉げ られた 0 それ こ 
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今ーつは津久并拥雄、三客維新兩氏を失つたことでぁる。兩氏共神兵隊事件に對し「直接 
行 C 捵避」 の _を示したことが抿因し、遂に除名處分にぁつた。之にょつて生產黨は大 
日本！ ^同盟を失ひ、產業部主事として同黨の調査部門をー乎に引受けてょく活動した三 
宵 氏を 失つ た。 

*するに神兵除事件は內田良平氏の病氣と相俟つて、生產黨の将來を甚だ悲觀的なもの 
にしたが、八年末頃ょ0漸く陣容の墼備を行ひ最近は又比較的活潑な活動をなし 0 1ぁる0 
本部は東京市»町西永田町ニノ八六、準機期紙「改造戰線 '7- 新聞大、ガ刊)0役员は左の如し。 

be 頭山滿 、總栽 內田良 平、 蠢委負 長 兼 財政 部長 吉田益 三、 兼甜 雄囊 八#* 

堂、總務葛生能久、小 « 虎太郞、松田#_、池田弘、吉田益 ~ 、立花良介，關東本部咨記長平 

館信夫、鼸西本部 « 髮柴山滿、山本千ー、黨翁局相談役池田弘、齋地#夫、坂并六8 

询生 產黨 では、 昭和 八月 八月、 五 •一 五 事件 被吿の 減刑 運動を 機に、 一般 愛阈通 動の 
牲者 救援の 目的で 愛 國戰士 救援 # を 結成した が、 その 役員は 次の 如くで ぁる® 



钃 問 頭 as、 內田良 平、 角 S 知 良、 澤忠 _费 « 1 « •貧 長 八 S S? ' 常任 雷 井上 四 

部、 >4^ « 、林_雄、山本昌 « 

救技會は事務所を東京市四谷琢新宿；丁目坂井ビル改迭日本社(*遣戰練#行銜)内に« 
4、 毎月 「愛 國戰士 救援 # 報」 を 出して ゐ る。 

i 2 _ 蒙 會 

大學察、行地社を通じて大川周明博士は><><との提携に努ヵしたが、滿洲事變03家 
主義思期の急激な金展に伴つて、大衆運勘への轉换を企_し —— だからと て X X 中心 主義 
を 放棄した わけでは 無論ない が I % 池武夫中 ^ 、元 » 東軍參謀長河本大作大佐、實| 
石服庚1郞氏等の協ヵを得、昭和七年ニ月の總選舉 1: 期に豨武 # を銥成した。 

乂><との關係が緊密であること、賫本が « 窗であること、このニ 0 の條件 |: 具 « してゐ 
た神武 # は、創立後闓もなく國家主義1の屮心勢ヵを形成ずるに至 0 たが、大川 # 頭が 
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五*ー五事件に連座して檢舉されてからは、石原氏次第に速ざかり、ズ><との！1係も漸次 
稀薄化する狀態に、その運動は次第に沈滯の傾向に向 0 た。その後は日本國家社 # 黨(* 
_歎 治 5 y 勤皇 __ 同 S 4 と共に 打開 IM & IK 會， 爱國 一致 暹 結成を 提电 
し、その中心勢カとして各種のヵムパー-ヤを通じて爱國運動戰線の統ーを主張してゐる。 

現在の 機闕紙 r 日本 .一(月刊、《 |« 牛 )( 大〕は行堆社0機 || 紙だつた4ので、本部は東京市 
麵町莨 內山 下町 ーノ一 東洋 ビル 內に 置く。 

主 張 ， 

一、 _ 武建 _の£*を寬鑤し、 || 忠を皇瘇に » ひて_聖なる_ || を£に||^し*天萊を四 «| に恢 
弘するの * 悟を里_にして先づ有&族の&及|6||に任じ*更に1の|||*||£^1に两つて勇 

往置 す . 0 

綱 領 

1、0本赡_*|5*、日本颳家の本質、及び颳民的埋想を鬮明し、本來主客を顚倒せる彭式的敎育の 
弊駔を改革し、霣«の日本£ ^ を1すべく皇_的歉1織の|を¥0 



K « e 勤運會 it 親 主家 滿挲 



一、 天皇 親政の 本義に 期 i 1を主として！6策を從とする政 « 政治の！6 » : > &し、位典心を一 
にして 天 菜を 四海に 恢弘す べき 挞 國的 政治 姐 織の— を 期す。 

1、 I 君离 民の 國風に 基き、 私利を 主として 民 騙を 從と する 資本 主 i 濟の 搾取を 珠 除し. 國民の 
生活を 安定せ しむべき 皇® 的 練 濟組雄 の— を 
役 員 

會鼷济 用 明、 狩 塞、 勞 働部長松 |£ 繁次、讕査部長金內良細、摄部長备 
* 介、 法務 翼 宇都 直 久 、資年 部長 B B 月產 、編輯 賃雰 S 

3 ■ tt lk ln •含 會 

國體 擁護 聯合 # は、 所謂 赤色 ギャング 事件 — ！ 昭和 七 年 十月 共產黨 M の 大森川 崎 銀行 襲 
擊 事件 丨丨 に 嫌いて 起つ た 一 〇 •三 C 事件 —— 共產黨 の 一 齊检舉 が 行 はれ、 中央部は 殆ん 
ど填滅に近い狀態に陷らされた i _ に 剌软 され、 直接的には 司法 部內 0 赤化 事件を 動機と 
して 結ばれた 愛國 團僳の 戰線 統一 機 關で ある。 初め、 この 梆 合 # 組織を 提唱した のは 政 敎 



吠电 0 氤 主* M 章 三 癱 



社の 五百木 良 三 氏で、 十二月 二日 C 明 和 七 年〕 日 比 谷 松 本樓に 於て 開催され た滿洲 國侍從 
武官 次長 エ藤忠 氏の 歡迎會 散 會 後、 五 再 木 氏が 中心と なり. 人 江種矩 、實川 時治郎 •增田 
ー悦氏等と共に爱 » 團體の代表者#|8を開き、司法部內赤化事件に 0 いて备自の所見 |: 述 
べ合つた結果、今後は»髓擁護の立場にたち、日本精神の禺揚を旗印に打つてー丸とな 
り、 目的 貫檄に 邁進しょぅぢやないかと、申合せが出來たのが、そもそもの初まりでぁつ 
た 。その後 二回の 偏！ 1 # の 結果、 同月 十三 日 正式に！！ 合會の 結成を みたので ぁるが" その 

時 決定せ る 常務 莨 行 委員は 左の 如くで ぁる。 

常務 實 3 « 艽百木庭三、人江種矩、出內大六、須麇理助、 » 8夫、松*^4- « 、鹽谷5 
部、 # 田 一挞、 醯摩 雄 次、^ 4 勇、 部、*^ 時 治郞、 -63田 «| 南、佐藤慶次朗、陳田瘡 
司、 高 畑 正、 原 藤 右 湾、 馬場 園袭 馬、 深澤湄 造、 金子 力 111 、千々 扉" 荒牧退 助 •小 a 商 
路 、榮 善 . 下雾 夫、 田 村 農、 佐 雄 天 風、 田 中 七五三、 原 田 政治、 林 逸®、 角 岡 知 良、 平 
野* 舟。 

この 脚 合 # には 規約 も、 役 22も特定されて居らぬが、主として人江»矩ゝ增 1 || ー悦 |44 氏 
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がその指導に當つてゐる。參加團體は黑龍會、爱國社、明德會、愛《法曹睿盟、&統社等 11« 
東京 市內に 本部を 有する 團體の みならず、 全國で は 七十 有餘に も 上つ てゐ るが、 終局の E 
檩 たる 戰線統 一とい ふことは 現在の 情勢では 尙中 々困難と みねば ならぬ 0本部は芝篚田村 
町 ニ、 內田 ビル 內 、機 明 紙と ては ない。， 

4 請 日 木 •民 瞿 

日本 國民 社 # 黨 ins # は、 赤松 克 窘 氏 等 社 # 民 i R: 退 派と 合 % し、 黨名 阈民 日本 
黨 まで 決定して ゐた のに、 結 黨式 の當日 (明 和 七 年 五月 二十 九日〕 に 至；© 黨の 名稱、 資 
の振當等で衡突し、赤松潢と別«に新日本國民同盟を結成した0 

然るに —後間もなく財政上の困難に當面し、中心人物でぁ0创設者でぁる下中钃三郞 
氏 去り、 中 谷 武世氏 亦 去る に 及び 人的に も 行き詰り、 爱國勤 f、 急進 愛® 黨は雕 反し、 

勞働 組合 ft 嫌 合 も 次第に 消極的な 態度を 示す 様になり 一時は 殆んど 有名 無 實な狀 態に 陷つ 



然るに昨年(八年〕秋頃から渐く勢カを携回し、父父との關係が><父><><ス父父>< 他 
方 在 梅 軍人 Q 間 に組 雄を Q ばし、 JH 馨合も 再び 支持 M 係 t 復活す る S り、 國 家 主義 運動 
が舉げ て 不振 狀萠に pg らされ て ゐ る 中に 地味ながら 比較的 健 * な發展 を 示して ゐ る。 每月 
二回 S 旗 S 民 軍 」 (S 5 を發 行す る 外 月 裂 誌 「錦旗」 を發 行して ゐる 。本部 tt 東京 市 
中# ^ lli « 和 iA 1丁目七。盟誓、網領、役員左の如 L 。 

B 誓 

*>■ 建_の螽 に爹一 J 取な き 新 日本の 建設を 誓 ふ 

_ 網領 

一、 我等は <^©1民運動にょり金 « 支配を**し以て天皇§の*^を期す0 

ttta 一一、 ft 豸は ft ホ ±^^を豸し » |^ «« 屋濟の裹にょり 9 民生活の確保を学0 
i 三、 我 ^ は & 平 衡平の 原 期の 上に 新^; 秩序の 蠢を罕 0 

州 « « 
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< 中央 曾 S 長 佐 ♦并 1&、 八 中央 常任 總務賃 會賃 篇 糞 满 川！！ 太站 . 齧糞，料 119 
M 紙 部長； tS 兵 =;、 辜 糞 贯利 吉、 S 翼 is 奚 16 螽松 .春 部§ 永產、 A 本部 

* e !2 Jew 佐 ♦井 I *、 滿川 齡太郎 • HH 4 義松 、神 田 兵 三 

5 明！！ # 

明 偷會は 皇道 會と相 並んで •在 鄕軍 人を 包容す る特 興な 圈級 であるが、 皇迸會 に 比較す 
ると 髙霖 S 會 Q 中心 t 成し、 i 主 f S 中では 蠢的 地位 t 占？ t 。 明 和 七 
年初頭から田中大將を中心として創立計畫が進められてゐたが、同五月ー日左の主義_獼 
を發 表した (創立 大會 K : て 多少 修正され たもの〕 • 

主義 網 領 

一 癜組霱 の 神勅を S して 天 male 裔 » を鋈し忠君麝及献身奉公の至誠と§的§ 

との f 3 B 5 S を 期す 0 

ニ、！^ 政黨の 積雜を 打玻 して 天 崖^ 5の確立及尚家本位の政洽の逖行を期す0 
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三、 退 嬰 交を 排 して， 3:主と正装とを基_とする外交を籤行し以て國**榷の贸 |£ «1 展を14ゎ 
且つ 大亜 鲴庙主 « の實現を¥0 

四、 @大 期の 思 動 並 ■除 的 軍備 平等 f « 保し 以て 自主； SB 防の 安固を fo 

五、 根本的 行政 財政 及 松 制の 整理を 斷 行し 且つ 產菜の « 真中 正なる 輕濟 政策の 遂行 民族の ln^ a s 
に 依て 鬮 力の 充實及 bw 生活の 安定を 期す。 

明 和 八 年 五月 十六 日 東京 會館に 於て 發會 式を * げた。 本部は 東京 市 丸の 內 海上 ビル 内に 
8 き、 檐 5 紙 「明 倫 J (骞版 六十 頁內 外： > を 毎月 金 行して ゐる 。支部は、 東京を 始めと して 
旭川、€館、札供、靑森、弘前、山梨、滋贺、京都、奈良、爱设、松山、八幡、饑本、《 
兒島 、都 域 等 全國に 苴つ てゐ る。 幹部は 次の 通りで ある 0 

役 員 

<釐 a 雯 W 田 中 i 

△理亊陸菜將伊丹業、襄家石原廣1 « 、元全灌&使_ロ九莫一、海軍中將東瑯吉太軀、法 
學缚 士大 $次郞、睁軍中贍奧平後藏、：8^山田英夫、|家松圮忠ニ琎、陸軍中 » ニ子 ?1 打太 119 
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« •同 安 WT 同佐麇 淸 R •元 全攉 公使 淸水精 三 軀 
△幹事*#^ 井上 16 好 ..! W 軍 大佐 原 道 太、 同 梅 本才輔 、陸軍 少 W 新 山 騙 治、 冏ニ宮 久 1 . 海軍 少 
將岡 本部 男、 陸軍 中將 灌邊良 三、 陸軍 少^ ^藤嫌次部、同中村四 « 太、 同 中 頭 新 左 JjJ 53、 同 エ® 
WHT 同 安井 義之 助、 同 芦澤—、 同齋廨 « 、 海軍 少將 匝猶 胤次、 元 外交官 二見 甚鯽 

この幹部の顏ぶれでも分る通り、明倫會は在螂軍人と « 接な關係があるわけだが、それ 
だけに又在螂軍人會との關係に 0 いては}^なるものがある〇田中總裁は £ れに_して鼉 
明して日く、「在想軍人會は修養 » « として玫立せられたるものなる |; 以て、吾人は同 # 
が 此 設立の 趣旨に 基き 行動し、 軍人 本來の 使命を 完ぅせ ん 事を 衷心ょり 希望す 。若し 同 # 
の 幹部が 此主 旨を 沒 却して 政治的に 行動せ むと する が 如き 事 あらむ か、 軍人 會の 結束は 忽 
ち 破れて 同 # の 成立を 危ぅす るに 至るべき を 恐る。 故に 明備會 は 其 目的 達成の 爲め 在螂軍 
人會を利用せむとするが如き行爲は筢封に之を學けざるべからず0雌然、參政植は在螂軍 
人に 附與 f れた 1 S 樓 利た— 以て、 假令 在！ 會兵 t 有する ff 個人 
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として 政治 運勳 をな すは 亳 も支陣 なきの みならず、 何人と 雖 も職權 i : 以て 此權 利に 干涉す 
べき»りのものに_ざるなり。故に在梅軍人が個人として明像會に入 # し、政治的行動を 
なすは 自由の 權利に して、 * も 違法に 非ざる なり。 斯の 如く 明偷會 と在螂 草 人會と は * も 
南立し難き性質のものに€ず。兩者各々共本分を嚴守する以上兩者の爾突を來すが如會事 
は « 對に有り得べからざるものと信ず 1_ と。 

更に、明倫會*員の選定に 0. いて田中 || 栽の說明するところにょれば、^^*の志を抱 
き 相當の 地位 あり、 或は 職業 あり、 或は 名望 ある 者に して # 員た るの 資格を 具備す ると 越 
むる 者」 とい ふ 一 項が あり、 此の «から見ても、明像會が大衆的な社 # 運動團«といふょ 
り もむ しろ、 ft 成政黨 的な 性質を 帶び てゐ る。 從 o て その 財政 上の 支持者 も、 一般大衆で 
はなくて 特殊の 金 持 階級で ある。 就中 理亊の 一人で ある 石® 庚 一郎 氏 (石 W 汽船、 石 厘 興 羅 0 
肚畏で 、その 事業は 軍部と 轉 珠の 鼷係が 2> る〕がその重なる出資であることは著聞してゐる0 
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皇道 # は大觀 して 二つの 流派から 成つ て ft る 〇 I 元 i 迸會 の發起 人の 顏 ぶれで 分る樣 
に、 陸軍 少將 黑潷 主 -*. 郞 、陸軍 少佐 水 谷吉藏 、海軍 大佐 肚本弟 三等の 豫備將 校が 在鄉 軍人 
を主«として結成計畫をしたのであるが、間もなく( « 和七年暮〕當時 » 家社會黨の內部に 
あつてー勢ヵを形成してゐた日本裹民組合の平野ヵ三氏ー派が組合を * げてこれに合流し 
たもので ある。 結成 大會 5: 擧げ たのは 昭和 八 年 四月 五日、 本部は 東京 市芝霣 琴 平 町 ニ虎ノ 
門會館 內 、機 關紙は 月刊 「皇迸」(裏庚六十 1( 前後〕及び皇道^^(月ニ回、着_1|〕0宜首、 «| 
領及び 役員は 左の 如し。 

宜 言 

皇 铳三千年の光靡ある皤史を有する日本の現狀は今や未曾有の8に直面せり0卽ち_民の生活 
は益々窮迫し瘇楽は体躞して勤勞大衆は餓死抜上に彷徨し、思麄は蕞々悪化して醣右 « 左共に»榘 
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し、 國民道 « は 地 練して 一 i 併 8^の風日に盛となり*列强は名を阀際平和に || りて帝鬭の正當なる 
灌 益を 抑匾 せんとす 0 tt の 如くん ば皇國 の© SW に殆 く、 吾人の 措く 能は ざる 所な り。 

惟 ふに 亊 態 の 兹に 至れる 由て 來ろ所 遠し と f s する に 明治 以降 歐米の 個人主義 及播級 翠 的 
思！ に 侵 瀾し 、日本の iKS たる 皇道 1 SS を 汚* して、 «4國 家の 興睡 發慶を 念と せず、 成 
は 私利 私 f 渠 して 更に 國 利民顥 を 顕みず •或は 思想の §^に昏迷して其歸饞に惑ひ、不正$ 
の 徒 € » に 乘じ て灌勢 _ を し、 至誠 愛 鼷の士 は 屏息して 其 志を 伸ぶ るの 餘地な きに 至りた 
る こと 董し 大原 因たら ずん ば あらず 0 

兹に於てか吾人は座 |1 するに忍ぴず*奮然1|起して畤弊を « 正し國逐を恢弘して_か君 « に¥ 
る 所 あらんと す。 吾人は！ S く 財閥と 黨明 との 野 八 力を 打倒し 睹級 St •を^ 8 して 秩序と 安寧と 
を 確保し、 皇道** を 振興して 道德 及理智 を湎養 し •國防 を充 寅して 列 通の 1に§ し、 國篇正 
義を確 立して 之を 四海に 宣布せ ざるべからず 。此の 如くして 初めて 内外の S 難を 匡救し！ E ® の 1111 
を 發揚す る .. とを 得べき なり 0 

吾人は如上の目的を賞徹するに當り常に公明正大なる心亊と正々堂々たる方法とを荦持せんとす 
る ものにして *^ r iu: 上に 領發せ る 陰 |カ其他非介法手段の如きは_じて採らざる所なゎ0荇人 
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は 帝國 臣民と して ft 然享 有する I « の 植利を 1 し* 吾人と志を同じくする|||11||世の || 士と共に 124 
洧 _何亊 か 成ら ざらん の！ を 以て __ せんこと を 期す。 

網 領 

皇道政治を|し以て金 « 艇鋏なる我が_ || の8^を發揚するを主供とす0 
ー、蔑致黨の積弊を打硖し、以て公明なる玫治の確立を期す0 
ニ、資本主纛鬆檮を改麼し、颳家铳瞿*の裹を期す。 

三 • ■ 民道德の振興を國り*以て_紀の肅正を¥0 

四、 軍 寶充實し、以て_防の完備を期す0 

五、 _麇正_の貢|_り、^*激の衡平を¥。 

役 員 

As 陸軍 中將 等々 カ蠢、 <副蠢海軍中 « 山下巍八軀、睦軍少||5||||主|||、厶 # 1 
陸軍 少将 富家 政 市、 <副幹亊長海軍大佐小裊紼{ « *<常任 # 事社_彐(*籌*長兼會 «- 主 
任〕、 « §(出族部長〕、平 « カ三(遵»部畏〕、相田信吉(紙織 « 長)、山_仁而(宜傳骞長〕、 8 
_六(情報 « 畏〕、$雄三、 .1» 川節太部、$時吉、河田弘、北山亥四三、緬會 ~; 守田《記、 
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森田宏、中村中部、奧鮮小太《、恒次東洋雄 

以上の 現 幹部の 中には 創立者 中の 有力者た る 水 谷 少佐が はいつ てゐ ない が、 これは 氏が 
明偷 # 及び* 民 同盟との 合同を 策し、 日本 農民 祖合の 反感を 貸つ たがために、 去らざる を 
得なか 0 たのだと首はれてゐる。それ程に皇道會は日|民祖合にょつて左右されてゐる 
ので ぁる。 尙 、本年度の 第二 回大 # の we 方針 害に ょれば、 现內期 打倒 WS は 積極的に 行 
はないとか、廣田外交を支持するとか、極めて妥镳的な態度をとつてゐる。 

7 日本 費 親 金 

皇道 # の 唯一 最大の 大衆 的 基礎が 卽ち日 $民祖合でぁる。見樣にょつては、日本農民 
組合が その 政治 活動の 手段と して 皇道 # を 利用して ゐるの だと も 言へ る。 この 紙 合の 基 雄 
は平野ヵ三氏の串ゐる |1| 梨觚聯合#と稻富稜人氏の串ゐる_岡颶明合會とでぁるが、平野 
氏はもと舊日本農民組合(現在 «0 全國 || 民 & 会〕の幹部でぁつたが、大正十五年に分裂して 
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全日木農民組合 |"1 盟を結成、日本農民黨を作つた0その後昭和|ニ年に稍富氏等の筑紫農民 
組合その他と合同して全日本奥民粗合と改稱、更に哂和六年片山哲氏等5日本農民組合總 
同盟と 合同して 現稱に 改め、 社 會民_の支持国«でぁつたが、赤松克 « 氏が*民社 # 主 
義を唱導するやその最有カなる支持者となり、日本 « 家社會黨の创立に « カした0しかし間 
もな くこれ から 離れて 皇道 會の 創立に 盡 力した ことは 前述の 如くで ある 0 (肚會民衆霣》黨 
0 两に片山哲氏等舊農民»£«は分«し去つた ^ 

HS 和 九 年度 大會 (三月五日〕に於て改正乃至採用された宜首、_領及び役員は次の如し0 

宜 言 

我が 日本 晨民龃 合が 兵 農 I 致の 農民 運爱需 する や、 我 Jg 典 民 運動 霉に 一大 隻を f 起し、 
全國费ょりマルクス主義を « 遂し、いまや我等の運動は我2農民運動の主流を形成するに至つた。 
淮ふに 昭和雎 新の 斷行は 農民の 奮起に 依ら ざれば 不可能で ある 0 實に总村の興亡こそは_家の興亡 
にして 農民の を 完 ぅして § めて 我が 國政の 安定が ある 0 

我等は 昭和 九 年度 全國 大會 を进に 開催し、 同志の 結束を 窀 め、 |君萬民の阈 ^ 原1こ某ける抻肽，ぷ 



m 
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き 社會逮 設の ため； ® 铕カ的 に两 ふこと を 誓 ふ ものである。 右 宣言す 0 

網 領 

r 墨 政治の 篾を 期す 0 

1、 資本 主！！* 構の 改麼を fo 
一 、 農 村 文化の 建設を 期す。 

役 员 

會 長 平野 力 三、 主事‘ 北山 亥 四 三、#* 河田弘 、常任# 辜 稻富 * K (政治 部長 y 北山 亥 i 
(龈畿部、 « 關紙部畏〕、择％|(室傅部長〕、小 « 永雄(争 « 部長〕、今里勝_(敎育部、 || 査部長)、 

M 弘 c 靑年 部長： r « 次 東洋 維、 c 產業 部畏) 、須— 二 (法律 部長： > 

樹、本部は皇道會と同じく芝貰琴平町ニ虎ノ門會館內にあり、嫌 || 紙「日本農民新明」 

(月 一回； >を 出して ゐ る。 

8 0S0 

m 
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昭和 八 年 六月 日本 國家 社會黨 から 分れた 赤松 克* 氏は、 同年 八月、 已に その 以前から 關 
係を 霉 されて ゐた津 久井拥 堆 氏が、 大日 本 生產黨 から 分離す るに 及び (貴_には* €) 統 >|1 を* 
る者として » 名された形になつて 2» 6)相提携して、 
我等は日本精神の_民的浸透化を以て眞日本建找の基雄エ作と郵 «> 、これが實現のため 
奉仕せ ん こ とを 期す。 

との 綱領を 播げ、 _民 « # を |2: 立した。國民 « 會©性霣は右の_領だけでも大*理解され 
るが、下記「我立趣意窨」にょれば1 1- 明味になるでぁらぅ。それにょれば要するに國民 
« # は 政黨で も經濟 團«でもなく文化國 «8 だといふにぁるが、松阚洋右氏が政友 # から扰 
a し政黨 解消 »盟を創立するや、赤松、松岡の«人的明係もぁり、積棰的に之を支持して 
ゐる 0 

驂誌 「 ■ 民 運動」 は、 日本 社 # 主義 研究所から 分* した 日本 主義 派 — I 赤松、 漳久 井、 
松® (繁次 ) 氏 等 i にょつて、愛國 £ 1 {| の統ー合同を促進する爲*、その理输的指導機 
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關 として 創刊 (昭和 八 年 »*〇されたも〇であつたが、 0 民^|が創 * さ1てからは、 « 
會の掸關誌(月刊*1:、百*內外)となつてゐる0 

阃民 « 會 創立 趣意 害 

竈 a 以來 §有 の 重大 M に當 面しながら、 しか として 歸 する 所な％ 4*下の明國日本に於 
て、 最森 要なる ことは、 日本 SE * の國民 的 浸透 化で あると 信じます • §れる國内の改造も、鷗 
醫の|なる成長も、產細亜主義の確立も、翼業8の_蠢行も、すべて日本霉を絕 

射 基 謂と する 1 W 的 W 8 より 出受 する のであります 0 資に日本精鞞の_民的浸捶化こそは、日本騮 
民が^ なる 民族的 使命を 遂行す るが ための*## 工作で なければ なりません 0 

いふまで もな く 日本 精 _ は 日本 民族 固有の « を 有する と共に 時代の 進 運に 伴 ふ ® issii 
質を有します0日本精 # の_民的浸通化は、國民8£*を建尚の箝鞾に立ち邐らしむると共に、現1 
の 1切の國家 « を抹除し、以て « 日本民族の光輝ある發展の原動カとなるものであります0長<_ 
民を 毒して 来た 利己 主 着* 自由主義、 共產 主義、 社 # 民主々 義等の 非 日本的な 思想と これに 基く # 
日本的制度とは、日本精紳の勗 » にょりて £ 敎せらるべき連命にあります0 
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われ 等は B 本®#: の _民的浸遍化のために * カを耋すことが阈家奉公の逋なりと確信し、兹に從 1?0 
來の 政黨明 係を 離 脫 して 团民 24# を 胶立 し、 同志と 共に 献身的 努力を 致す ことにな りました 0_ 民 
協會は 政 黨で はありません 。また 經 でもありません 0 «乎たる圔民文化運動の « 技でありま 
す。 われ 等の J 8 S が 何程 か 5國に黄献する所あらしめたいと念顧するわれ等の*^酌まれ、'^ 
格別の _導 と 御 i ® を 賜りた く 切に® 8 致す 次第であります。 

役 員 

理事長 赤松 克 e 、常任 理事 出版部 長津 久并 M 雄、 同文 w 翼 倉 田 1 * 同硏究 部長 森 清 人、 常 
任 理事 大木 雄 ニ。 

9靑年日本同扈 

昭和 八 年 七月の 所謂 神 兵 除 事件は 鈴 木 善 一氏 其 他 大日 本 生產黨 の 分子を 中心に 計畫 
された ものであった が、 當時 大日 本 同盟を 串 ひて 生產黨 の 幹部の 地位に あった 津久井 
龍雉氏は、ひと0之に對して否認的態度を表明した。そして一方日本國家社會黨から雄脫 
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した 赤松 克一 I 氏 一派と 提携し、 新靑年 運動の 展開を 企圖 し、 神 兵隊 事件の 後間 もな く 正式 
に兩浓の想談會をもった。津久井氏のとったか1る反黨的態度は，常然簏本部派の反感を 
刺戟した。 生產 黨靑年 幹部 會は 津久井 氏の 除名を 決 一し 八月 十二 日の 黨最髙 理事 # に 上申 
したが、理事會は遂に之を承認"正式に津久井氏の除名を決行した。 

a # 久井 氏と 《時に、》時生稾黨產業部主事ヤぁった三宮維新氏も除名3れた0*由は、大«漳久 
井氏と两«な轉兵,事件に對する反*的意見の發表にぁるが、津久井氏と || 係がぁった 0 では全然 
ない* 

その 間 津久井 氏は 赤松 氏との 協働で 國民描 會 5: 创 立し、 一方 大日 太靑年 同盟と 赤松 派靑 
年分 子と にょって 青年 日本 同盟を 組織し、 九月 十八 日滿 洲事變 記念日を トして 結盟 式を 舉 
げ機 M 紙大 0 本新聞 4: 軍日本新聞(月ニ回發行、斩聞牛頁大〕と改睡した。靑年日本同盟は 
國民位會の行動觖、前衡除といふことが出來る。本部は國民協會と同じく、東京市»町两 
內幸町 一 ノ六商 興 ビル 一 « 館 內。 
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M 領 

我等は全_靑年の日本**にょる絵*^遢じて新興大日本の建«を期す 

經 綸 

| 、 一 君 i の 本義に 則り皇 |!9^の確立を期す0 

I 、 5 1 家の 雷に ？ 皇 i * の* 立を 期す。 

I 、 忠孝 一本の 大義に 從ひ皇 1 宵の HWS を 期す。 

一、 八紘 一 宇の 理想に f 日本 民族の#^ 期す。 

宜 誓 

§ 皇室を 拿び 勇烈 邦家を 一一る 
友愛 同胞と 交り 信義 同志と 結ぶ 
篇資 上長を 费し無 私抹 制に 從ふ 

.役員 

顧 間 赤松 克 思、寞津久井篛雄、主事〔兼晟〕、 5| 主事森本耕 
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10 日本遞價從業霣姐含 

前 i 友 同志 會から 分裂した 赤松 克 « 氏は、 

我等は日本精 # に基き|亊業の通達に貢献すべき0家的資任を自？ると共に從1の生活安定 
と 社 位の 向上を 期す。 

との鐫領を掲げ、昭和八年六月十ー日、15^同志 # の分裂进 |: 中心に日本遞信從業員組合 
(略稱「日*」)を結成した0結成後に於ける日遞の運動としては特記ずぺ#ものもない 
が、全鼷產|^體_合 # の《 « 生命保 » # 社 19: 置に對し、喵和九年四月頃ょ0孰拗な反對 
運動を逖行したことは注目に值する。本部は國民 « 會と同じく東京市麵町區內幸町ーノ六 
商 興 ビル 一! 8館内0機關紙「日本遞信新聞」(#_半*大、月30 
役 員 

真 赤松 克 B 、 主事 石 塚#^ 郞 * 赛 高 地 俱齊 執行 震 森 本 舞 十一 名、 會計 審査 委© 

田 ロ 董三外 六 名 
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U 愛函政洽阔置 

爱 國 政治 同盟は 日本 國家 社 # 黨が その 第三 回大 # (V 和 九 年 一方 ニ 十 E 5 に 於て改 紙 改 
稱したも0でぁる。日本阈家社 # 黨は舊社 # 民衆黨から赤松克»、小池叫郞-平野カ三氏 
等、 舊全國 雲 大蹇か ら山 名義 鶴、 今 村 等、 藤 岡 文 六、 大矢省 三 氏 等が 分裂 合鼉 して、 
e 和 七 年 五月 二十 九日 結成され たもので ぁるが、 昨年の 第二 回大 # (一 月 二十 ニ a 〇 以後、 
黨內 に國家 社 # 主義と 日本 主義との 對 立が 起り、 加 ふるに 赤松、 平野、 小 池 三 幹部の 間に 
融 和し 觐 いものが 生じて、 赤松 氏は 去つ て 國民5|會 5: 、平野氏は去 0 て皇进會を、大矢 
氏、白鳥氏等は國家社會主義全國協議會を、それぞれ別個に樹立すると同時に、1同志 
會 (及び それから 分裂した 日本 滬價檄 業 粟 》 合 y 日本 農民 組合、 日本 勞働 同盟、 全日 本 典 氷從業 
員組合等の大衆圈體も亦四散し去 〇 たのでぁる。かくて、後に殘 0 た人々は小池四郎氏を 
中心とし、從來の掸關紙「日本國家社會新聞」を「維新日本」と改匾、阐家社會主義的色 
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彩から 急激に ロ 本 主義 的 色彩に 移行し、 最後に % 名 自身を も變更 したので ある。 

第三 回大 # にょつ て 選ばれた 役員は、 

總務貧 長 小 池 四郞、 總務寶 W 山 篤太郞 、森 直 次、 山元 繼次郞 、大概 正 秋、 今 村 
等、 山 名義 鶴、 藤 岡 文 六、 相談役 五十嵐 治 孝 
の 諸君で あるが、 そのぅち 山 名 氏の 如きは 殆んど 絶 緣狀 態に ある。 綱領 及び 主張は、 日本 
■ 家 社會黨 の 當時と 同じい。 

網 領 ■ 

一箱萬民の國民稱神に基き榨联なき新日本の建設を期す。 

主 張 

1、我黨は阈民運動にょり金灌茭配を廢絕し、皇道政洽の撤底を期す。 

1*我黨は合法的手段にょり資本主 0| 檐*^^*し國家統制 |« 濟の|にょり»民生活の保2を期 

す。 

I 、我黨は人糖平等資源衡平の厣 »| に基きァジァ民族の**を期す0 
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現狀に ては 代議士 小 池四郞 氏が W 山！！ 太® 氏、 大機正 秋 氏 等と 共 S 軍裔 S 形で g 

あり 今 村 等 氏、 藤 两文六 氏 等が 日本 產業 軍を 結成して 僅かに これを 支 嫌して t。 本 寒 
は 東京 市 芝* 田 村 町 ニノ ー內田 ビル 內 0 

12 s$ Mt 

爱 g 治— は 明 和 九 年度 i 方針に 於て、 「I 的 組織の 太 S 如き 约 熱也 る 中心」 と 
して 爱簡羣| 組織す— f ヵ說 して ゐる。 この 方針に 則り、 四月 十五 日 結成され た 
Q が 維新 羣？ あり、 除 ff 木 2 、— y 大川兼 一、 金 sf II の 嫌 
君が！！ げられ た。 部ち爱 國 政治— の 羣前衢 除で ある 。その 置は 三十 歲 以下、 七 名を 
以って 一 f し、 ニヶ 班以 老以っ 5 f し、 產は 連絡 菌 として 府親別 i 會 

鼸 を 開く と い ふこと になつ てゐ るが、 今日までのと ころ まだ 見るべき 活動は ない。 
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我等は 愛 國 政治 同盟の 綱領を 信奉し， 雄 新 運動の 先酗的 實臁に 献身す 

隊 律 

1、_士の * は死を以つてする|に伴るべからず 

I 、 ょろしく 大勇に つき 徒らに 功を 爭ふ ベから ず 

一、— は 身を 以つて 先進に 代り 先進は 克く— の S に 謀るべし 

一、 困 i 乏揮 暖に堪へ從辑挺身以つて部署に任ずべし • 
1、君を念ひ圃を憂ふ生死何かぁらむ，至誠1貫ょく天下の難に赴くべし 

13 日* 素 業 軍 

日本醐家肚會黨は、日本主義か國家社會主義かの問腰で、昭和八年七月逖に分裂をみる 
に至 0 たが、その結果同黨の最も有カな支持_ || でぁ 0 た日本勞働同置も當然黨に對する 
去«の期度を決定せねばならなくなつた。昭和八年八月三日この問腰を « _する爲め、大 
阪に中央委員會が開偎されたのでぁるが、その結果は、果して、同8|を »; 遇して黨を支持 



供 雇® 動*會《1 繼 生 架！* 窣=* 



せんとする4のと、涨を眈退して冏盟を維持せんとするものとのニ派に分れたが、結局两 13.4 
者は 仲ょ く 共同 聲 明を發 表して 袂 別した。 卽ち 前者は 同盟を 脫退 して B 本產業 軍 準， ■會を 
組 梭 し、 九 年 二月 同社 黨第 三回 大會の 翌日 (11十五日)、東京市芝 « 田村町飛行 # 馆内に於 
て 日本 產業軍 準備 會全緬 代表者 懇談# を 開催し、 事 實上產 業 軍の 結成を 遂げた 〇 その 現有 
勢力は 約 ニ 千 f とい 衾、 雷同® Q 大 KQ 一部、 九州 Q 大部分が 之 S 加して ゐる。 
現在難常に行き詩つた狀態にぁり、機關紙も出されて居ない。尙本部は愛阈政治同 » 本部 
(|市芝*田村町ニノ1內田ビル)內に置く0 
網 領 

isslif 、 產—聚 信奉して 、思— 萊01興竈に努め、康遒日本£立を 

? 4 

主 張 

I 我等は、 日本 國民 たる 為は、 蠢 たる 全！ tsiB 益 局 © 目的と す* 日 本 WS : に 令、 、私益 
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を i する 睹級的 利己 主袭の 思想' 行動の 株 f 期す。 

I 、 霉は、 E 家 奉仕の I 元 的 K 念に 基き、 日本的 共同 產業 形態の 確立に よって、 資本 塞 産 菜の 
反 皇道 性の S を 期す 0 

一、 我等は、 君民 一致 共同 fit の 本義に よ*' 都市、* WC の » 立を 抹 し、 生 <*1^*の合理化により國民 

瓤 濟の 更正を 

附記 日 14*! 梁 軍は、 祖 H を 熱愛す る 同志の 全人* £^<昼にして日本**の » 現による終生奉公 
の— 的實 » カによって、_領、主 9| の ||; 徽を*^。 

役 員 

I 今§、理亊長8山篤太弟、常任理事森ロ作間、森直次、松下彥1、理事米村長太 
想、 蘑 崎 淸 7 L 郞 •小 林 I 、 光吉 悦心 、山 本 «8 助、|_1、森登守，邊見| 

14 動 9 B 本黨 

昨年 七月-日本 阈家社會黨(现在 «-:> 愛 » 致治阈|^から眈退した！1家社#主袭澉 11 »«社 
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# 主義 全阈 協議 # を 結成し、 また^ |||準備會を组嫌して*ー路 « 正 « 家社 # 主義黨の給成 140 
に邁進しつ1あつたが、この準備會は日本勞働同盪(_東、_西〕、 » 家社會主義舉盟の兩者 
が 主たる 構成要素で あつた。 しかるに 今年に 入？、； jgUI 期日 もほ^, 紀元® 當 日と 豫定さ 
れる樣 になつ てから、 蒡働 同® Q 方では 松 谷 與次郎 氏を 黨 首に 迎 へる 策戰を 立て、 近藤榮 
蒹 、五十嵐 後兩 氏が 積植 的に これを 支持した 。その 理由が 財政 上に ある ことは 牌 やすい こ 
4 である。 準備 賞 長石 川 準 十郞氏 及び 學盟 では これに 反對 であり、 雲で 篇 を 引受け 
て ゐ た 日刊 f 進め」 が 坦刀直 入に 近 藤 五十嵐 兩 氏を蔡 したために、 抗爭は 表面化し、 石 
バ氏 一派は 急繡 別派と して 大日 本 國家社 會黨を 結成した 0 一 方 近 藤、 白鳥、 五十嵐 氏 等は 
松 谷 氏と も I を 重ね、 松 谷 氏は その 所屬 する 國民 同盟を 圆滿 装す る ことと なつて、 四 
月ニ十九日5管トして黎式を舉行した？ある。本部は神田翼土代町ラ ~» * 
關紙は 「阈 民 戰士」 (訇 贺、小》新《四霣)0 
M 供 
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一、 我黨 は团 sft の 本義に 基き 金灌 政治の 介在を _除し 君民 一如 理想 _ 家の*^ を 期す。 

ニ、我黨は§れる資本主|を合理的に改躞し國民生活の改蕃を¥0 

三、 1は愛阖8^*に*く11民道德を振興し以つて社會想の克服を期す。 

四、 我黨は f 平和の _に立ち人種の平等を期す。 

五、 我黨は社|造の根本原理として_家肚會|を信李。 

役 員 

a 理 松谷與 次！ n 長 近—、 常任！ 白 近 、 WBWr lnl 本 與 市、 川 出 f 

*、 五十 鼉、 雷 裳缅、 S 美 i 、 相 R 役 大矢省 三、 覉馬翥 、金 i 、 古鷺蒙 、 
笊查彥 •山 崎 今 S 

松谷與次郞氏は國民同盟の中では左程霣要な堆位を占めてゐたゎけではないから、今改 
めて ^«の總理とな 0 たとて、新黨と國民同盟とが因緣を生ずるものでもぁるまいが、中 
野正刚氏ゃ風昆韋氏が薄友同志會の運動に乘込んだと同じ意味が、卽ち國民同盟が社 # 暹 
勖の支 咩を得んとする傾肉が、こ-*にも矢張りそのー衊を現はしてゐるものと解すること 



は •左まで 失當 では あるまい • 



15 B 本勞 働 同 霣 



前記日本緬家社 # 黨の«立に當り全國勞働粗合の幹部山名義鶴、大矢省三、今村等、望 

i. —A' 1101 SI 

れ s 劃した ことから、 五月 四、 五兩日 s 和 七 年〕 の 全 阈蒡働 中央 委員 會に 於いて 政黨支 
持に 對 する 態度を 投票に 附す るに 至り、 一 S 差を 以？ 籰主鐾 は 敗退して 組合 
进したが十1月ニ十日この脫退派(_東合_勢働»分0ー，大《 * 舍會のー«、九州馨舍會0全 
部)は日本勞働同盟を結成した0 



I 、 我等は 一 

建設を 孕 



o 
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ニ、 我等は 勞 8 .組合が 資本 主 赛 倒の 全面的 政； ISlWf ■に 於け る«濟€|8^部面を赛することを« 
識し 、これが 完全なる 使命の 遂行を 期す* 

三、我等は » 固なる臞結と§なる戰術とを以つて资本家$級の彈«に§せんことを期す。 
全國の組合員ニ萬五千と猇したが、翌八年の 1; 日本 « 家社會黨の內部に 0 本主義«と》 
家 社會 主義 派との 對 立が 生ずる や、 勞働 同盟 も 亦 その 影響を 受け、 八月 一二 日の 中央 委員 # 
に 於て 今 村 等、 藤 岡 文 六、 W 山 篤 太郞 、光吉 悦心氏 等 日本 主義 派 (日本 _家 肚會宽 友 持 * 〕 は 
分裂し去つた。尤も肽退組合員數は今村氏の九州聯合會 *: 除くといふに足りないが、元來 
左程大きくもなか 0 た組合でぁるから、相當の打擊でぁり、最近では日本勞 ^ 棟冏盟と 0 

合同 談が 進行して ゐる 。分裂 後の 役員は 次の 如し。 

真大矢 省！ 一一、 裘審計 白 A 廣 近、 $委 負 山 本當 S 、 》ロ舒松、 » 根喜四郎、|喜 1£ 
1 T ©4 與市 、本 多 滋ニ 、岡 五 扉、 安藝 盛、 其 他 

16 大 8 本_家 » 會黨 
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國家社 # 主義の理論上の指導者として長年苦_して來た石川準十郞氏は、昨年來日本勞 
働同盟を中心にして^|||結成に努カして來ながら、最後のところで、近藤榮藏、五十嵐隆、 
白鳥 庚 近 窬 、急 ar b ? 和 九 年 三 月 十日 1 した。 從 つて、 大衆 的な 塞ら し 
いものは殆んどないと言 0 てょいが、福田狂ニ氏の「進め」社( « _紙は日刊「撬め」)及び 
大日本 » 家社會主義 « 會(機_紙は.： 1« |» ||「||家肚會主 « 」 || 1癱政」)を左右の « 黨として大 
いに論味を張つてゐる。機闋紙は「國社黨報」(__癱田頁、-!1回)*本部は§市芝霣田村 
町 ニノ 1 〇 赤門 屋ビル 內 0 

同黨が 單獨 i の 理由は、 推測 すれば 色々 であるが、 松 谷與次 郎氏 |: 黨 首と する ことに 反 

對であつたといふことから見ても、多分に「*|||な」と 2: ろがあるょぅで、財政上は主と 

して！ £田狂ニ氏の負撸が大きいだらぅと考へられてゐる0左に黨誓、_價、|^||宜首及ぴ 
« 員を 招 介し よ ラ 0 
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光！！ ある 建 a の 本義に f 、 君民 一如 #» 取なき新日本の建 » を期す0 

網 領 

一、 我等は m 古來の 天皇 f 以 つて 我 mliml <o _ tK lft ftl i : m l : 、2# « am^T t ft ^ _ 
家及び 0 民の一大1的更生を期す0 

ニ、我等は現行賫本主 * の無政府經濟粗繊を以つて現下の我が_家及び_民生}^赴ぅする最大た 
るものと囍め、公然の_民*8に依りこれが改廢を期す0 

三、 i は 現下の tr か S 生活の 救濟は ■家に 依る ¥£& wli 濟の篇 行に 依る の 外な きものと 信 

じ、 富 的 方法に 依？」 れが 8 を 学。 

四、 i は る ■民は その 生存の 自然 的 土地 及び i ) に 於いて 平等の 灌利を 有する 4 
のと 信じ •我が ■民の 生存に 必要なる 土地 及び 資思を 公然 f の f 占有 ■民に 向つ て* 求 
す。 

五、 我等はァジァ民族及び有農族の|を以つて|人類に負ふ我が鼷民の與へられたる使命な 
りと 信じ、 一大 民族 運動に 依り これが i を 期す。 

供 員 145 
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a 理石州 IN -軀、 中央！ win ® 長 海軍 少佐 齋藤 直# • a ** 薄 長 同上 •宣傳 部長 勝 谷爲友 •資 
金 部長 商 千 之 助、 &紙奠別髮介、讕奎部長鷲|太 « 、 © |»嫌ニ、顧間_ 
軍 少佐 金子 § - 

17 鋈目 志 # 

1 同志會は元日本勞働總同盟に所屬し社會民衆黨を支持してゐたが、同黨の分裂に際 
し# 長 赤松 克磨 氏に 從 o て 分裂し、 日本 國家 社俞黨 を 支持した 。然るに その後、 赤松 氏は 
阈家 社 # 主義から 日本 主義に 再轉換 し、 昭和 八 年 五月 遞友 同志 # の 中央 委員 # に 於て 日本 
主義に よる 新 運動 方針 害を 提示した。 之より 先、 已に 同 # の內 部には、 主事 當淸氏 その他 
の 反 赤松 速 動が 行 はれて ゐたの であるが、 五月 三十日の 委員 # に 於て 赤松 ^ の方针害は否 
決され、 赤松 浓は 遂に 同 # より 脫退するに至つた0同時に反赤松派たる當主事も會計不始 
末の 责任で 辭 任した。 

然しこの分裂による影響は極く小部分に過ぎなかつたので、浦 (1| 隆行氏を中心に菹ちに 



の 



本部を 禅 建し、 昭和 八 年 七月 鼯 家 社會黨 の 分裂に 際して は、 M 永 社 # 主義を と o 日本 穷锄 
同盟 (の 大部分) と共に 之ょ 0 脫退 し、 新に 國家社 畲主義全國協曦會(日本！1家肚會主義|* 
霣50に參加してゐたが、財政的な間匾でこの§會からも次第に離隔し*昭和八年十月 
八日 第 九回大 # に於て、突如國民同盟の中野正_氏を統令に推し、完全に社 # 主義的主張 
を放案した。中野統令の就任早々行はれた幹部醎首問««、遞友同志會の敢北に終 0 た 
が、 その後 同會の 活動は 全く 沈潜して 居り、 最近では 又 赤松澉 の 日本遞 信 1組 合との 
接近が 傳 へられて ゐる 。綱領 並に 役員は 次の 如くで ある。 本部は f 市 芝！！ i 今 入 町 一 五、 
檐關紙月刊「遞信勞働新聞」(断_親中霣大〕0 

供 領 

一、 我等は I |致の組織を以つて生活の向上 « 利の增缠 « に知嫌の|を期す。 

一、 _は艚實なる手段方法を以つて遞信事菜の公共性を*||し進んで其の|なる » |期す。 

一、 IWI ►は！！ の** に f 亡 ■資本* wwf 餐 し 押 取な き 新 日本の 建#^ 期す。 
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役 員 

18令中野正醑、中央勢^1#0^*-3鼴行、 * 5戶島釐治、5蓊仁 )« 、法律蒲杉鎏 
，執行 委 貧 樓并彥 S 、 安川 雀 三、 圃 ニ 外 ニ 五名、 會 山 ロ 松 三、 柴田新 六、 货 原 高 保 

18 B* •業 M ill 蠢 

日本 迭雾働 MQ 中心— す 石 川 島 造船所の 石川畲 I 合は、— 日本 i 
It 議 會35| 一窆 目的と して 生れ.^ 乃 木 HQ 後 身で、 故禁信 | 氏に ょつ て 組？ れ たもの 
であるが、 その 主張す ると ころは— 一體 主義で あ办 、日本 主義で ある。 日本勞 働俱樂 部 
(I 本 SISS i 成 2J 來 これに 參 加して ゐ たが、 日本 努 g 組合 會議 が® 
立され る や (明 和 七 年 九 /! 〕 全 a 勞働や 東電從 業 員 組合 等と 行動を 共に する ことは 出來ぬ と 
いふので、遂に脫退した0 

闽後組合會議に對立し、日本主義勞働組合の全緬的統ーを企_し、そのヵ 

ンパ U T とし 
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て重金祕エ失業對策全國協議#を提唱し、日本勞働姐合總_合や海覃勞^5|合_盟あたり 
にまで働きかけたが、海軍嫌盟は動かず、總 « 合亦組合富を »: 退するの童&く、その企 
圚は中途挫折するの止むなき狀態に至 0 た0こ1に於て國防献金のー大ヵンパを通じて日 
本主義勞働組合の統一結成が企圖され昭和七年末國防献金勞働«會が組織された0この運 
動は 極めて 時宜を 得た i め 陸海 軍當 局の 應援 を 得て 献金 としては かなりな 成果を あげ 
たが、日本主義勞働組合の統一結成といふ目的からすれば、總_合 丨丨 主に鬮東方面 I 
との鼸係が緊密化したほか大した効果もなかつた0 

然し. ともかく、 献金 協會 としては® 海 冪に 各々 飛行機 ー臺 宛を 献納した ことによ o て 
目的は 達した ので、 昭和 八 年 五月 二十 一日 海軍 播の献 納 を了るや卽日これを解消し、協會 
參加の圈體のみにょつて日本產棄勞働俱樂部の結成を申合せ、六月八日早くも正式に俱樂 
部緒成の聲明書を發表した。 

現在 この 俱 に參 加す る篇は 下記の 如くで あるが、 明 和 九 年から 神武 5 祭當日 _ 
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行され る ことにな つた 日本勞 撤祭 は、 この 俱樂部 にょつ て 提唱され たもので ぁる。 昭和 八 
年 四月 ニ 十九 日、 陸軍 機の 献納に 際して 行 はれた 愛 同勞 g 祭には 參加を 控へ た總梆 合 も、 
九 年の 第 一 回 日本 勞勸 祭には 二百 餘 名が 參 加した。 

倚、この俱樂部は金 » 學院の安岡正篤氏を以て最高指導者としてゐるが、從つて « _ # 
や « 調會等とも多少の明係を有する » 、注目に值する。 

現在 本部は 東京 市京棰 區新個 西 町 ニ 丁目 七、 自 彊 組合 內に置 く0 機 W 誌は 月刊 (菊锫1 
「日本 產業蒡 働」。 加盟 組合 並に 役員は 次の 如くで ぁるが、 自 a 組合、 エ爱 _痛資《5、エ 
倌會 (横 濟》渠〕 を 以て 組 嫌され てゐた 日本 造船 勞働嫌 盟は九 年 二月、 日本 產業努 働俱樂 部 
に「癸展的に解消した」0 

役 員 

理事長 石#^ CH 爱會 S BI 理 § _ 喜 七 (自 合 7常任理事西山 /- ::.郞(时上〕*大久 
_ 治 (S 上〕、 長 嫌邏 1( 中正 $、贅示(秀英勞働)、小出翬(勇|5勞働〕、長谷川忐ニ(自 » 姐 
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合)、 森 本羌 I ( 靴 Hft 合〕 •佐！ N 1 次 c 嬸爱組 合 y 城 戶§ c 興迪勞 働〕* 田 代 政 平、， 時： 丄會 )， 棟 

地 福 三 郞 (山中 後 _£舍) 

加 »圈《 

合 (三、 000 )、震寡働 & 合董 # (八8〕、シチズン時エ會(|1五9、§勞|| 

親 合 (一一 00 〕、 裘 50 •正 # (九 五 9 、浦 背 エ愛 # (|1、 五 09 •袋 エ 3 & (I 、 

五 00 〕• 萬 信！ MW < nC 三 〇〇〕、 日本 靴 エ姐 合 (一 五 o v / 、 A 立 組合 (一三 0)、 日大產 菜勞 M 協 
合 C I 、 ニ 〇0)、 山中 從 f 粗 合 C 三 0)、 I 組合 ( | 五 0〕 、 芝： 拥エ愛 耝 合 ( 【 A . 0 P 
銜 « 和 九 年 四月 三日 第一 回を * 行し 相當 な成縝 を 舉げた 日本 勞働 祭は、 この 產業俱 樂部 
1 特に 自彊 組合 丨丨 の 提唱に か 1るもので、今後毎年神武天皇祭當日に * 行されること 
になつ た。 

19 ■維 # 

« 維 會は •安 _正篤氏の金 « 學院の實行 |« 體ともいふべきだが、緬本社を新しき\><で 



*=» ぁると首ふならば、 8 維會は新しき官餵网と呼ばるべきでぁらぅ0主要メンバ| |: ||ぐれ 
j ば 、 H 本社と 同様 その 性質は 直ちに 瞭然と なる。 

卿 理 « _ Je ^、 畐 茂、 近 衡文8 、大蜃 次 ft 、 松 本學 、雲 蠢 、願 # 忠正 
S #事橋秦之助、 "1 田炭次 « 、業三千男、富田亥之七、安部十ニ造 

■ _ 會 0 中心思想は 安岡正篤 氏の 孔子 主義に ぁるが、 滿洲 事變 前後から H 家 主義 思想が 
瘙 願す るに 伴 ひ、 この 思想は 上流 陪級龙 官僚の 間に 著しく 進展し、 それは 一つの 新 官僚 閱 
と4いふべきグルーブを形成するに至つた0 
■維 會の 創立され たのは 明 和 七 年 1 月 十七 日で、 その 趣旨に 日 <o 
「我が 阃近來 の 内憂外患は 其の 重大 深刻なる 殆んど 有史以来 未曾有と 云 ふべ し。 
明治の驚異すべき»民的緊張と»進との反動に由る惰風は今や容易に改むべからず0 
且前代 文化の 急進 速成は 政治 經濟敎 育 等 再般に破綻«出し來り、而も之に處すべき内朽 
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と 忠恕との 创迭的 精神は 液れ、 一 切を 偏に 客 觀的唯 物的に のみ 批判し 去らん とし r 私怨 
盛んにして 公義 衰 へ、 國內 到る 處除級 的 反感 抗举 尖銳に して 物 愦洶々 たるに、 MU 隣 邛 
の 友誼 全く 破れ 》際信義亳も恃むべからず。經濟的恐慌と政治的動拣との世界的黑忠 |1 
方に朝夜を格游たらしめつ1ぁ0。今にして断然、在來因循の風を棑脫せずんば遂に收 
拾すべからざる 禍亂に pg らん。 

不肖 等 此の 情！ 6を 座視す るに 忍びず、 自ら揣 らず して 麻然 身を 挺し、 至 公 血 誠 0 M 志 
を 連ね、 敢て 共產 主義 インタ— ナショナルの 横行を 揸にせ しめず •排他的 ショ ーヴィ _1 
ズムの ««を漫にせしめず、日本精神に依つて內、政敎の維新を圈り、外、#隣0誼 5: 
修め、以て奠個の國際昭和を實現せんことを期す。」 

今年 C ® 和 九 年〕 の 初め、 內務省 系 新進 官吏に ょり® 家主 義團體 の 結成が なされる 如く 傅 
へられた が、 それは 言 ふまで もな くこの 阈維會 の 影響 下に ぁる ものでぁる 0 一: 儿社會 局長宵 
现焰！ |會理事長吉田茂、前#保局長松本學、現東京府知事香坂昌康氏等はその中心をなす 
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ものと みられる。 

衝 故# 糌 一氏に ょつ 一」— された 1 翥俱樂 部が、 衾— じて この W 推 
會と期 係を も？— ことは 注目に 値する。 本部は 東京 市 曾 區內幸 町ーノ 三* 大 R ビル 

ニ »館。機 || 紙「_維」。 

20 ■幸 U 

國本社が創立されたのは大正十五年三月でぁるが、その名前が有名になつてきた <0 ょ， 
滿 洲事變 S 後から ファッ ショ 熱が 昂 まつて きてから のこと でぁる。 現樞 密院副 a 長 平沼跋 
一 W 男が. vq ♦長で ぁるが、 政 繋 問 f なり 政權 3 S が i される f * 必ず そのぅ 
ちに 平泪男 S 名前： & 見出される Q は大 播 同氏が こ § 本社と いふ バッ I て t から 
だとい つても 通りない 0 

元來 敎化國 -«§ として 翌 された 阈本瓧 は •その 供領に 於て は單に 「阈托 精神の 滿赛振 _ 



に努め爾本運動を助長し、敎化運勖の撤底を期す」とのみ揭げてゐるが、その役員の顏振 
fe みれば、 之が 單な る敎 化團體 にあらざる こ とは 1 E 味 然で ある。 卽ち 左の 如し。 

真平§! « 

■M 0S 

邐 事 竹 3 久 治、 大田耕 造、 渠 W 夫、 加* Htws 、 太蠢太 和、— 疽 、池 田 成彬 、川 衬 flu 如 
田 蕾 通、 小山 松 吉、 _ 山黉英 、鑒 BMWT 榮喜三 庳、結城畫太郞**^夫、小磯3 

明、眞崎 * |1軀、大角1、後娶夫、小厣直、河田烈、有馬良橘、外十ニ名 
*= «するに、阈本社は財閥、官僚、軍人の合作になるものであるが、それは本質的には财 
g N o x xxx x 、 XXXX の爲め の 父父的ズ><であるとみらるべきで、逆にいへば、フア 

主 

tta ッシ ■的 風 期 xx x x x 、 xx、xx の 財两 との XX XX であると も みられぬ ことは ない。 
g 首 ひ换へ れば 國本社とは、新しき父><であり、又父><であるともいひ得る。 
g 現在 本部は 東京 市 _ 町 班 平 M 町 六ノ三 六に あ 0、月刊雜誌「 » 本」の外「 » 本新聞」を 
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出してゐるが、#の內容に 0 いては極めて秘密主義でぁり、#員は殆んどが中間 » 以上の 156 
階級に 場す る 0 
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